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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　月が笑う夜、小こ鈴すずはただの少女になった。

　額に描えがかれた花をなぞる。四枚の花はな片びらは鮮あざやかな朱しゆで彩いろどられ、存在を主張していた。

　水鏡に映し出された黒い瞳ひとみの少女が笑う。

「ありがとう、おじいちゃん。完かん璧ぺきだ」

「……本当にこれでよかったんじゃな？」

　祖父は息を吐はき出しながら、朱に濡ぬれた筆を置く。しわくちゃの手が宙をさまよった。

「小鈴の黄金きんは特別じゃった」

　祖父の手が額の花を撫なでる。今しがた、彼が施ほどこしたものだ。この小さな花が小鈴を普通の少女たらしめている。

　小鈴は黄金の瞳を持って生まれた。黒い瞳ばかりの幻げん倭わ国こくで、黄金を持って生まれた小鈴は異い端たんだ。しかし、変わっているのは色ばかりではなかった。

　この瞳には特とく殊しゆな力が宿っている。──身体からだに巡めぐる〈隠いん気き〉と呼ばれる気を診ることができるのだ。

　この世界で生きる全すべての者には、隠気が流れている。人間も動物も植物にも。隠気は血と同じくらい大切で、生命いのちに大きな影えい響きようを与あたえるものだ。

　隠気が滞とどこおれば病に冒おかされ、失えば死に至ることすらある。しかし、人の目にはけっして映らない。ゆえに『隠』の字が当てられたのだと祖父は言う。

　小鈴はその誰だれにも見えないはずの隠気を診みることができた。

「私はずっと、こんな力があるより、みんなと同じになりたかったから、これでいいの」

　先ほどまで見えていた祖父の身体に流れる隠気は、もう見えない。小鈴の能力は黄金の瞳とともに封ふう印いんされたのだ。

　生まれたころからともにあった能力だが、隠気が見えないことに少しだけほっとしている。

　祖父の年ねん齢れいとともに減っていく隠気を、見なくてもいいからだ。人はいつか死ぬ。魂たましいは天に昇のぼり、身体は大地に還かえる。隠気は身体よりも早く大地に還ろうとする傾けい向こうがある。

　ここ数日、祖父の中に巡る隠気は少しずつ、身体から離はなれていっていた。

　死期が近いからだ。

　小鈴にとって、祖父は唯ゆい一いつの家族。気がつかないふりをして、笑え顔がおを返すのは辛つらかった。

「ずっとこの黄金が小鈴を苦しめておったこともわかっておる。だが、小鈴の黄金の瞳を封印するということは、同時におまえの能力と特技も奪うばうことになる。それがどういうことかわかっておるのか？」

「わかってるよ。耳にたこができるくらい聞いたもん。〈彩さい絵かい術じゆつ〉が使えないんだよね？」

　小鈴はへらっと笑うと、床ゆかに転がった筆を取った。よく手に馴な染じんだ細筆は、先ほどまで祖父が使っていたものだ。

　小鈴は躊躇ためらうことなく、床の上に小さな絵を描かいた。

　彩絵術──それは、絵を媒ばい介かいにして自然に干かん渉しようする術。水を呼び、風を起こし、火を焚たきつけることもできる。小鈴はこの彩絵術が得意だった。

　彩絵術は単純だ。決まった図ず柄がらを描き、その絵に自身の身体の中に巡る隠気を流し込めばいい。

　床の上に描いた図柄は、彩絵術を学ぶときに一番に教えられるものだ。水を大地から呼び出し、躍おどらせるだけの簡単な技わざ。

　小鈴は図柄に手をかざす。しかし、隠気が流れる気配がなかった。本来なら、すぐに小鈴の隠気が絵を介かいして水を呼ぶはずなのだ。

「本当だ。何もできないや」

　小鈴は小さく笑う。彩絵術は小鈴にとって逆立ちをするよりも簡単なものだった。図柄は完璧だ。自身の手をまじまじと見る。何も変わらない。不調を感じるわけでもなかった。

　小さなため息を漏もらした祖父が、小鈴の描いた絵に手をかざす。すると、絵の中心からは水が湧わき出て、鰻うなぎが跳はねるように躍り出た。

「小鈴の隠気は全て、その額の花を介して黄金の瞳の封印に使われておる。黒を保つにはそれくらい隠気が必要じゃ。今後、彩絵術を使うことは無理じゃろう」

「つまり、これからは飲み水も井い戸どから汲くまないとだめだってことかぁ。不便だなぁ」

　自然に干渉する彩絵術を使えば、いつでも綺き麗れいな水を飲むことができたし、火を熾おこすことも簡単だ。カラカラと笑うと祖父が眉まゆ根ねを寄せる。

「だから日ひ頃ごろから横着するなと言って──……」

「はいはい。これからはちゃんとやるから。もう十八なんだから、それくらいできるよ」

（そうだ。これからは一人で何でもできないといけない）

　まだ文句を言いたりないと祖父は口を開きかけたが、咳せき込んでしまって続かなかった。荒あらい咳せきの音と浅い呼吸が、狭せまい家に響ひびく。

　隙すき間まだらけの一部屋しかない掘ほっ立て小屋。誰が建てたのかもわからない代しろ物ものだったが、流れ着いて三日前から使っている。

「ほら寝ねて。今日はうんっと冷えそうだよ」

　彩絵術が使えたならば、冷え切った部屋を暖めることも容易だった。しかし、今はどうすることもできない。自分の分の薄うすい布ふ団とんも祖父に巻きつける。

　吐く息が白かった。

（これが、普通ってことか）

　普通になっても、笑うのは下手なままだ。

「おじいちゃん、黄金の瞳は鬼おにの証あかしだよ。人を喰くらうとされている鬼なんて、どこへ行っても幸せにはなれない。能力と特技を代だい償しようにする価値はあったよ」

　瞳の封印を施すか否いなか、祖父がずっと悩なやんでいたことを知っている。

　祖父の眉まゆ尻じりが下がった。

「そんな顔しないで。私はもう、どこに行っても石を投げられることもないし、雪が降る中、追い出されることもない。今は最高の気分なの。だから、気に病やむことはないって」

　満月が二つ並んだような瞳が大だい嫌きらいだった。この瞳のせいで、両親の顔を知らない。同じ場所に長く住むことは許されず、南へ北へと渡わたり鳥のような生活を余よ儀ぎなくされた。

　この瞳を怖こわがらないのは、小鈴を拾ってくれた祖父だけだ。十八年間迷めい惑わくばかりかけた。だから、これからは一人でも生きていけるのだと、安心してほしい。

　片方の口角だけが上がった下手な笑顔を見せる。

　祖父がゆっくりと口を開いた。

「小鈴の黄金は神に愛された特別のものじゃ。皆みな、この価値がわからんのだ」

　祖父の弱々しい手が小鈴の手に重なる。幼いころ、祖父の手はもっと力強くて大きいと感じていた。今はなんと弱々しいことか。

「儂わしはもう長くはない。おまえにやれるものは全てやった。あとはおまえが一人で掴つかまなければならん」

「寂さびしいこと言わないでよ。まだ、おじいちゃんに教えてほしいことたくさんあるよ？」

「花が散ることを怖がることはない。それが運命だからじゃ。花が散らねば実はならん」

　まるで別れの言葉だ。とうとう一人になる。物心ついたころから、祖父は小鈴のすぐ隣となりにいた。別れなど想像することもできない。

「小鈴、これをやろう」

　祖父は懐ふところから取り出した物を小鈴の手のひらへと置く。

　親指の爪つめほどの大きさの白い石だ。

「碁ご石いし？」

「それは碁石じゃない。儂が何年もかけて作り上げた……謂いわば宝ほう珠じゆ。儂の十数年分の隠気が込められておる。これに望めば、一度だけ好きな場所に連れて行ってくれるじゃろう」

　蝋ろう燭そくの火にかざせば、真っ白な宝珠には細かな絵が描えがかれていた。彩絵術の図柄は術によって様々で、難易度が高いものほど細かい。人を遠くへ移動させる術など絵空事のように感じたが、びっしりと描かれた細かい図柄が、真実であると物語っている。

「どこへでも？」

「ああ、好きなところに行きなさい。そこで幸せを見つけるといい。小鈴とは色々な場所を巡った。気に入った場所が一つくらいあったろう？　南でも北でもいい。おまえの全てを受け入れてくれる人が見つかるはずじゃ」

　しわくちゃの手が小鈴の手をゆっくり撫でる。祖父は目を細めて笑った。

　貰もらったばかりの宝珠を空に掲かかげる。

「全てを受け入れてくれる……か」

　祖父以外にそんな人が現れるとは思えない。

　巣から飛び立つひな鳥はどんな気持ちで羽を広げるのだろうか。




　それから数日後、小鈴にとって唯一無二の花が散った。

「おじいちゃん。私をずっと、ずっと遠くへ連れて行って。同じ場所に行くなんてつまらないよ。行くなら私のことを知っている人がいない場所がいい」

　小鈴は強く願った。幻倭国の中は行き尽つくしてしまったから、無理難題に宝珠は困るかもしれない。

　しかし、願いを受けて宝珠が太陽のように輝かがやく。暖かい光が小鈴を包み込んだ。

　祖父の手のようなぬくもりだ。

　これから訪おとずれる新しい人生は、ごく普ふ通つうのありきたりな毎日の繰くり返しだといい。
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　小鈴が生まれ育った幻倭国は、海に囲まれた細長い国だ。その海を越こえた先にも国があることを身を以もつて知ったのはひと月前のこと。

　祖父から貰った宝珠は、小鈴を幻倭国の外──海の向こうにある嵐らん南なん国こくへと導いた。







　小鈴は立ち止まり、大きく息を吸い込む。

　人の行き交う大通り。窮きゆう屈くつそうに立ち並ぶ店の一つに、昼から赤ら顔の男が千鳥足で入って行く。その二軒けん隣からは洒落しやれた女が品物を大切そうに抱かかえて出て行った。

　馬車が通るたびに立ち上る砂すな埃ぼこり。

　幻倭国の着物によく似た衣ころもを着た子らは、長い串くしに刺ささった肉を頬ほお張ばっている。横を通ったときに香こうばしいにおいが空すきっ腹を刺し激げきし、つい腹をさすってしまう。

　肩かたがぶつかるほどの賑にぎわいの中、小鈴は顔を下げることなく歩く。堂々と歩いても誰だれからも振ふり返られない。小鈴は異質な存在ではなく、雑多な繁はん華か街がいの一部だった。

「小しやお鈴りん、おはよう！　最近どう？」

「おはよう。最近？　元気だよ。ピンピンしてる」

　近所に住む女に声をかけられると、笑えみを返す。

　祖父に与あたえられた宝珠は、嵐南国の都みやこの外れに小鈴を連れて行った。

　幸運なことに、倒たおれていたところを近くに住む人たちに助けられた。身につけていたお守りに施ほどこされた「小鈴」という刺し繍しゆうを見て、皆が「しゃおりん」と呼んだため、その日から小こ鈴すずではなく小しやお鈴りんとして生きている。

「体調じゃなくて、記き憶おくのほうよ。ここに来てひと月だけど、何か少しでも思い出せた？」

「あ、そっちか。えっと……変わりないかなぁ」

「そろそろ小しやお鈴りんを捜さがしに来る人が現れてもおかしくないと思うんだけどねぇ」

　女の言葉に、ぎこちなく笑った。そんな人は生しよう涯がい現れない。全すべては嘘うそだからだ。

　今の小鈴は記憶喪そう失しつということになっている。助けられたとき、この国のことを何も知らない小鈴を皆が記憶喪失だと勘かん違ちがいしたのだ。その勘違いに便乗している。

　嘘をつくことに少しばかり良心は痛んだが、何もかも捨ててここに来た。新しいこの場所で普通の人生を歩むためには、遠くから来たことは言わないほうがいいに決まっている。記憶喪失の少女も十分怪あやしいとは思うが、祖国から逃にげて来る人の事情など、ろくな理由ではないと、簡単に推おし量ることができてしまうだろうから。

　しかし、ここに住む人はどこの誰ともわからない小鈴を歓かん迎げいし、優やさしい老婦人は空いている部屋を貸してくれた。それ以来、小鈴は都の端はしにある集落に身を置いている。

　ここでの暮らしはひと月ほど経たっていて、そんなことは初めてのことだ。人の住む村で五日以上寝ね起おきできたためしはない。瞳ひとみの色が黄金きんから黒になっただけだというのに、おかしな話だと思う。

　全てを捨てて、ようやく小鈴は普通の人間になれたのだ。

　女は小鈴の背にある大きな籠かごを見た。

「今日はこれから山に入るの？　一人で入るなら気をつけてね」

　彼女の問いに小さく頷うなずく。小鈴は数日に一度、山に入っていた。

　都の外れにある小さな山は豊かで、木の実や山菜がたくさん眠ねむっている。これらを市場に持っていくとお金になった。特技を失った小鈴でもできる仕事の一つだ。

「もう慣れたから平気。迷ったりしないよ」

「迷子の心配じゃないわ。最近、山に変な柄がらの熊くまが出るらしいの。妖よう獣じゆうかもって噂うわさ」

「変な柄の……熊？　あの山は都の中にあるから、安全なんじゃないの？」

「都は第一皇子の能力によって守られている特別な場所だから、人を襲おそうような危ない動物や妖獣は入れないようになっているから安全だって話だけどね。でも、噂になっている以上もしもってこともあるし……」

　女は顔を歪ゆがめ山の方角に視線を向ける。

　妖獣と呼ばれる生き物は幻倭国にはいなかった。角が生えているだとか、熊の倍はあるだとか色々聞くが、どんなものかは想像ができない。

「でも、そんなに噂になっているなら国が動いているんじゃない？」

「動くとしたら、人が襲われたとか、もっと騒さわぎになってからだと思うわ。だから、気をつけるに越したことはないわよ」

「それもそうか。じゃあ、気をつけておくよ。教えてくれて、ありがとう！」

「絶対本気にしてないでしょ！　本当に気をつけるのよ！」

　大きな声を背に、小鈴は山に向かって駆かけた。声をかけてくれた彼女はどちらかというと心配性しようの部類に入るので、いつも不安を抱えている。きっと、今回もその類たぐいだろう。

　嵐南国は大陸に五つある国の一つ。南側を支配する大きな国だ。五つの国の皇族は皆みな、〈天てん賦ぷ〉と呼ばれる能力を持って生まれるのだという。

　第一皇子の天賦は《境界》と呼ばれていて、悪あしき者を内に入れないのだとか。近所の人たちからは、目に見えない大きな壁かべが王都を一周しているようなものだと教えられた。

（天賦って、私の目みたいなものなのかな？）

　幻倭国には彩さい絵かい術じゆつを使える人は数多くいたが、小鈴と同じような能力を持った人を見たことがなかった。天賦を持つ人は小鈴のように変わった色の瞳を持っているのだろうか？　いつか見てみたいと思うものの、相手は皇族。雲の上の人だ。

（今は普通の人間になれたわけだし、私には関係ない話か）

　小鈴は一人で笑うと鼻歌交じりに山道に足を踏ふみ入れる。

　都の外れから入れる山道は一部が誰でも自由に入ることのできる領域になっていた。他ほかには皇族の狩かり場があって、そちら側に入ることは禁止されているのだとか。

　山菜や木の実を目的にしている小鈴は遠くまで歩く気もないため、狩り場に間ま違ちがえて入ることはないだろう。

　生活を始めたころに教えてもらった売れる木の実や山菜を、背負っている大きな籠の中に放り込んでいく。

　熟うれた木の実を一つ齧かじって、腹を満たす。露ろ店てんの串くし焼やきは魅み力りよく的だが、あれを買うのに三文。山菜の束と同じ値段だ。今の小鈴が気軽に買える物ではなかった。

　背の高い木になった実は手が届かない。取りにくいせいか、あの実は値段が跳はね上がる。こういうときに彩絵術が使えればと頭を過よぎることがある。

　しかし、彩絵術は黄金の瞳を封ふう印いんするときに、自ら手放すと決めたものだ。代わりに普通の生活を手に入れられたのだから、足あし下もとの山菜を採るのが道理というものだろう。

　通ってきた道に印を残しながら山菜を採取する。籠がいっぱいになったら上出来なのだが、まだ半分もいっていない。

　すると、どこからともなく動物の鳴き声が聞こえてきた。今の鳴き声は聞いたことがない。この大陸に存在する妖獣というやつの鳴き声だろうか。

　興味が湧わいた。もしも妖獣ならば、一度くらいは見ておきたい。小鈴は声の聞こえるほうにゆっくりと足を進める。そして、そっと草木のあいだから顔を出した。

（変な柄の……熊？）

　と、それを捕つかまえている男が一人。後ろ姿でよく見えないが、剣けんを構えているようだ。

　幻倭国にも熊はいる。全身が黒い毛で覆おおわれていて、胸むな元もとに白い三日月の模様を持っているのが特とく徴ちようだ。「山で三日月を見かけたら、神に祈いのるしかない」と言われるほど凶きよう暴ぼうかつ足が速い。しかし、すぐそこで捕まえられている熊は、どちらかといえば白の面積のほうが多いように感じる。手足や耳、目の周りだけが黒い。変わった柄であることは間違いない。

　しかも、まだ子どもだ。人間の赤子ほどの大きさで、抱だき上げられそうなほど小さい。

　熊は縄なわでできた網あみの中に入れられ、枯かれた木に吊つるされていた。罠わなにでもかかったのだろう。パタパタと小さな手足をばたつかせている。

　凶暴な熊とは思えないほど間ま抜ぬけな姿だった。

「恨うらみはないが、放っておくわけにもいかないんだ。すまんな」

　見上げていた男が剣を構えた。差し込む太陽の光で刃は先さきが輝かがやく。

　目が合った。熊の小さな瞳が確かに小鈴を見たのだ。

　その瞬しゆん間かんには、草木のあいだから飛び出していた。

「待って！」

　小鈴の声に剣を持った男の手がピタリと止まる。振り返った男に小鈴は目を見開いた。山の中に似つかわしくない綺き麗れいな顔立ちをした男だったからだ。勝手に無ぶ精しよう髭ひげを生やした山さん賊ぞくのような男を想像していた。

　臙えん脂じ色いろの上着と黒の腰こし布。裾すそが窄すぼまった袴はかまに膝ひざまで隠かくれる長い沓くつ。どれも僅わずかな刺繍が施されているだけで質素ではあるが、生き地じ自体はしっかりしていて清潔感がある。

　その辺にいるごろつきとは違ちがっていた。

　振り返ったことで、頭の高いところでまとめられた髪かみが、馬の尾おのように風になびく。

（噂を聞きつけて来た、国の衛え士じ？　いや、官かん吏りかな？）

　衛士のような武骨さはない。山菜採りに来ているようにも見えなかった。

「何だ？」

　じろじろと見てしまったせいか、男は小鈴を怪け訝げんそうな顔で見下ろした。

　冷たい視線に身構える。

「そんな小さな子を殺すのはどうかと思って」

「殺す？　……この辺りに住んでいるなら噂くらい知っているだろう？」

「変な柄の熊が出るって話でしょ？　それなら知っているけど、ここは第一皇子の境界内だから安全だって話じゃない？　こんな小さな子が悪さをするようには見えないよ」
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　兎うさぎや栗鼠りすに比べたら身体からだは大きいかもしれないが、大きな犬に比べたら小さい。せいぜい、噛かまれたら怪け我がをするだろうなという程度だろう。命の危機を感じるほどではない。

　絵に描かいたような凶きよう悪あくさであるならば、細い縄を引きちぎり二人を襲っているころだ。

　小鈴の言葉を受けて、男の眉まゆがピクリと跳ねた。

「捕まえたのは俺だ。これをどうするかは勝手だろ？」

　何か怒おこらせるようなことを言ってしまっただろうか。苛いら立だちに満ちた声こわ色いろに足がすくむ。

「そうだけど……。そうだ！　殺すくらいなら私にちょうだい。この子が悪さをしないか見張るから」

「だめだ。か弱い女では腕うでを食いちぎられるかもしれないだろ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。私の勘かんは良く当たるの。柄は変かもしれないけど、人を襲うほど凶暴じゃない」

　小鈴が男と言い争うあいだ、熊に大きな変化はない。網の目から手足を出してわたわたとしているばかりだ。状じよう況きようが状況なら、遊んでいるようにも見える。

「演技という可能性もあるだろう。頭のいい妖獣はたくさんいる」

「頭がいいならこんな単純な罠にはかからないと思う」

　男がなんと言おうと、小鈴は引き下がらなかった。なんとしても助けたいと思ったのだ。

　数度攻こう防ぼうが続いたあと、男は大きなため息を吐つく。

「仕方ない。そんなにこいつがほしいなら、条件がある」

「何をすればいいの？　お金は持ってないけど、他のことならなんでもするよ」

「金などいらん。そうだな……。なんでもか。ならば……。この辺りは昔、杏あんずの花が咲さき誇ほこり春になると多くの人で賑にぎわっていたそうだ」

　男の言葉を受けて、小鈴は辺りを見回す。花どころか蕾つぼみすら見当たらない。この山は草木が生おい茂しげっているが、この辺りだけは色を失ったかのようだ。

「まさか、枯れ木に花を咲かせろ……なんて言わないよね？」

「その、まさかだ。それができたらこの熊くまを君にやろう」

　にやり、と男は笑った。意地悪な笑えみだ。

（はなから渡わたす気なんてないってことか）

　小鈴は子熊が吊された木を仰あおぎ見た。

　この辺りの杏の木は、葉もつけられないほど弱っている。しかし、まだ生きたいと天を向いていた。まだ命の灯ともし火びは消えていないのだろう。

　得意の彩絵術を使えば、この木を蘇よみがえらせることなど朝飯前だ。枯れた木は隠いん気きを失った状態なのだから、それを補うために人の隠気をほんの少し与あたえればいい。

　たったそれだけで、この熊も杏の木も助けられる。

（私の隠気は封印に使われていて彩絵術は使えないけど、図ず柄がらだけなら描ける。この男の隠気をうまく使えれば……）

　嵐南国の人間は彩絵術を使わないようだが、隠気が流れていないということはないだろう。小鈴の描いた図柄に男の隠気を流し込めば、彼の無理難題に応こたえることができる。

（だめだ。そんなことしたら、ここでも普ふ通つうじゃなくなってしまう）

　まだひと月。ようやく手に入れた新しい人生を捨てる勇気は簡単に持てない。小鈴の黄金を見て、畏い怖ふの目を向けた幻倭国の人々を思い出す。

　彩絵術はこの国の人の目に、鬼おにの所業のように映るのではないか。

「花を咲かせる以外のことじゃだめかな……？」

「いいや。その条件を譲ゆずる気はない。この杏の木に花が咲かせられないなら、おとなしく諦あきらめてくれ」

　無情にも男は頭を横に振ふった。

　黒色に縁ふち取どられた小さな瞳ひとみが小鈴を見つめる。そんな風に見られても、今の小鈴にはこれ以上何もできない。思わず、目を逸そらした。

「どうした？　無理なら無理と言ってくれ。俺も暇ひまじゃないんだ」

　男はしびれを切らしたのか、刃先を熊へと向ける。

（やっぱり見捨てるなんてできないよ……！）

「ま、待って！」

　思わず、声を上げてしまった。救う手立てがあるのに見捨てるということは、殺すのと同意だ。それでは、人を喰くらう鬼と変わりないではないか。

　小さな命を犠ぎ牲せいにして手に入れる普通は、祖父に誇れるものではない。

　熊が吊されている杏の木に手を置いた。

（そうだ。私は鬼じゃない。だから、殺させない）

「いいわ！　望むところよ。今からここを新しい名所にしてあげる！」

　大おお見み得えを切ると、男は虚きよを衝つかれたように目を丸くした。

　渡り鳥のような生活は慣れている。大陸は広いと聞いた。どこにだって飛んでいける。石を投げられたら、また新しい住すみ処かを探せばいい。震ふるえそうになる手を握にぎり締しめる。

　小鈴は背負っていた籠かごを下ろすと、採った山菜の下にある道具を取り出した。筆と絵の具。これは商売道具だった物だ。ずっと、捨てられなかった相棒。山菜を採るだけの毎日だというのに、「祖父の形見だから」と自分に言い訳までして毎日持ち歩いていた。

　一度は手放すと決めた力を使おうとする姿を見たら、祖父は笑うだろうか。

（おじいちゃん、ごめん。ちょっとだけ力を貸して）

　手に馴な染じんだ筆は何も言わない。久しぶりに使われることを喜んでいるようにも感じる。

　絵の具の元になる粉を、陶とう器きで作られた入れ物から皿に移す。これを水と混ぜ合わせるだけで準備は整う。

　彩さい絵かい術じゆつに使う絵の具の多くは、大地の隠気に長年浸つかってきた岩から作られる。紅べに花ばななどの植物も有効だ。幻倭国からの移動で持ってこられたのは朱しゆと青の二色だけだった。

　まずは筆を朱で濡ぬらした。

　小鈴は子熊の小さな手を撫なでる。黒い毛に覆おおわれた手が小鈴を攻こう撃げきすることはない。黒で縁取られた瞳は、必死に助けを求めているではないか。

　この熊と出会ったのは運命だと思った。祖父が黄金の瞳を怖こわがらず小鈴を救ったように、柄がらだけで危険と判断される子熊を助けられるのは小鈴しかいない。

「今、助けてあげるよ」

　小鈴はゆっくりと幹に隠気を移す図柄を描いていく。

（相手が木でよかった。人間や動物だったら今の私には無理だったもん）

　植物に比べて、人間や動物の身体は繊せん細さいだ。人から人へ隠気を移すにはそれ相応の技術がいる。

　図柄を描いていくと、つい鼻歌交じりになってしまう。

　それは蔦つたが絡からまるように根元から天に向けて。川の流れのようにしなやかに。鳥が翼つばさを広げているような図柄だ。男の隠気の一割をもらえるように術を設定しておこう。嵐南国の人間は彩絵術を使わない。言い換かえれば、いつでも身体に隠気が満ちている状態だ。

　一割ならば、身体への影えい響きようは全く感じないはず。この大きな木を満開にさせるには足りないかもしれないが、一つでも花が咲けば、「ほら、咲いたでしょ」と言って子熊を奪うばうつもりだ。

　いつの間にか、男がいることも忘れていた。鳥の囀さえずりが遠のいていき、音が消えていく感覚。一人きりの殻からに閉じこもるような不思議な心地ここちだ。自分の息づかいだけが耳を駆かけ抜ぬけ、目の前に極ごく彩さい色しきが広がっていく。

「おい」

　ふう、と息をついたとき、後ろから声をかけられた。振り返れば、怪け訝げんそうな目で小鈴と枯かれた木を交こう互ごに見る男がいる。

「まさか、絵を描いて『咲きました』とでも言うつもりか？」

「ここからが本番。ここに手をかざしたら、奇き跡せきが起こるわ。さあ、どうぞ」

　小鈴は彩いろどられた木の幹を指す。

　手をかざせば、彼の隠気が杏の木に移るようになっている。何も知らない人を騙だますようなやり方だが、健康的な男なら減った一割程度の隠気は数日もしないうちに元に戻もどる。

「そんな怪あやしいものに手をかざすわけがないだろ？」

「ずっと見ていたでしょ？　ただ絵を描かいただけじゃない。それとも、ただの絵に手をかざすのも怖いの？　もしかして、怖がりだからこんな小さな子まで殺さないと気が済まない……とか？」

「馬ば鹿かも休み休み言え。怖いわけがないだろ？　怖いなら一人でこんなところには来ない。熊が捕つかまったという報が届くまで屋や敷しきで布ふ団とんにくるまっているさ」

「あなたが一人で熊退治をしようってくらい勇気のある男だってことはわかった。勇ゆう敢かんなあなたなら、絵に手をかざすくらい怖くないでしょ？　さあ、どうぞ」

　彩絵術を知らない嵐南国の人にとって、これはただの絵でしかない。疑うたぐり深いのだろう。男は自身の手のひらを凝ぎよう視しする。

　男がゆっくりと手を伸のばしていくあいだ、小鈴は何も言わなかった。下手に言葉を付け加えて、手を引っ込められては困る。

　彼は静かに幹に描かれた絵に右手を伸ばした。その途と端たん、描いた図柄は幹に吸い込まれていくように薄うすくなっていく。描いた図柄は一度使うと消えてしまうからだ。図柄が正確で、術がうまく使えていることを示していた。

（よし！　うまくいった）

「おい、絵が消えたぞ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。まあ、見ていてよ」

「何が見ていて、だ。何も──……」

　男は言葉を失った。沈ちん黙もくを続けていた木の枝に真っ赤な蕾つぼみが生まれたからだ。

　増えていく蕾。木に隠気という血が巡めぐる様を想像し、思わず小鈴の頬ほおが緩ゆるむ。

「おい、どうなっているんだ？」

「枯れ木に花を咲さかせろと言ったのはそっちじゃない。ほら、あともう少しで花が咲くよ」

　その木だけ時間が早送りになっているかのように、枝についた蕾は大きくなり、次し第だいに桃もも色いろの花を広げていく。木は久しぶりの開花に喜んだのか、あっという間に吊つるされた子こ熊ぐまを隠かくすほどの花を咲かせた。

（あれ？　思ったよりもたくさん咲いたな）

　男は何度も自身の手と木を交互に見ていた。隙すきができたうちに、木に括くくられている縄なわに小刀を当てる。すると、満開の花のあいだから腕うでの中に、網あみにくるまれたままの子熊が落ちてきた。小さく鳴いた子熊は、ぎゅっと小鈴の腕に抱だきつく。

　当分、離はなれてくれそうにない。

「約束どおり、この子は貰もらっていくね。あなたは好きなだけ花見でもしていってよ」

　小鈴は男に背を向けた。奇跡に驚おどろいているあいだに姿を消せば、夢だとでも思ってくれないだろうか。

「待て！　この木に何をした？」

　男は慌あわてて小鈴の腕を掴つかむと、綺き麗れいな顔を近づけた。鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きに、腕にしがみつく子熊の力が強くなる。

　うまい言い訳など考えている暇はなかった。

「ただ願いを込めて木に絵を描いただけ。天がこの子を憐あわれんで、叶かなえてくれたのかも。……それとも私が天てん賦ぷを持つ皇族に見える？」

　この国の皇族には天賦と呼ばれる力がある。しかし、民たみは等しくなんの力も持たないのだ。近所の人にもらった古着を着ている小鈴が皇族に見える人はいないだろう。

　男の眉まゆ根ねが不ふ機き嫌げんそうに寄った。

「話はそれだけ？　私もあなたと一いつ緒しよで暇じゃないの。そろそろ行くから手を離して」

「まだ話は終わっていない」

「だから、あの木は──……」

「とりあえず、あの木は天の思おぼし召めしだということにしてやる。だが、その熊が安全かどうかは話が別だ。……そうだ。安全だとわかるまで俺のところにいるといい。部屋ならいくつか空いている」

　男は小鈴の腕を離さない。小鈴と一緒に子熊を捕とらえて殺すつもりなのだろうか。

「そんなに心配なら、すぐにここを出て行くから安心して。それなら、あなたたちも安心して暮らせるでしょう？」

「家族はどうするつもりだ？」

「……家族なんていない。迷めい惑わくをかけるつもりはないから、私たちのことは放ほうっておいて！」

　小鈴の叫さけび声が森の中に響ひびく。腕の中の小さな存在がピクリと跳はねる。つい、むきになってしまった。ひと月も暮らせば、わかることはたくさんある。小鈴と同じくらいの年ねん齢れいの女性は皆みな、嫁とついでいるか両親と暮らす者ばかりだ。

　瞳ひとみを黒くしたくらいでは普ふ通つうにはなれないのだと、男に言われたようで悔くやしかった。

　男は驚いたのか、掴んでいた手を離す。小鈴は逃にげるように一歩、二歩と後あと退ずさる。

「すまない。悪いことを聞いた。だが、なおさら無責任に放ってはおけない。女一人で都の外に出るのはやめておけ。外は妖よう獣じゆうも怖いが山さん賊ぞくも多い。……仕方ない。ともに来るのが嫌いやなら、これを持っていろ」

　札を目の前に差し出された。手のひらにのるほどの大きさだ。銅でできた札には文字が書いてあるが、なんと書かれているかはわからない。

「これは？」

「それが何かもわからないのか。まあ、いい。何かあれば城に来て、門番にこれを見せろ。俺にすぐ連れん絡らくが来るようにしておく」

　城という言葉に納なつ得とくした。やはり彼は官かん吏りで、仕事でこの子熊を調べていたのだろう。彼は簡単に言うが、中央にある城までの道などわからない。官吏であれば馬車も使うだろうが、文無しの小鈴には乗り合いの馬車を利用することも難しいだろう。

　断ろうと口を開いたとき、男は小鈴の腰こし布に札を差し込んだ。両手は子熊を抱かかえるのに塞ふさがっている。突つき返そうにも手に取ることも許されない。

「ちょっとっ!?」

「お守りだと思って持っていればいい。金に困ったら売ってもいいぞ？　それで、どこに住んでいる？　後日、君がこの間ま抜ぬけな子熊に喰くわれていないか確かく認にんしに行こう」

　家にまで来られてはたまったものじゃない。何もかも言いなりになどなるものか。

　反はん抗こうを示すために、ふいっと顔を背そむけた。

「家は教えたくないか。まあ、またここで会えそうだからいいか。なら、名くらいは教えてくれ。それくらいならいいだろ？」

「……小しやお鈴りん」

「俺は夏か涼りよう。本気でその熊を飼うつもりなら気をつけろ」

「だから、襲おそうほど凶きよう悪あくじゃないって」

「怖こわいのは人間だ。変な柄がらの熊を街で見かければ、どうなると思う？　未知のものには恐きよう怖ふを感じる。恐怖は人の判断力を鈍にぶらせる。……用心しろ」

　夏涼は熊の頭を乱暴に撫なでると小鈴に背を向けた。

　彼の姿は少しずつ小さくなっていく。

　杏あんずの花が風に揺ゆれ、ひらひらと舞まう。子熊の頭に落ちるころには、彼の姿は見えなくなっていた。

「ほら、怖いお兄さんはいなくなったよ。網から出してあげるから離れてもらえるかな？」

　小鈴は腕の中で震ふるえる子熊を地に下ろすためにしゃがんだ。夏涼の気配が消えたことを察知したのか、小鈴にしがみついていた手の力を緩める。

　地に足をつけようとしてうまくいかなかったのか、地面にコロンと転がった。そのまま絡からまる網にもがく姿に笑いをこらえる。これが人を襲うと誰だれが考えたのだろうか。

「待って。動いたら怪け我がをしちゃうかも」

　頭を何度か撫でてやれば、子熊は落ち着きを取り戻す。おとなしくなったところで、網に小刀を当てた。網から引き出せば、安心したように地面に座る。大福のようにぽってりとした形は愛らしく、つい頭をぐりぐりと撫でた。

「鈍どんくさいみたいだから、人が来ない奥で暮らして。この辺には出て来ちゃだめだよ」

　見張るつもりなど、はなからない。夏涼の言うとおり、どんなに小さくても他ほかと違ちがうだけで人は恐怖を感じるものだ。

　まだ小鈴が年とし端はもいかないころ、大人たちが黄金の瞳を見て震え、刃は物ものを向けてきたことがある。小さいということは不安を拭ぬぐう理由にはならないことをよく知っている。

　夏涼は確認しに来るというようなことを言っていたが、「いつの間にか消えた」とでも言っておけばいいだろう。子熊は言葉が理解できないのか、ただ小鈴を見上げる。

　小さく愛らしい子を置いて行くことに後ろ髪がみを引かれる思いではあったが、子熊に背を向けた。しかし、小鈴が歩き出した途と端たん、今までのんびりとしていた子熊が俊しゆん敏びんに動いた。視界の端はしで動いた黒と白の塊かたまりは逃げ去るわけではなく、小鈴の足に抱きつく。

「ちょっと!?　離してっ！　お願い！」

　離さないとばかりに抱きついた子こ熊ぐまは、小鈴の足をぎゅうぎゅうと締しめつけた。引き剥はがそうとすればするほど、子熊は小鈴の足に縋すがる。小さくても熊だ。力は強い。

　杏の花の下で、小鈴と小さな熊の攻こう防ぼうは続いた。

「あのね、私と一緒のほうが危ないんだよ？」

　人間の言葉が理解できるかはわからない。対話を試みたものの、子熊の必死な様子を見ると、簡単に諦あきらめてもらえるとは思えなかった。

（この子も変な柄だから親に捨てられちゃったのかな？）

「……よし、わかった。一緒においで。一人は寂さびしいよね」

　幸い、まだ身体からだは小さく、持っている籠かごに入れれば隠かくすことができる。

　子熊の目が輝かがやいたように感じた。もう一度、ぐりぐりと頭を撫でると嬉うれしそうに目を細める。毛並みは良くて手て触ざわりも良く、猫ねこ以上におっとりとしていた。

　これを妖獣だと思った人は、目が悪かったのだろう。

「一緒に暮らすなら名前が必要だね。ずっと『熊』って呼ぶわけにもいかないし。白と黒だから……『碁ご石いし』でどうかな？」

　子熊はきょとんとした顔で小鈴を見る。小鈴は腰につけていたお守り袋ぶくろの中から白と黒の碁石を取り出す。祖父の形見だ。

「これが碁石。私のおじいちゃんはね、囲碁が好きだったの」

　子熊の前に白い石を一つ置く。その石の左右に黒い石を一つずつ置いた。

「ほら、そっくり」

　ね？　と笑えば、子熊の瞳の輝きが増したような気がする。子熊は遠えん慮りよがちに碁石を触さわった。コロコロとしたところもそっくりだ。

「友情の証あかしとして、それはあげるよ。よろしく、碁石」

　三つの碁石をお守り袋にしまうと、小鈴は子熊の首にくくりつけた。喜びを表しているのか、碁石は小鈴にしがみつく。爛らん々らんと輝く瞳を向けられるのは悪くない。
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　それから、毎日山に入るようになった。

　山の中に入ると、大きな籠を背から下ろす。かぶせてあった布を取ると、中で転がる碁石と目があった。碁石はふだんからおとなしく、数日経たっても近所の人にはバレていない。しかし、すぐに大きな問題ができた。

「吞のん気きに転がっているけど、碁石のせいで毎日ここに来ているんだよ？　碁石が山菜ほとんど食べちゃうせいで、困っているんだから！　わかってるかな？」

　小鈴の言葉など聞く耳を持たない。

　籠をよじ登り倒たおすと、すぐさま食べられる草へと一目散に走っていくのだ。

　食しよく欲よく旺おう盛せい。山で山菜採りをしているあいだに好き勝手に食べるならまだいい。碁石を拾った日、家に着いて小鈴は悲鳴を上げた。

　籠の中で、採った木の実や山菜のほとんどを食い尽つくしていたからだ。

「ここで出会ったのが運の尽きだった……」

　杏の木を見上げる。杏の花は風に吹ふかれてひらひらと舞った。

　いつの間にか足あし下もとに来ていた碁石が落ちてきた花びらと戯たわむれる。楽しそうにコロンと転がった。まだ子どものせいか、重心が低めですぐにコロコロと転がる。腹いせに腹をがしがしと乱暴に撫で回したが、喜ぶばかりだ。

　腕うでに抱だけば、満足そうに目を細める。鼻の頭に載のった花びらと戯れ始めた。

「このままだと碁石のせいで禿はげ山になっちゃうから、少し奥にも行ってみようか」

　碁石と二人、まっすぐ山の奥を目指す。奥のほうまで来るのは初めてで、同じような木々が並んでいても新しん鮮せんだ。

「そういえば、夏涼……だっけ。あれから一度も来ないな」

　意地悪そうな笑えみを浮うかべる顔を、昨日のことのように思い出す。

　腕の中で碁石が首を傾かしげたような気がした。「また会いたいのか？」と聞かれているような気分になって、頭を横に振ふる。

「あんな男にまた会いたいわけじゃないよ。意地悪だし、普ふ通つうに考えて枯かれ木に花を咲さかせろなんて無理難題言わないでしょ？　絶対性格悪いもん。ただ、碁石は危険な妖よう獣じゆうじゃなかったって教えてあげようと思って」

　なんでも食べるのは問題だが、碁石は小鈴を一度も襲うことはなかった。それどころか、小鈴の枕まくら元もとで一いつ緒しよに眠ねむっているほどだ。

（いけ好かないやつだったけど、悪いやつではなかったかな）

　今まで出会った人は皆みな、小鈴が異い端たんだと知るとすぐに刃やいばを向けてきた。彼が役人なら、熊くまと小鈴をむりやり捕つかまえることだって可能だったはずだ。

　しかし、いまだに衛え士じに囲まれることもなく、平和な日々を過ごしている。彼が他の人に熊と小鈴の話を漏もらしていない証しよう拠こだ。

「それに、預かっている物もあるから返したいの。ただ、それだけだよ」

　懐ふところから札を取り出す。

（次会ったら、絶対に返そう。こんな物を持っているせいで思い出すんだよ）

　人の物を勝手に売ったり捨てたりすることなどできない。いつ会ってもすぐに返せるように、毎日持ち歩いていた。片手に碁石を抱いて、札を空へと掲かかげる。

「きゃあっ！」

　一歩踏ふみ出したとき、足下が崩くずれる感覚がして、強く目をつむった。

　鼓こ動どうが速くなる。ドクンドクンと胸を強く打つ音が耳を支配した。息を吐はき出し、辺りを見回せば、ここがぽっかり空いた穴の中だとわかる。

「……びっくりした。もしかして、狩かり用の穴？」

　獲え物ものを捕まえるために、罠わなを仕し掛かけることがある。この辺りはあまり大きな獲物がいないせいか、穴は小鈴の腰こしほどの深さしかない。考えごとをして歩いていたせいで足下の穴に気づかなかったのだ。

「碁石は大だい丈じよう夫ぶだった？」

　抱き上げた碁石の様子を見て、安あん堵どのため息が漏れた。怪け我がもないようだ。今も足をぷらぷらと揺ゆらして遊んでいる。

　しかし、碁石の小さな瞳ひとみの中に二つの満月が浮かぶのが見えて、小鈴は目を見開いた。

「なんで……？　黄金の瞳は封ふう印いんしたはず……」

　碁石の瞳を凝ぎよう視しすれば、黄金の瞳を持つ少女が目を見開き、こちらを見つめている。いまだ早歩きの心臓がもっと速くなった。

　目に熱が集まる感覚。同時に碁石の身体に巡めぐる隠気が浮かび上がっていく。

　碁石の小さな手が、小鈴の頬ほおを撫なでた。見えていたはずの隠気はすぐに消えて、碁石の瞳に映っていた二つの満月も今は姿を隠している。

「気のせい？　……そんなわけない。あれを見み間ま違ちがえるはずないもん」

　勘かん違ちがいであったならばどんなに幸せだろうか。確かに碁石の身体に巡る隠気が姿を現し、二つの満月は存在していた。

（今いま更さらなんで封印が解けたの？　おじいちゃんの封印が完かん璧ぺきではなかったの？）

　祖父は幻倭国では名の知れた〈彩さい絵かい医い術じゆつ師し〉だった。

　彩絵医術師とは隠気を専門にした医者のような存在だ。彩絵術の応用で、身体に図ず柄がらを描かくことで隠気の流れを操作し、隠気からくる病を治す。

　祖父は小鈴のように隠気の巡りを診みることはできなかったが、長年修しゆ行ぎようを積んだことで手で触ふれることで感じ取ることができた。祖父が失敗したところを見たことがない。

（これが初めての失敗かもしれないよね）

　落とし穴から這はい出ると、小さな水たまりに顔を近づける。

　額に浮かぶ艶あでやかな花。四片へんからなる朱しゆの花は確かに存在している。

（この封印が完璧でないなら、早くどうにかしないと。鬼おにに戻もどってしまう……）

　祖父は神に愛された瞳だと言っていたが、小鈴にとっては呪のろいのような存在だ。

　ずっと、特別よりも普通がほしかった。

　嵐南国で黄金の瞳がどう扱あつかわれるのかはわからない。しかし、柄がらの違う子こ熊ぐまが騒さわがれるような国だ。封印が解ければ、小鈴はまた鬼に戻ってしまうだろう。

　碁石が心配そうに小鈴の足に絡からみつく。うまく笑顔を返せたかは、わからなかった。
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　碁石と小鈴の穏おだやかな生活は数日のうちに幕を閉じた。毎日山に入っていく小鈴を不ふ審しんに思った人に碁石が見つかってしまったのだ。

　碁石は小さな身体からだを縛しばりあげられ、集落の中央にある木に吊つるされた。いつもは井い戸どの釣瓶つるべの縄なわを引く女たちで賑にぎわっている場所が騒そう然ぜんとしている。碁石がもがく姿は痛々しい。しかし、誰だれもが鬼の首を取ったような顔をしていた。

「碁石は妖獣なんかじゃないよ！」

「小鈴は記き憶おくがないから、この異常さがわからないんだよ」

「あんな柄の熊がいてたまるか。あれは妖獣に決まっている！」

　碁石を見た人は皆、口をそろえて「奇き怪かいだ」と言う。屈くつ強きような体たい躯くを持った男も、百ひやく戦せん錬れん磨まの美女だって。しかし、小鈴には少し柄の変わった子熊にしか見えない。

「本当に妖獣じゃないんだって！」

「夜になったら化けるかもしれん。本ほん性しようを現す前にやっちまおうぜ！」

　男の言葉に多くの人が頷うなずき合う。反対する者は小鈴の他ほかには誰もいなかった。

　碁石を囲む人が次し第だいに増え、辺りは騒然としている。小鈴の声はもう誰にも届かない。

（どうしよう……。どうにかして碁石を助けて逃にげないと）

　手元にある武器は、山菜を刈かるための小刀ただ一つ。かすり傷一つでも、人を傷つけたくはない。けれど、脅おどしくらいには使えるだろうか。

　意を決して腰布に差した小刀を抜ぬこうとしたときだ。一緒に差し込んでいた札が零こぼれて落ちた。足下に転がる石の上に落ちて甲かん高だかい音を立てる。

　慌あわてて拾おうとしたが、側そばにいた男が先に手を伸のばした。

「おい、小しやお鈴りん。こんな物どこから盗ぬすんだ？」

「勝手に決めないで。私は盗んでないよ！」

「これは俺たちが簡単に手にできるもんじゃないんだ。調べればすぐにわかる。すぐに城に知らせに行け！」

　結局、小鈴は碁石を救うどころか、ともに縛りあげられてしまった。

　あの札はお守りどころか災難の元だ。早く売ってしまえば良かったのだ。

　腕に食い込む縄に身をよじらせながら、小鈴は後こう悔かいした。




　一刻のあいだ小鈴は無実を訴うつたえたが、誰も耳を傾かたむけてはくれなかった。しまいには都に小さな妖獣を招き入れ、盗みを働いた悪人へと仕立てあげられてしまう。

　訴えることを諦あきらめかけたころ、大勢の衛士とともに一台の馬車が悠ゆう然ぜんと集落に入ってきた。都の端はしにある集落には不似合いな形なりをした馬車だ。

　豪ごう奢しやな箱を引く馬は艶つや々つやとした鬣たてがみを誇ほこらしげに揺らす。馬車の入り口には華はなやかな刺し繍しゆうが施ほどこされた布が垂れ下がっている。二頭の馬を御ぎよしていた男は、馬車から飛び降り踏み台を地に置いた。

「皆、面おもてを下げよ！　第二皇子のお越こしである！」

　大きな声が一帯を支配した。その声に人々は膝ひざをつき、頭を地面に擦こすりつける。

　小鈴はただ呆ぼう然ぜんと人々が頭こうべを垂れる様を見続けていた。

　何が起こっているのか理解ができなかったのだ。札が男たちの手によって城に届けられたのだろう。それならば、現れるのは夏涼のはずだ。

　第二皇子といえば、皇族。小鈴には縁えんがない。

（あの札は夏涼の物じゃなかったの……？　もしかして、夏涼が盗んで私に渡わたしたとか？）

　何もできずにいると、馬車の側に控ひかえていた男が声を張り上げる。

「そこのおまえ、面を下げよ！　無礼であるぞ！」

　側で小鈴を見張っていた男が慌てて小鈴の縛られた腕うでを引こうとしたが、「やめなさい」と優やさしげな声が追う。馬車の奥からだ。

　馬車の内側から、長い指が入り口の布を押し上げた。

　頭を下げるべきか、それともこのままでいるべきか。迷っているあいだに、声の主は馬車から姿を現した。

　目の前が華やいだ。

　見たこともない美しい衣ころも。藍あいの襟えりや袖そでには華やかな銀糸の刺繍が施され、一目見ただけで彼が殿てん上じよう人びとであるとわかる。花街を歩く綺き麗れいどころだって霞かすんでしまいそうだ。そう思ったのは、着ている煌きら煌きらとした衣服のせいか、はたまた彼自身の上品な身のこなしのせいか。もしくは、それに見合った容姿のせいかもしれない。優しそうな目元。僅わずかに上がる口角が雰ふん囲い気きをよりまろやかにさせる。

　腰までの長い髪かみは、上半分が頭の高い位置で結ゆわれているが、残りは自然に流されている。装そう飾しよくは少なめだが、歩くたびに揺れる漆しつ黒こくの髪は艶やかで金の装飾に引けを取らない。つい目で追ってしまう。手入れが行き届いていなければ、こうも様にはならない。

　しかし、どこかで見たことがあるような気がしたのだ。まだこの集落に住んでひと月。ここまで派手な男に一度でも会っていれば、忘れるはずもない。近づいてくる第二皇子と呼ばれた男をじっと見つめながら、小鈴は首を傾かしげた。

「かわいそうに。誰か、縄をほどいてやってくれ」

　第二皇子の言葉を受けて、側に控えていた衛え士じが即そく座ざに小鈴の縄をほどく。

　第二皇子は小鈴の手を取ると、少しばかり乱暴に抱だき寄せる。小鈴は「わっ」とも「あっ」とも取れるような、なんとも色気のない声が出た。そのまま彼の胸へと倒たおれ込む。

「小しやお鈴りん、私を覚えていない？」

　大きな声で名を呼ばれ、慌てて顔をあげた。なぜ、高貴な身分の者が小鈴の名を知っているのか。第二皇子は柔にゆう和わな笑えみを浮うかべると、小鈴の耳元に唇くちびるを寄せる。

「だからあの日、気をつけろと言ったんだ。札は売らなかったんだな。おかげで会いに来るのが遅おくれただろ？」

　小さく笑う第二皇子の言葉に小鈴は目を見開いた。

「あなたは──……」

（夏涼!?）

　声を上げる前に、夏涼の人差し指が小鈴の唇を押さえる。先日とは髪かみ型がたや服装どころか、雰囲気すらも違う。柔和な笑みは先日会った男とは似ても似つかない。

　札を売ってもいいと言ったという話を持ち出されなければ、顔のよく似た別人のようにも思えるほど表情が違っている。

「話を合わせるなら、君の大切な熊くまも一いつ緒しよに助けてやろう。提案を吞のむなら、ただ頷け」

　夏涼は小鈴にだけ聞こえるような声で囁ささやく。睨にらむように見返したが、それ以上は何も言わない。ただ、小鈴の返事を待っているようだ。

　うまい話ほど裏がある。しかし、今の小鈴は無力だ。彼の提案を吞まなければ、碁石を救うどころか自身も盗人ぬすつとになってしまう。

　不承不承、小鈴は小さく頷く。彼は僅かに口角を上げると、すぐに口を開いた。

「私を覚えていないのも無理はない。記憶を失ってしまったそうだね？」

　夏涼のよく通る声が響ひびく。彼の他に声を上げる者はいない。それどころか、息をひそめて成りゆきを見守っている。

　屋外とは思えないほど静まりかえった中で、小鈴は遠えん慮りよがちに答えた。

「……はい」

「かわいそうに。私は君をずっと捜さがしていたんだ」

　夏涼は大おお袈げ裟さに声を上げると、腕に力を込め小鈴を強く抱きしめた。彼の口から出た噓うそに目眩めまいを覚えたが、周りがざわついたことで意識を引き戻もどされる。

　このときようやく世界が音を取り戻したのだ。ざわめきが波のように広がった。

「皆みな、楽にしてよい。……そこの者、あれを放してやりなさい」

　夏涼は落ち着き払はらった様子で、側で頭を下げていた男に声をかける。夏涼が指し示している先は、縄で縛りあげられたままの碁石だった。

「し、しかし、殿でん下か。あれは妖よう獣じゆうかもしれません」

「安心しなさい。あれは妖獣ではない。彼女が連れてきた子だ。変わった柄がらの子熊を連れてくると手紙に書いてあった」

　小鈴の隣となりにいた男は、呆ほうけた顔で夏涼を見上げた。

「小しやお鈴りんは私が季き華か国こくから迎むかえた婚こん約やく者でね。輿こし入いれの途と中ちゆう、行方ゆくえ知れずになっていたんだ。変わった柄の熊と札の話を聞いて、もしやと思った次第だ」

　夏涼は笑顔で札を小鈴に握にぎらせる。

「小しやお鈴りんが殿下の婚約者？　そんなこと……」

　あるわけがない。と言いそうになったところで、男は己おのれの口を両手で塞ふさぐ。

　男も驚おどろいている様子だが、小鈴も同じくらい驚いている。そんな話は初耳だ。

「本当に何も覚えていないんだね？　季華国で会ったときに渡した札を持っていたのが証しよう拠こではないか。渡しておいて本当に良かった。こうして君を見つけることができた」

　夏涼の手が愛いとおしそうに小鈴の頭を撫なでる。逃のがれたくても彼の腕が腰こしにしっかりと回され、放してはくれない。

「今まで辛つらい思いをさせてすまなかった。彩さい家けの令れい嬢じようがこのような姿で……。かわいそうに。今すぐ私の宮へ帰ろう」

　手入れの行き届いた長い指が、小鈴の皺しわくちゃの着物を撫でる。

「碁石も一緒に連れて行っていいんだよね？」

「碁石？　ああ、もちろん。君の大切なものは私にとっても大切だからね」

　美び妙みような笑みを見せた夏涼が唇を小鈴の額に押し当てる。慣れない感かん触しよくに慌てて両手で押さえた。

「ちょっと!?」

　声を荒あらげたが、彼は愛おしそうな目で小鈴を見下ろすばかり。多くの視線が集まる中でこれ以上文句も言えず、小鈴は黙だまって渡された碁石を抱きかかえるしかなかったのだ。




　小鈴の身の回りの品は少ない。無一文から始まった生活はまだひと月あまりで、近所の人から分けてもらった着物が少しと彩さい絵かい術じゆつに使う道具だけだ。

　衣食住に関しては夏涼のほうで全すべて世話をすると言われてしまったため、小鈴が持ち出したのは幻倭国から持ってきた絵の具と筆だけだった。

　大きな箱形の馬車に揺ゆられる。幻倭国で見たことがあるのは、牛がゆっくりと引く牛ぎつ車しやだ。あれを見たとき、殿上人はのんびりしているものだと思っていた。

　しかし、今乗っている馬車は揺れも大きく慌あわただしい。こちらの国の尊い身分の人は、せかせかとしているようだ。

　箱の中には入り口以外の三辺に段差があり、布が敷しかれている。人が座れるような仕様だ。夏涼は一番奥にゆったりと座り、小鈴を隣へと促うながす。窮きゆう屈くつなのはごめんだと、少し離はなれた場所に座った。

　碁石は揺れが楽しいのか、足あし下もとでコロコロと転がっている。

「『お守り』は役に立ったろう？」

　気づけば、つい先ほどまで見せていた柔和な笑みは消えていた。にやりと笑う夏涼は、先日杏あんずの木の下で出会った男に間ま違ちがいない。

「役に立つどころか、厄やつ介かいな目にあったよ。もう少しで泥どろ棒ぼうになるところだったんだから」

「悪かったな。さっさと売ると思っていたんだ。だが、あれがなければ、君の大切な熊は助けられなかった。持っていて良かったじゃないか」

　コロコロと遊ぶ碁石を見て、夏涼は得意げに笑う。札がなければ盗人扱あつかいはされなかった。しかし、夏涼が来なければ碁石を助けることはできなかったかもしれない。

「見知らぬ男から貰もらった物を大切にしまっておくなんて、義ぎ理り堅がたいんだな。札が見つかったという報告が上がればすぐに会いに行く予定だったんだ。……やきもきさせられたよ」

「もしかして、最初から私を連れて行く気だったの？」

　夏涼は答えない。しかし、この沈ちん黙もくは肯こう定ていなのだろう。僅かに彼の口角が上がった。

「そういえば、さっき婚約者って言っていたよね？」

　季華国から迎えた婚約者。彩家の令嬢。彼はそう言っていた。どれも聞き慣れない言葉だが、婚約者くらいはわかる。結けつ婚こんを約束した相手のことだ。

　夏涼の指が小鈴の髪を搦からめ捕とる。そして、寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「実は本当に君は私の婚約者なんだ。忘れてしまった？」

　それは、先ほど垣かい間ま見みたもう一つの顔。煌きら煌きらとした殿上人の表情だ。

「……馬ば鹿かなこと言って誤ご魔ま化かさないで」

「君のことは少し調べさせてもらったが、記き憶おくがないんだろう？　俺の言っていることは本当かもしれないと、少しも思わないのか？」

「そ、それは……」

　にやりと笑う顔からは、皇子の華やかさは消えていた。

「まあ、いい。君の事情を根ね掘ほり葉は掘ほり聞くつもりもない。君が記憶喪そう失しつだというほうが、こちらも好都合だ。俺はずっと、君のような協力者を探していた」

「協力者……？」

「君には当面のあいだ、後宮に入って俺の妃きさきとして過ごしてもらいたい」

「妃……？　後宮？　それって結婚するってこと？　私と夏涼が？」

「そうだ。母の伝手つてを使って季華国の彩家から協力を得ることができた。君は彩家の令嬢として、妃を演じてほしい」

「演じるって、みんなを騙だますってことでしょう？　そういうの得意じゃないんだけど」

「それは承知の上だ。君は人を騙すのに向いていない。だが、記憶喪失のふりをして碁石と暮らすことくらいはできるだろう？　ときどき俺と一緒に宴うたげに出るだけでいい」

　宴。また雅みやびな言葉が出て来た。普ふ通つうに暮らしていたら聞かないような言葉だ。

「そういうのは、もっと信しん頼らいできる人に頼たのんだほうが安全じゃない？」

「後宮という場所は少し厄介なところなんだ。どこに誰だれの耳じ目もくがひそんでいるかわからない。その点君は誰との接点もなく、人ひと質じちにされるような家族もいない。取引をするには最高の条件がそろっているわけだ」

「今の言葉で後宮っていうところが危険な場所なのはよくわかったよ。でも、なんで偽にせ者ものの妃が必要なの？」

「皇子ともなると色々あるんだ。二十になっても妃を持たないのは体てい裁さいが悪いと、祖母が姪てつ孫そんを他国から呼び寄せようとしている。一度会ったことがあるが、馬が合いそうにないから、どうにか回かい避ひしたいと思っていた。──そこで君の出番だ」

「つまり、諦あきらめてもらうためには偽者が必要だってこと？」

「そういうことだな。相手は他国の公主だから、側室というわけにはいかないだろう。正室の席さえ埋うめてしまえば祖母も諦めるはずだ。もちろん、ただで協力しろとは言わない。うまくいけば、欲しい物でも願い事でも何でも叶かなえてやろう」

（欲しい物か……。今欲しいのは、瞳ひとみを完全に封ふう印いんする方法だけだしなぁ）

　簡単に手に入るものではない。空を見上げて「あの太陽が欲しい」と言うようなものだ。普通の人生が欲しい。煌きら煌きらと輝かがやく宝石になりたいわけではなかった。道ばたに転がる小石のような存在になりたいのだ。

　異物だと取り除かれることなく、ただそこに存在することが許されるような。

（でも、待てよ。城の中に行けば、何かつかめるかも）

　皇族は皆等しく天てん賦ぷと呼ばれる能力を持つ。ならば、夏涼にもその能力があるのだろう。近くでその能力について調べれば、完全な封印の方法が見つかるかもしれない。うまくいけば、無くしてしまうこともできるのではないだろうか。

「わかった。付き合うよ。報ほう酬しゆうは……そのうち考えておく」

「一度くらいは断られると思ったんだが。どういう風の吹ふき回しだ？」

「別に。碁石を助けてもらったし、衣食住は保証されるんでしょ？　今いま更さら戻もどるわけにもいかないしね」

　夏涼も小鈴を利用する。だから、彼を利用して皇族の能力について調べても構わないだろう。

「これからよろしく。愛おしい我が妃」

　夏涼は余所よそ行ゆきの笑え顔がおを見せ、小鈴に手を差し出した。いけ好かない男だ。

　けれど、全ては目の完全な封印のため。普通を手に入れるためだ。

　小鈴は夏涼に差し出された手を握にぎり返した。
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　城の奥、後宮と呼ばれる場所には、皇こう帝ていやその妃、そして皇子たちの住まいがぎゅっと詰つまっている。後宮内の東側にある朱しゆ明めい宮きゆうが第二皇子──夏涼に与あたえられた宮だ。三棟とうから成る宮で、皇子に与えられるものとしては平均的な大きさなのだとか。そのうちの一棟の大きな部屋を与えられ、居い心地ごこちの悪い毎日を過ごしている。広い部屋には慣れない。部屋の奥に鎮ちん座ざしている大きな寝しん台だいのみでも十分なくらいだ。

　もう一棟は主に夏涼が使っており、残りの一棟は現在使用されていない。側室ができたならばそこに押し込められるらしい。

　宮きゆう殿でん付きの女じよ官かんは合わせて六名。小鈴の世話をしてくれているのはそのうち二人だ。その女官から、皇子の中ではお付き女官が少ないほうだと聞いた。

　一日目は女官たちに全身を洗われ、新しい服を着せられた。

　よくわからないまま着せられた真っ赤な襦じゆ裙くんと呼ばれる着物は特別なもので、婚こん姻いんの儀ぎ式しきのためのものなのだそうだ。初夜と言っても形だけで、同じように真っ赤な服を着た夏涼とこの後宮についての説明を受けただけだった。

　よくわからない話ばかりで、途と中ちゆうから記憶がない。目が覚めたときには、赤の装そう飾しよくが華やかに施ほどこされた寝台に一人だった。

　二日目は挨あい拶さつの作法だけを叩たたき込まれ、三日目には夏涼の父親である皇帝のもとへ挨拶に行ったのだが、忙いそがしいらしく一言二言で済むようなあっさりした顔合わせとなった。

　めまぐるしかったのはその三日だけで、その後は誰にも会わず、後宮の規則などを夏涼や女官から教えてもらうばかり。

　文武両道で、人ひと柄がらもいい。後宮内で耳にする夏涼の評価だ。剣けんの腕うで前まえは皇族の中で夏涼の右に出る者はいないらしい。それでいながら、知識も豊富で政務ではその才を発揮していると噂うわさ好きの女官が教えてくれた。

　女官たちからは「第二皇子の正せい妃ひになれるだなんて、幸せなことですよ」と言われたが、小鈴の目に映る夏涼とは全く違ちがう。「私には意地悪で性格が悪い」と皆みなに訴うつたえても、惚気のろけの類たぐいだと笑われて終わった。彼はふだん隙すきを見せない男のようだ。

　第二皇子の妃となって、井い戸どの水を汲くむことも、火打ち石を使うこともなくなった。

　まだ後宮での生活は六日目だが、荒あれ放ほう題だいだった指先は、幾いく分ぶんか艶つやが出てきたように感じる。朝あさ餉げを終えたあと、少しマシになった指先を眺ながめたことを後こう悔かいした。隣となりに座る夏涼がすぐに小鈴の手を掴つかんだからだ。

「こんなに荒れてかわいそうに。市し井せいの生活は右も左もわからず辛つらかっただろう？」

　慈いつくしむように撫なでる。朝から目ま映ばゆいばかりの麗うるわしい顔を近づけ、小鈴をいたわる姿は女官たちのあいだで話題となっているらしい。

　荒れた手はなにも嵐南国に来てから始まったわけではない。幻倭国の厳しい生活でできた年季の入った代しろ物ものだ。

　箱入り令れい嬢じようのような生活を数日したところで綺き麗れいになるものではない。

「よい軟なん膏こうをもらってきた。毎日塗ぬり込めば、前のような綺麗な手に戻もどるよ」

　真っ白な陶とう器きの入れ物はずっしりと重く、蓋ふたを開ければたっぷりと軟膏が入っている。夏涼はそれを掬すくい取ると、小鈴の手に塗り込む。

「殿でん下か自らやってもらうなんて、申し訳ない……です」

　練習途中の慣れない敬語はたどたどしい。

　その敬語を聞いて、夏涼はクスリと笑い声を漏もらす。

「私には無理をする必要はない。男というのは、愛する人には名を呼んでもらいたいものだ。夏涼と呼んでほしい」

　演技とは思えない笑みを浮うかべつつも、手入れの行き届いた大きな手は、小鈴の荒れ地を丹たん念ねんに撫でる。その姿に側そばに立つ女官が頬ほおを染め、ため息を漏らした。

　小鈴も違う意味でため息を漏らしたいのだが、協力すると言った以上、この面めん倒どうな演技に付き合わねばならない。きっと、名を呼ぶまでこの不毛なやりとりは続くのだろうから。

　けれど、ただ言いなりになるのも性しように合わないのだ。小鈴は小考したのち、三日月のように口角を上げた。

「そうだ！　ねえ、夏涼。宮の外に出てみたいんだけど、だめかな？」

「外？　突とつ然ぜんどうしたんだ？　顔見知りもいないから出歩いてもつまらないだろう？」

「もっと後宮内のことが知りたいなって思って。……昼間は夏涼もいないし」

　宮の外に出て天賦のことを調べたいのだが、女官たちは「殿下の許可なしには……」と口ごもる。もう六日も経たつというのに、自由に動ける範はん囲いは朱明宮の中だけだ。

　小鈴を愛めでるときの夏涼は苦手だが、お願いごとをするにはうってつけだ。二人きりのときであれば、あっさり断られてしまうことでも、人前だと話は変わる。

　夏涼は僅わずかな時間思案すると、目を細めて笑った。とびきり華はなのある笑みだ。彼の手が小鈴の頬を撫でた。軟膏の少し甘い独特の匂においがふわりと香かおる。

「私がなかなか早く帰って来られなくて寂さびしい思いをさせたね。そんな風に拗すねないで」

「いや、拗ねているんじゃなくて……」

「今夜は早く戻ってこられそうだから、夜は二人でゆっくりしよう」

　話をはぐらかされてしまった。

　つい、うんざりとした気持ちが顔に出る。しかし、それを見たのは夏涼だけに違いない。

　女官たちは皆、輝かんばかりの夏涼の笑顔に目がいっていたのだろうから。
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　この後宮において、小鈴の立場はそれなりにいいらしい。後宮内には皇帝や皇子の妃きさきが暮らしているようだが、全すべての妃が等しく同じ立場というわけではないのだという。

　子の有う無むや生家の身分が大きく関かかわってくるようだ。

　小鈴は第二皇子の正室であり、生家は隣りん国ごく──季華国の寵ちよう臣しんを輩はい出しゆつしてきた一族、彩家ということになっている。

　皇帝の寵愛を受けられない末席の妃よりも随ずい分ぶんと上だと言ってよかった。

　全て偽いつわりの身分であるので、それに胡座あぐらをかくつもりはない。しかし、周りの者たちはそうはいかないらしく、女官たちは小鈴や碁石の世話を甲斐かい甲斐がいしくしてくれている。

　最初こそ、変な柄がらの熊くまを怖こわがっていたが、小鈴や夏涼が普ふ通つうに接しているのを見て、世話をする者が騒さわぎ立てるのはいけないと思ったようだ。

　いまだ窮きゆう屈くつな生活ではあるが、夏涼の妃であるふりをするだけで、豪ごう華かな食事ができた。後宮の生活も悪くない。と、一いつ瞬しゆんでも思ったことを後悔したのは、六日目の夜のことだ。

　夏涼が小鈴の背をぴしゃりと叩く。

「もっと背筋を伸のばす。顎あごを突つき出すな。一歩が大きい」

「一度にそんなに言われてもわからないよ……」

　早く戻れると言った夜、夏涼は言葉どおり早く戻って来た。食事が終わって早々、小鈴の寝しん所じよへと押し込められることになるとは思わなかったが。

　女官たちからは怪あやしげな笑え顔がおで見送られたのだが、色気のあるようなものではない。

　二人きりになった途と端たん、始まったのは妃としての立ち振ふる舞まいの練習だ。

「昼間は敬語を教えてもらっているんだろう？」

「えっと……。いっぺんにたくさん言われても覚えられませんわ？」

「その様子じゃ、当分は外に出せないな……」

「仕方ないじゃん……。お嬢じよう様さまになったことなんてないんだもん」

　小鈴は思わず頬を膨ふくらませた。夏涼のしようとしていることは、道に落ちている小石を拾ってきて、花になれと言っているようなものだ。夏涼は呆あきれたような目を向ける。

「そんな目で見られるくらいなら、嫌いや味みの一つくらい言われたほうがマシだよ」

「指導しがいがあるなと思っていたところだ。とりあえず、あと三日で最低限は叩き込むからそのつもりで。四日後、祖母に挨拶に行く予定だ」

「祖母……って、夏涼に姪てつ孫そんを嫁とつがせたがっているっていう？」

「そうだ。一ひと筋すじ縄なわではいかない人だ」

「わかった。ぼろが出ないようにするよ」

　入って十日で後宮からつまみ出されては困る。美味おいしいご飯を食べに来たのではない。目の封ふう印いんを完かん璧ぺきにする方法を探しに来たのだ。小鈴が力強くぎゅっと拳こぶしを握にぎれば、夏涼は苦く笑しようしながら、「よろしく頼たのむ」と小さく頷うなずいた。

「さて、夜も遅おそい。夜よ更ふかしをして、昼ひる寝ねされても困る。そろそろ寝よう」

「本当!?　やった！　もう足が棒になるかと思ってたんだよ～」

　ようやく解放され、小鈴はその場にへたり込んだ。

　夏涼が何か言いたげに小鈴を見下ろしてはいたが、姿勢を正す気力も残っていなかった。

「明日あした、また頑がん張ばるから。今日はもう指一本動かせない」

　立ったり座ったりといった軽い動作だが、いつも何気なく行う動作一つ一つに注意がいったせいで頭も身体からだもへとへとだ。

　彼は大きなため息を一つ零こぼすと、部屋の椅い子すに腰こし掛かけた。

「寝るんでしょう？　私のことは気にせず部屋に戻っていいよ？」

　小鈴は首を傾かしげる。彼の部屋は主に隣の棟とうで、ここは小鈴に与あたえられた部屋だ。しかし、彼はなぜか動こうとしなかった。

　彼は小鈴の顔を覗のぞき込み、にっと口角を上げた。

「何を言っているんだ？　今日はここで眠ねむる。……だって、俺たちは夫ふう婦ふだろう？」

　小鈴は目を数度瞬またたかせたあと、納なつ得とく顔で頷いた。一人用にしては大きすぎる寝しん台だいだとは思っていたのだ。枕まくらも布ふ団とんも二つずつ並んでいて、どちらを使っていいかわからなかった。

「そうなんだ。寝ね相ぞうはいいほうだから安心してよ。あ、蹴けらないでよね！」

　祖父とはよく同じ布団で眠ったものだ。人と眠るのは慣れている。

　既すでに碁石は寝台の端はし、枕元で丸くなって眠っていた。真っ白な頭に小さな黒い耳。呼吸に合わせて小さく上下する白と黒の毛玉は、見ているだけで眠ねむ気けを誘さそう。

　夏涼が何か言いかけたが、どうせ嫌味の一つだろうと布団にもぐった。慣れない環かん境きようでずっと気を張っていた上に、運動を加えたせいか心も身体もくたくただ。

　早く寝たい。そう思ったときには、意識は闇やみの中だった。




　部屋に小さな寝息が広がる。寝台の端に腰掛け、夏涼は穏おだやかに眠る小しやお鈴りんを見下ろした。

（ここまで意識されていないとは……）

　つい笑いが漏れた。男と同じ部屋で眠るのだ。恥はじらいの一つくらい見せてもいいのではないか。先ほどまで表情をころころと変えながらも、けっして懐なつこうとはしない反はん抗こう的な目は、野の良ら猫ねこのようだった。しかし、今は無防備な子どものようだ。

「おい、襲おそうぞ」

　鼻をつまむ。彼女は苦しそうに眉まゆを寄せた。しかし、起きる気配はない。

　なんて女だ。

　利用するためになかばむりやり連れてきた。変に意識されるよりは嫌きらわれているほうがいいのだろう。

（もう少し嫌われておくか。そのほうが何かと扱あつかいやすい）

　夏涼は床ゆかに腰こしを下ろすと、寝台を背もたれにして目を閉じた。
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　白しろ塗ぬりの壁かべに挟はさまれた道が真っ直すぐ続く。ときどき現れる朱しゆに塗られた扉とびら付きの門。どの門の前にも左右に衛え士じが二人立っていた。夏涼を見つけた衛士は頭を下げる。通りすがりの女官たちも夏涼の姿を見つけると、立ち止まり頭を下げた。

　後宮に来て数えて十日。これから皇太后──夏涼の祖母に挨あい拶さつに行く。

　朝から華やかな襦じゆ裙くんを女官三人がかりで着付けられ、既にへとへとだ。

　紅くれないよりは淡あわく、蓮はすの色よりは濃こい赤を基調とした襦裙には艶あでやかな花の刺し繍しゆうが施ほどこされている。季華国の彩家から持ち込んだものらしい。気候が暖かな嵐南国では、薄うす絹ぎぬを重ね合わせた襦裙がはやっている。小鈴が着ているような厚手の生き地じに刺繍が施されたものは、あまり着ることはない。国によって服装も少しずつ違ちがうらしく、季華国からの輿こし入いれという印象を持たせるため、数日はこれを着ることになりそうだ。

　頭の高い位置に作られたお団子。大きな花が飾かざられ、つい触さわってしまう。準備のあいだ、崩くずれるから触ってはいけないと何度も女官に注意された。お団子からは髪かみが垂れ下がり、金の髪飾りとともに揺ゆれる。

　準備を終えた小鈴を見て、夏涼は大おお袈げ裟さに讃さん辞じを述べた。その言葉を聞いていた女官は誇ほこらしげだ。「はいはい」と受け流せば、彼女たちからは「恥ずかしがっているのだ」と揶や揄ゆされる羽目になった。どう返せばうまく切り抜ぬけられるのだろうか。

　夏涼は小鈴を抱だき寄せると、耳元に唇くちびるを寄せる。

「本当に可愛かわいいよ。……馬ま子ごにも衣装だな」

　歯が浮うくような甘い言葉のあとに囁ささやくのは、いつも意地悪な一言だ。女官たちには聞こえていないのか、はたまた彼の笑顔に当てられてしまっているのかはわからない。

　結局、二人の準備が終わったのは、昼を過ぎたころだった。

　夏涼と小鈴の前後左右には女官や宦かん官がん、衛士が並び、一糸乱れぬ速度で歩を進める。

　白塗りの壁と朱色の門に挟まれた道は続く。ずっと似たような道を歩き続けているせいで、迷子になったような感覚にとらわれている。

「後宮の中央には凰おう華か園えんがある。その東側一帯に皇子たちの宮きゆう殿でんが集まっている」

　朱に塗られた大きな門をくぐると、景色が変わった。木の緑と色とりどりの花々。ここが後宮の中央──凰華園か。石いし畳だたみでできた道がぐねぐねと続く。池には蓮の花が咲さき、透すき通った水の中では魚が泳ぐ。雅みやびな世界に身を置くと魚まで優美になるのだろうか。尾おを振ふる姿は小鈴よりもしなやかだ。

「そういえば、皇こう帝てい陛下以外誰だれにも挨拶とかしてないよね？　大だい丈じよう夫ぶなの？　隣となりの宮殿に兄弟がいるんでしょう？」

「それは今度。後宮という場所は序列にうるさい。皇太后を差し置いて他ほかの皇子や妃きさきに紹しよう介かいをすれば蔑ないがしろにされたと思われるだろう？　だから気にしなくても大丈夫だよ」

「つまり、今日が終わったらたくさん挨拶回りがあるってことだ」

「本当は誰にも見せずに閉じ込めておきたいけどね。そうはいかない」

　さらりと甘い台詞せりふを口にする。ついでとばかりに肩かたを抱だくのだ。「歩きづらい」と文句を言えば、嬉うれしそうに「ならば、抱き上げて歩こう」と返ってきた。

　だから、二度とこの言葉は口にしないつもりだ。

　後宮内で夏涼は、菓か子しよりも甘い笑みを絶やさない。小鈴に声をかけるときはその笑顔のまま、猫ねこなで声が追加されて困っている。

　二人きりのときの粗そ野やな態度はどこへやら、見せつけるように指を絡からめては周りに聞こえるように甘い言葉を囁くのだ。

　そのたびに新しい話題をひねり出す小鈴の身にもなってほしい。

「あ、夏涼。あっちの門は？」

　東門からぐねぐねとした道を歩いた先、似たような門がある。方角としては南だろうか。

「あの門の先は主に皇帝陛下の妃たちの宮殿だ。行く予定もないから覚えなくても大丈夫」

「なんで？　夏涼のお母様には挨拶しなくてもいいの？」

「私の母は既に他界している。だから、私もあの門をくぐることはないだろうね」

「あ……。ごめんなさい」

「構わないよ。人はいつか死ぬ。ただ、母は少し人より早かっただけだ。天に愛され過ぎた人だったのだと思う」

　優やさしい笑えみの奥が見えない。何を考えて笑っているのだろうか。この笑顔は苦手だ。

「ねえ、夏涼。今、妃たちって言ってたけど、皇帝陛下の奥さんって何人いるの？」

「正室である皇后は一人、側室の数に限りはない。現在皇后は不在で、側室が七つの宮殿に一人から三人ずつ。計十五人暮らしている」

「十五人……。想像できない」

「歴代の皇帝に比べたら少ないほうなんだよ。多いときは百人を超こえるらしいから」

「百人!?　名前すら忘れちゃいそう。じゃあ、他の皇子にもたくさん奥さんがいるの？」

「いや、皇帝以外の皇族は正室一人と側室が三人までと決められている。……もちろん、私は小しやお鈴りんだけを生しよう涯がい愛し抜くつもりだ」

　わざわざ腰を抱き、耳元に唇を寄せる。三歩進むごとにこの調子なので、なかなか前に進まない。隣に立つ女官など、小鈴以上に頬ほおをこれでもかというほど染めている。

　腰を抱いた手を、女官に見えないようにつねってみたが、彼は眉の一つも動かさなかった。少しくらい痛がってもらったほうが、気が晴れるというものだ。

「そういう冗じよう談だんはほどほどにして、先に進もうよ。このままじゃ皇太后の宮殿に着く前に日が暮れちゃう」

「ひどいな。本気だというのに、信じてもらえないようだ」

「はいはい。死ぬときまで誰も娶めとらなかったら信じますね」

　期限つきの仮かり初そめの夫ふう婦ふだというのに、口だけは達者だ。いつか終わる関係だからこそ、容易たやすく嘘うそが言えるのかもしれない。

　夏涼から後宮内の説明を受けながら歩いていれば、門の前に辿たどり着いた。今まで見てきた中で一番装そう飾しよくがこっているように見える。朱で塗られた門には蓮の花が彫ほられ、薄うす桃もも色いろと緑で彩いろどられている。この華やかな宮殿こそ、皇太后の住む蓮れん華げ宮きゆうだ。

　門の前に立つ衛士は、夏涼の姿を見るやいなや頭を下げる。

「皇太后にお目通りを」

「伺うかがっております。こちらへ」

　これより先は夏涼と小鈴の二人しか入ることが許されないらしい。女官たちは門の前で待機させられるのが通例なのだとか。

　女官に案内された部屋で暫しばらくのあいだ待たされた。人前で小鈴を愛する演技に余念がない夏涼だったが、このときばかりは静かだ。

　夏涼の隣で小鈴はあくびをかみ殺す。連日、夜半にまで及およぶ練習で寝ね不ぶ足そくだった。

「皇太后陛下がおいでになりました」

　その一言で、こぼれそうになったあくびが奥へと引っ込む。

　女官二人と連れだって現れた皇太后は太陽の如ごとく輝かがやいていた。

　結い上げられた髪は、黄金の簪かんざしで飾かざり立てられている。ちりばめられた紅あかい石は一つ一つが磨みがき上げられた極ごく上じよう品ひん。石など祖父の持っていた碁ご石いしくらいしか見たことのない小鈴でも、その価値がわかる。

　贅ぜいの限りを尽つくしているのは髪飾りだけではない。帯の一つを取ってみても繊せん細さいな装飾が施されている。小鈴自身、今日は飾りすぎだと思っていたが、上には上がいた。

「小しやお鈴りん、ご挨拶を」

　夏涼に袖そでを引かれ、はたと我に返る。先ほどまで隣に立っていたはずの彼は、いつの間にか膝ひざをつき礼の体勢になっていた。教えられた礼を思い出す。

　膝をつき、深く頭を下げるのだと。小鈴は慌あわてて膝をついた。

「お祖母ばあ様、妃となった彩家の令れい嬢じよう、小しやお鈴りんをお連れしました」

「小しやお鈴りんと申します」

　夏涼の紹介を受けたあと、いまだ慣れない名を口にし頭を下げる。

「二人とも楽にしてよい。夏涼、挨あい拶さつもまともにできないような娘を正せい妃ひに迎むかえて本当によいのか？」

「お祖母様、小しやお鈴りんは記き憶おくを失っており、何も覚えていないのです。記憶が戻もどるまで、大目に見てやってはいただけませんか？」

「おまえが可愛がっているのはわかる。だが、側室でもよいのではないか？」

「いえ、彩家であれば、季華国の皇族にも嫁とつげる身。それなのに季華国から遠く離はなれ、私の願いを叶かなえてくれたのですから、正妃以外には考えられません」

　皇太后は大きなため息を吐はき出した。不快感を隠かくそうともしない。彼女は二人を椅い子すへと促うながしたが、興味があるのは夏涼だけのようだ。小鈴のことは空気か何かだと思っているのだろう。視線は真っ直すぐに夏涼のほうへと向けられている。

「夏涼や。最近また剣けん術じゆつの腕うでを上げたと聞く。師し範はんが褒ほめていたと陛下が仰おつしやっていた」

「ありがとうございます。私に与あたえられるのは内務ばかりですから、剣術の腕など上げてもあまり意味はないかもしれませんが」

「何を言う。必要のないものなどない。そなたの祖父も剣の腕が立っていた。今度、剣技を見せておくれ」

　皇太后は夏涼の手を取り何度も撫なでた。挨拶からずっと厳しい顔ばかりしていた彼女の目め尻じりに皺しわが寄る。

（なるほど。夏涼はお祖母様のお気に入りなのか。だから私は目の敵かたきにされるのね）

　目の中に入れても痛くないというような顔をしている。小鈴が嫌きらわれる理由もわかるというもの。可愛かわいい孫が連れてきた妻は意図した相手ではないのだから。

　その後、たわいのない会話が続いたが、ここで小鈴がすべきことはただ笑みを浮うかべ相あい槌づちを打つことだけだった。

　夏涼が近きん況きようを報告しているさなか、慌ただしい足音が耳に入った。足音は次し第だいに大きくなり近づいてくる。音が止まったと同時に扉とびらが開かれた。

「お祖母様っ！　夏涼兄様が来ているんでしょ!?」

　凜とした声が響ひびく。長い髪かみが大きく跳はね上がり、髪かみ飾かざり同士がぶつかる音が軽快に響いた。黒よりも優しい色をした、くりくりと大きな目が小鈴と夏涼を捉とらえる。

「やっぱり！　絶対お祖母様のところだと思ったの！」

　ニッと歯を見せ笑う少女は、いくらか小鈴よりも幼く感じる。ほとんど化け粧しようを施ほどこしてはおらず、おまけ程度に唇くちびるに紅をさしただけだ。若草色の襦じゆ裙くんは春の大地のように爽さわやかで、裏表のなさそうな彼女によく似合っていた。

「翠すい衣い、あなたはいつまで経たってもお転てん婆ばね。こちらへいらっしゃい」




　翠衣と呼ばれた少女をたしなめる声は極きわめて優しい。彼女も皇太后に気に入られている孫の一人なのはすぐにわかった。

　翠衣は跳ねるように皇太后の隣となりに座ると、好こう奇き心しんを含ふくんだ目で小鈴を見る。

「あなたが夏涼兄様の正せい妃ひね？　けど……。思っていたより平へい凡ぼんな人ね」

　彼女のあけすけな言葉に目を丸くする。隣に座る夏涼が小さく笑いを零こぼした。

「翠衣、義姉あねに『平凡』は失礼だろう？」

「だって、ずっと縁えん談だんを断ってきた夏涼兄様が選んだ人でしょう？　みんな、どんな妖よう艶えんな美女か、はたまた嫋たおやかで庇ひ護ご欲よくをそそるような美人か、もしくは知性溢あふれる才女かなんて噂うわさをしていたから……」

「翠衣には彼女の良さがわからないようだ。こんなに愛らしいのに」

　小鈴を庇かばうというよりは、ここでも愛し合っていると宣伝したいのだろう。夏涼は小鈴の肩かたを抱だき寄せる。皇太后の眉まゆがピクリと跳ねたのだが、夏涼も翠衣も気にしてはいなそうだ。

「私、第四公主の翠衣と申します。お義姉ねえ様って呼んでもいいかしら？」

「もちろん構いません。小しやお鈴りんです。私って、そんなに平凡でしょうか？」

「ごめんなさい。悪く言ったつもりはないの！」

「気にしないでください。平凡って好きな言葉ですから」

　翠衣から見て、小鈴は平凡にうつっているらしい。平凡ということは、普ふ通つうということ。一番ほしい言葉だ。思わず頬を緩ゆるめた。

「前言撤てつ回かい。やっぱ変わっているかも」

　嬉うれしさのあまり翠衣の小さな呟つぶやきは、耳を通り過ぎていった。

　皇太后との顔合わせの場は、翠衣の存在が加わることで少しだけまろやかになったように思う。翠衣は空気を変える明るさを持っているようだ。

　彼女の口からは次から次へと話題があふれ出る。

「翠衣、そんなに小しやお鈴りんと話がしたいのなら、後宮を案内してやってくれないかな？　私はまだお祖母様と話があるから。小しやお鈴りん、少し翠衣の相手をしてやってくれないか？」

「翠衣公主がよければ、ぜひ」

　どこにいっても女性のほうが情報通だ。都の端はしで暮らしたときも、新しい情報を仕入れてくるのは噂好きの女性だった。夏涼から聞けない話も翠衣から聞けるかもしれない。

「もちろん！　色々と聞きたいことがあるのっ！　お祖母様、来たばかりだけどお義姉様をお借りしますね！」

　翠衣は皇太后の返事も聞かず、小鈴の腕をつかんだ。




「脱だつ出しゆつ成功！　夏涼兄様はお祖母様のお気に入りだから、なかなか離はなしてくれないの。最近、兄様は忙いそがしそうにしていたから、きっとまだまだかかるわ」

　蓮華宮を出ると、翠衣はニッと白い歯を見せる。翠衣は宮きゆう殿でんの前で待機していた侍じ女じよたちを制し、そのまま小鈴を凰華園まで引っ張って行った。

「夏涼兄様がお義姉様を溺でき愛あいしているっていう噂は本当なのね。兄様ったらわざわざ私に今日は折を見てお義姉様を連れ出してほしいなんて頼たのんできたのよ」

「夏涼がそんなことを？」

　翠衣は頬ほおを緩めて頷うなずいた。恐おそらく小鈴がぼろを出す前に皇太后から引き離したかったのだろう。小鈴はそれが愛ではないことを知っている。

「翠衣公主は──……」

「私のことは翠衣って呼んでほしいな。ここは堅かた苦くるしい場所だけど、一人くらい気き兼がねなく話せる相手が必要だと思わない？　お義姉様とは仲良くなれそうな気がするの」

「じゃあ、遠えん慮りよなく翠衣って呼ばせてもらうね。夏涼くらいしか話し相手がいなかったから嬉しいよ」

「これからよろしくお願いします。ねえ、その額の花、とても可愛い！　季華国ではやっているの？」

「花？　ああ、これね。……どうかなぁ？」

「変なの。お義姉様は季華国から来たのよね？」

　視線は小鈴の額に注がれていた。思わず額に手を当てる。

「それは──……こっちに来る途と中ちゆうで事故にあって、記憶がなくなっちゃったみたいなんだ。だから、この花のことも何も覚えていないの」

　昨夜、夏涼とともに決めた設定だ。設定といっても、全く記憶がなく季華国のことも家族のこともわからないというだけなので問題はなかった。しかし、人の良さそうな翠衣を騙だましていることになるのは気が引ける。

「ごめん。辛つらいこと聞いちゃったよね……」

「いいの。覚えていないだけだし。気にしないで」

「困ったことがあったら何でも聞いて！　生まれて十六年間ここで暮らしているから結構詳くわしいの。お義姉様の助けになれると思うな。特に……人間関係とか」

「人間関係か……」

　縁えん遠どおい言葉だ。小鈴は生まれてからずっと、祖父と二人きりだったから。

　辺りを見回した翠衣は、小鈴の手を引くと亭あずまやへと導いた。凰華園の中には大小いくつかの亭が置かれ、ここでお茶を楽しむ人が多いのだという。

　石造りの卓子つくえと椅子。二人はわざわざ身を寄せ合うようにして隣に座った。

「女だらけの後宮でしょう？　女官だって皇こう帝ていや皇子の寵ちよう愛あいを手に入れられる可能性がある場所だから、うまくやらないと陥おとしいれられちゃうの」

「女だらけかな？　確かに女の人は多いけど、だらけっていうほどではないような」

　朱明宮に仕えるのは女官だけではなかった。夏涼の側そばにはいつも男がいたし、門の前の衛え士じも男だ。半分とは言わないまでも少なくはない数を見てきた。

「彼らはね、宦かん官がんって言って、男ではなくなった人たちなの」

「男でなくなった人……？」

　首を傾かしげる小鈴に、翠衣は耳打ちする。男性の機能を失わせる方法だ。身の毛のよだつ方法を耳にし、全身に鳥とり肌はだが立つ。十六の乙おと女めが口にするようなことではなかった。

「な、なんでそんなことしないといけないの？」

「それは不義が起きないようにするためだよ。でも、むりやり宦官にされる人は少ないから、同情は必要ないよ。うまくやれば皇族やその妃に気に入られてのし上がることができるのがこの世界。官かん吏りになるには難しい試験があるけど、宦官にはそれがない。平民が皇帝の側近になることだって夢じゃなくなるのよ？　だから、宦官と女官の甘い言葉や誘ゆう惑わくには耳を傾かたむけないほうがいいわ。彼女たちには野心があるもの」

　頭がくらくらした。嵐南国に来て世界は広いと感じていたが、小鈴の知っている世界は本当に狭せまかったようだ。寵愛を求める女と、地位のため男をやめた宦官。この高い塀へいに囲まれた後宮という名の村は、毎日小鈴の常識を覆くつがえしていく。

「この後宮に出入りできる男は皇帝とその息子むすこである六人の皇子だけ。夏涼兄様の側室になりたい女官なんてたくさんいるんだから、本当に気をつけてね」

「でも、他ほかにも皇子はいるんでしょう？　ほら、第一皇子とか凄すごい人だって聞いたよ？」

　都で耳にするのはいつも第一皇子の話題ばかりだった。第二皇子の話は聞いたこともない。野心を持って皇子に近づくならば、人気のあるほうを選ぶものではないのだろうか。

「黄こう準じゆん兄様にはもう三人の側室がいるから、みんな諦あきらめているの。女官から正せい妃ひになろうなんて、夢見がちな人くらいよ」

「……黄準兄様？」

「第一皇子のことだよ。名が黄準。私とお母様が一いつ緒しよの兄様なの」

「凄い天てん賦ぷを持っているんだってね。そういえば、天賦ってどんなものなの？」

「天賦は生まれ持った能力って言えばわかるかな？　皇族なら男も女も等しく持って生まれるの。人によって能力は色々なんだ。私の天賦は大したことないけど、歴代の皇帝はみんな素す晴ばらしい能力を持っているんだよ！　その力で国を守り、民たみを導いてきたの」

「例えば？」

「雨を降らせる天賦とか。水みず飢き饉きんが起きたとき、多くの地域を救ったんだって」

　小鈴は感かん嘆たんの声を上げた。彩さい絵かい術じゆつでも水を呼ぶことはできる。しかし、水飢饉から救うほどの多量の雨となると話は別だ。

「天賦って凄いんだね。雨を降らせるとか見てみたかったな。でも、なんで皇族だけしか持たないの？　黒くろ髪かみ黒目だし、みんな同じに見えるけど」

　都に住む民となんら変わりないように感じる。民と皇族、何が違ちがうのだろうか。

「本当に何も覚えていないんだね。それは、皇族が仙せん人にんの血を引いているからだよ。この大陸には昔、人間の他に仙人と呼ばれる人が暮らしていたの。戦乱の世、仙人が大陸を去って行く中で、皇族の始祖だけが残った。そして国を作ったの」

「ということは、仙人って呼ばれる人たちに天賦があったってこと？」

「天賦よりももっと凄い術が使えたらしいよ。仙術って言って、水を呼び、風を起こし、火を焚たきつける。あとは千里先まで見通せたり。その力の一部を受け継ついだのが天賦なんだって。全部、先生の受け売りだけどね～」

　翠衣はカラカラと歯を見せて笑った。

　話を聞く限り、仙術とは彩絵術と天賦を合わせ持ったもののように感じる。彩絵術に幾いく人にんもの天賦を合わせれば、仙術に近づくのではないだろうか。

（千里を見通すか。私の目の力に似ているといえば似ているのかな？）

　黄金きんの瞳ひとみは千里先を見通すことはできないが、人には見えないはずのものが見えるという点は、近いと言ってもいいだろう。

「雨を降らせる以外にはどんな天賦があるの？　天賦の歴史とか興味ある。知りたいな」

「それなら、宮きゆう廷ていの書庫に歴代の皇族の天賦に関する記録が残っているから、それを読むのが早いかも。読みきれないくらいあるよ。夏涼兄様にお願いしてみたらどうかな？」

「書庫か。ありがとう。夏涼に聞いてみるよ。そういえば、夏涼はどんな天賦を持っているの？　第一皇子の天賦は聞いたことがあるけど、夏涼のは知らなくて……」

　一人一人の天賦を紐ひも解とけば、小鈴の持っている目の秘密に近づけるかもしれない。まずは身近なところから。なにより、夏涼がどのような力を持っているのか興味があった。

「夏涼兄様から聞いていない？　兄様の天賦はまだ公表されてないからわからないんだ。普ふ通つうはね、早ければ十五、六歳くらいで公表されて、皇帝陛下からその天賦に合う公務を与あたえられるの。黄準兄様は都の守護である衛士府をまとめるのが公務ね」

「たしか夏涼は、もう二十歳だって聞いたけど、そんなに個人差があるものなの？」

「能力を使いこなせてない場合は遅おくれることもあるよ。でも、夏涼兄様に限ってそんなことないだろうし……。最近じゃ変な噂うわさまで出回っているから、そろそろ公表されるかな」

「変な噂って？」

「天賦を持っていないんじゃないかとか、公表できないような邪じや悪あくな天賦なんじゃないかとか。あんな聖人君子はどこにもいないのに、好き勝手言い放題」

　翠衣が唇くちびるを尖とがらせながら文句を言う。

「……聖人君子？　それって誰だれのこと？」

「もちろん、夏涼兄様のことよ」

　聖人君子とは知ち恵えや教養をもち、かつ品位のある人のことを言うと認にん識しきしていた。それとも嵐南国では聖人君子の意味は違っているのだろうか。

「皇子の中でも文武両道。頭がいいのにそれをひけらかしたりしないし。それに、とっても優やさしいでしょ？」

「あー……そうだね。優しいね。トッテモ」

「それにね、身分もとっても高貴なの」

「高貴って言うけど、皇族ならみんな高貴な身でしょ？」

「その皇族の中でも高貴だってこと。もう亡なくなってしまったけど、兄様のお母様は皇后で季華国の皇族の血も引いているんだよ！　皇族の中でも特別ってことなの」

　翠衣は興奮したように早口で夏涼のことを語った。季華国は大陸にある五国の中でも歴史が古く、他の四国を統とう率そつする立場にあるのだとか。

　夏涼の母親はその季華国の先せん帝ていの娘むすめに当たるらしい。

「だからね、絶対凄い天賦を持っているの。強力過ぎて公表の仕方を考えているのかも」

　彼女の言葉に、小鈴は小さく笑った。

　裏表の激しい夏涼のことだ。強力どころか、禍まが々まがしい力を持っていてもおかしくはない。

（例えば、妖よう獣じゆうを生み出す……とかね）

「兄様も変な噂を流されて胸を痛めていると思う。だから、お義姉ねえ様が支えてあげてね！」

「支えるって言っても、宮きゆう殿でんから出ることも許されてないから、何もできないけど」

「それは、兄様がお義姉様を心配しているのよ。宮の中にいれば、騙されたり陥れられたりしなくて安心だもの。でも、兄様の気持ちもわかるなぁ。お義姉様ってちょっと抜ぬけているというか、騙されそうで心配になるもの」

（そうか。夏涼は私に意地悪で外に出さないのではなくて、信しん頼らいしてないんだ）

　翠衣は小鈴には人好きのする笑え顔がおを見せているが、女官の前では毅き然ぜんとしていた。つけいる隙すきを与えないというのはこういうことなのではないか。

（ここでは小石ではだめなんだ）

　世界は広い。道ばたの小石こそ普通の権ごん化げだと思っていたが、後宮という花か壇だんでは花が普通なのだ。花壇に小石が転がっていれば、つまみ出されてしまう。ここに普通の妃きさきとして溶とけ込み、欲しいものを手に入れるためには、夏涼の信頼を得る必要がある。

　そのためには、可か憐れんな花にならなければならない。

（なら、花になってやる）

　小鈴は強く拳こぶしを握にぎった。
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　小鈴は朝から機き嫌げんが良かった。皇太后への挨あい拶さつから五日経たち、夏涼から及きゆう第だい点をもらえたのだ。「もっと早く身につけてくれたら」と小言を言われたが、右から左に受け流した。

　花のふりをする努力をし、手に入れたのは宮殿の外を出歩く権利だ。

　女官が一緒というのが条件だが、今はそれで十分だった。

　小鈴の世話を主としている女官は二人。小鈴より一歳年上の色白の女官と、母親くらいの年ねん齢れいの垂れ目の女官だ。今日は色白の女官がついて来てくれた。

　最初に名乗られたが、覚えていない。昔から名前を覚えるのが苦手なのだ。

　まずは翠衣の言っていた天賦の史料があるという書庫を探すところから始めようと思う。今までの皇族の天賦の中に一つくらい小鈴の能力に似たものがあるかもしれない。

　あわよくば、能力を消す方法などが見つかればいい。

（書庫、書庫……。どれも同じように見えてわからないな）

　碁石の散歩と称しようして歩く。しかし、後宮内はただただ広く似たような道ばかりだ。碁石は歩くよりも小鈴の腕うでの中がいいようで、結局散歩をしているのは小鈴と女官だけだった。

　白しろ塗ぬりの壁かべと、ときどき現れる朱しゆに塗られた門と扉とびら。

　女官に書庫の場所を聞けばことは足りるのだが、うまい言い訳が思いつかない。一度、「暇ひま潰つぶしがしたい」と言ってみたら、刺し繍しゆうの道具が目の前に並べられた。

（書庫と言えば、文官が出入りしているような場所だよね？）

　書を持ち歩いている者がいれば、わかりやすい。ちょうど少し先を歩いている男のように、小こ脇わきに本を抱かかえていれば完かん璧ぺきだ。

（あの人に聞けばわかるかも！　でも、女官と一緒だし……。なんとかして一人になれないかな？）

　女官の前で書庫の場所を聞けば、すぐに夏涼に伝わるだろう。彼には知られたくない。しかし、この機会を逃のがせば、次にいつ好機が巡めぐってくるかはわからないのだ。

「碁石、お願い！　ちょっとだけ時間を稼かせいでくれないかな？　あとでたくさん遊んであげるから」

　言葉を理解しているかはわからない。淡あわい期待を胸に、腕の中にいる碁石に小さく囁ささやく。すると、小鈴の思いが届いたのか、碁石がわたわたと手足をばたつかせた。

（うまくいくかも！）

　手を離はなせば、碁石は凰華園に向かって走る。女官が「あっ！」と小さな声を上げた。

「碁石っ！　ああ、どうしよう……！　外に出るのは初めてだし、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「大丈夫ですよ。碁石様を捜さがして参りますから、小しやお鈴りん様は動かずこちらでお待ちください」

「ええ、お願いね」

　しおらしく頷うなずけば、女官は碁石を追いかけて走り出す。

（二人ともごめんね。ちょっとだけだから）

　彼女たちの姿が見えなくなるのを見計らって、小鈴は男を追いかけた。

「あのっ！　すみません！」

　大声で呼び止める。小さくなる背中を追いかけたが、なかなか止まってはくれない。

　走りながら何度も声をかけていると、途と中ちゆうで男の足がピタリと止まり、振り返った。

　男がつり上がった目を細め、小鈴を見下ろしたとき、呼び止めたのは失敗だと感じた。とても機嫌が悪そうだったからだ。

「なんだ？」

「じ、実は書庫を探しておりまして。ご存じありませんか？」

「書庫？　……もしかして、皇太后に頼たのまれたのか？」

「皇太后？」

　小鈴は首を傾かしげた。書庫と皇太后にどういう関係があるのだろうか。

「誤ご魔ま化かさなくてもいい。その襦じゆ裙くん。季華国式の襦裙を着ている者はこの後宮内で蓮華宮の者以外にいない。だが、見かけない顔だ。新しく入った女官なんだろう？」

　男は小鈴を上から下まで舐なめるように見ると、納なつ得とくしたように頷いた。彼の視線に同情の色を感じ、小鈴は大きく頷く。皇太后に恨うらみはないが、利用させてもらおう。

「そうなんです。皇太后陛下から書庫にある書物を頼まれました。まだ入ったばかりなので場所がわからなくて……」

「残念だが、書庫は後宮にはない」

「……え？　でも宮きゆう廷ていの書庫にって──」

「書庫は宮廷内に存在するが、後宮の外だ。残念ながら女官では後宮から出られない。皇太后の虫の居所が悪かったのだろう。最近、機嫌が悪いんだ」

「いつもあのような調子ではなく？」

「ああ、気に入りの第二皇子が意図せぬ結けつ婚こんをした。機嫌を損そこねるには十分な理由だ」

「かりょ──……第二皇子は、そんなに気に入られているのでしょうか？」

「ああ。彼は嫡ちやく男なんでもあるし、同じ季華国の血が流れている孫が可愛かわいいのだろう」

　眉み間けんの皺しわが増える。皇太后の溺でき愛あいは、この男にはあまり歓かん迎げいできないことらしい。

　更さらに男が何か言いたそうに口を開いたとき、時がピタリと止まる。視線が小鈴の頭の上を通り過ぎた。彼の視線を追って振り返ろうとすると、頭にトンッと何かがぶつかる。

「ようやく見つけたよ、小しやお鈴りん。女官からいなくなったと聞いて、とても心配した」

　笑みの中に混じるのは濁にごった紅くれないのような批難の色。見つかってしまった。適当な言い訳を口にする前に、夏涼が小鈴を抱だき寄せる。

「兄上、私の妃きさきに何かご用ですか？」

「妃？　これが……？」

「兄上？」

　小鈴と男が言葉を発したのはほぼ同時だった。

　再三説明を受けたではないか。後宮にいる男は皇こう帝ていか皇子。他ほかは宦かん官がんだと。

　よく見てみれば、上等な衣ころもをまとっている。生き地じも施ほどこされた刺繍だって上物だ。髪かみはきっちり結われていて、夏涼よりも堅かたい印象がある。宦官のわけがない。

　第二皇子の夏涼が「兄上」と呼ぶ人は一人しかいない。──第一皇子の黄準だ。小鈴は慌あわてて膝ひざをついた。教えてもらったばかりの挨拶だ。胸の前で手を合わせ、頭こうべを垂れる。膝に痣あざができるくらい練習した成果は出ているだろうか。

「兄上は最近忙いそがしいようでしたので、紹しよう介かいが遅おくれました。このような所で申し訳ありませんが、妃を紹介しましょう。小しやお鈴りんです」

「小しやお鈴りんと申します」

「道中の事故で記き憶おくをなくしたので、何か無礼をしていても悪く思わないでください」

「そうか。楽にしてくれ。……たしか季華国から来た令れい嬢じようだったか。失念していた。先ほどの話は忘れてくれ。私は第一皇子の黄準だ」

（この人が《境界》っていう天てん賦ぷを持っている人か）

　瞳ひとみの色は他と等しく黒く、髪も艶つややかな漆しつ黒こくだ。目に見える場所に人と違ちがう部分はない。多くの人に賞賛されるほどの力を持った人ならば、何か異質な部分があるかと思ったが、顔が怖こわいくらいで特筆すべき点はなかった。翠衣の言葉を借りるなら、『平へい凡ぼん』だ。

　じろじろと見るわけにはいかず、こっそりと見る。しかし、目が合った。彼も同じように小鈴のことが気になるらしい。鋭するどい眼まな差ざしに、思わず背筋が伸のびた。

「皇太后の縁えん談だんをわざわざ蹴けって、記憶喪そう失しつの者を正室に据すえたと聞いたときは冗じよう談だんかと思ったが、本当だったのだな。……とても正気の沙さ汰たとは思えん」

「私は兄上と違って、妃は利ではなく心で選びたいと思っておりましたので。兄上がどうしてもと仰おつしやるのでしたら、お祖母ばあ様には私の代わりに兄上を推すい薦せんしておきましょうか？」

　黄準は夏涼の提案を鼻で笑った。

「婚こん姻いんとは家と家を結ぶ行こう為いに過ぎん。恋こいだとか愛だとかは役にも立たない」

「そうですか。兄上らしいですね」

　ここ一帯だけ空気が冷たい。冬の刺さすような空気にとても似ている。

（この二人は混ぜるな危険ってわけね）

　小鈴はこの空気から早く逃れたい一心で、夏涼の袖そでを引いた。

「夏涼、迎むかえに来てくれたのでしょう？　早く帰ろう？」

　甘えるという行為は想像以上の恥はずかしさだったが、面めん倒どうごとには巻き込まれたくない。夏涼の目もく論ろむ寵ちよう妃ひごっこに加担する形となるのは腹が立つが、背に腹はかえられなかった。

　意図に気づいたのか、夏涼が小鈴を見下ろして柔にゆう和わな笑えみを浮うかべる。

「私が忙しくしていたせいで寂さびしい思いをさせたね。これ以上拗すねられては執しつ務むにも身が入らなくなってしまう。早く二人きりになれる場所へ行こうか。兄上、今日のところは失礼いたします」

　夏涼は軽く挨あい拶さつをすると、小鈴の肩かたを抱だいて黄準に背を向けた。

「待て、夏涼」

「なんでしょうか？」

「おまえも妃を迎えて一人前になった。そろそろ天賦を公表してもいいころではないか？　嫡男の天賦を皆みなが楽しみにしているんだ。無論、私も」

　黄準が目を細め笑う。小鈴の肩を抱く夏涼の手がほんの少し震ふるえたような気がして、顔をあげた。ほんの少し違い和わ感かんを覚えたのだ。しかし、夏涼はいつもどおりのいけ好かない顔で微笑ほほえんでいる。小鈴の勘かん違ちがいだったようだ。

　夏涼は小鈴を見下ろすと笑みを深めた。

「そうですね。今度、陛下に相談してみましょう」

「それがいい。引き留めて悪かったな」

　黄準は満足げに頷くと、二人に背を向けた。

　ピリピリとした空気からは解放され、胸を撫なで下ろす。小さくなる黄準の背中を見て、小鈴の口からは大きなため息が漏もれた。

「災難だったな。大丈夫だったか？　兄上に何かされなかったか？」

「ただ、季華国式の襦裙を着ていたせいで、皇太后の女官と間ま違ちがえられただけだから平気」

　夏涼は納得顔で頷うなずく。

「お祖母様は季華国の出で、一度も嵐南国の襦裙を着たことはないらしい。女官も季華国の者しか側そばに置かない徹てつ底ていぶりなんだ。確かにその格好なら、間違えられても無理はないか。だが、次からは気をつけたほうがいい。何が起こるかわからないのが後宮だ」

「気をつけたほうがいい、か。兄弟なのに？」

　夏涼は苦く笑しようを浮かべる。

「兄上は長男、俺は嫡男。皇太子の席は空席で、皇子の中でたった一人しか座れない。仲良くできる要素なんて一つもないだろう？」

　野心のある宦官や女官、一つの席を取り合う皇子たち。その渦か中ちゆうにいるのだと思うと、寒気がする。小鈴はなんと言っていいかわからず、曖あい昧まいに頷いた。

　しかし、二人の兄弟仲が悪くて良かったのかもしれない。小鈴が宮廷の書庫を探し回っていたことが、黄準の口から夏涼に伝わることはないだろうから。
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　後宮という大きな籠かごは、中で暮らす女たちにとっては窮きゆう屈くつな世界に見えるのだろうか。後宮は小さな村よりは大きく豊かで、妖よう獣じゆうに襲おそわれることもない。村から生しよう涯がい出ない女だってこの世にはたくさんいる中で、違いと言えば大きな塀へいがあるかないかだけだ。

　しかし、小鈴はどうやったらその塀を越こえることができるかばかり考えている。

（書庫は後宮の外。衛え士じはたくさんいるから、すぐに見つかっちゃうよね）

　朝から女官を追い払はらい、部屋で碁石と転がる。外に出ると人の監かん視しが入るが、部屋に居る分には放ほうっておいてくれるからだ。

（こうなったら、夏涼に相談してみる？　でもなぁ～）

　碁石を抱きしめ寝しん台だいに転がる。ふわふわの毛が頬ほおに当たり、焦あせる気持ちを落ち着かせてくれた。温ぬくもりが心地ここち好よい。冬が来たら抱いて寝ねよう。

「本当に暇ひまそうだ」

　後宮の生活でふわふわになった碁石の毛を堪たん能のうしていると、声が降ってきた。視線を巡めぐらせれば、いつの間にか部屋の入り口には夏涼が立っているではないか。

　相変わらず、うさんくさい笑顔を張りつけている。

　この笑顔はいつも小鈴のもとに面倒を持ち込むので大だい嫌きらいだ。

「私が忙しいせいで退たい屈くつさせてしまったようだね」

　恥ずかしげもなく今日も甘い台詞せりふを言うのは、後ろに色白の女官が控ひかえているからだろう。この後彼女は裏で「今日はこんなことを言っていた」と噂うわさ話ばなしをする。

　宮きゆう殿でん付きの女官ともなれば、色々な場所に顔を出し顔見知りも多い。本来ならば、宮殿内のことを漏らすのは御ご法はつ度となのだが、仕えている主人が愛されているというのは、女官にとって大きな誉ほまれになるようだ。結果、夏涼の寵ちよう愛あいぶりはあっという間に広まった。

　それがわかっているから彼は、女官の前で歯の浮くような台詞ばかりを選ぶのだと思う。

「退屈していると思ったから、いい物を持ってきたよ。当分は凌しのげるだろう」

　夏涼の合図で見知らぬ女官たちが入ってくる。

　彼女たちは一人一つずつ楽器や衣装などを手に持っていた。彼女たちは呆ぼう然ぜんとする小鈴の前に、次々とそれらを置いていく。目を白黒させているうちに女官たちは姿を消し、部屋には小鈴と夏涼の二人きりになってしまった。

　誰だれもいなくなれば、夏涼の態度は一変する。笑みの仮面は剥はがれ落ちた。いつものことだ。足音が消えるのを確かく認にんすると、彼は側に置いてある椅い子すにどかりと座った。

　素すの彼でいてくれるほうが気楽なのでありがたい。あの笑顔は嘘うそっぽくてどうも苦手だ。

「何これ？」

「琵び琶わか箏ことか笛か。好きな物を選べ」

　夏涼は近くにあった瓢ひよう箪たんのような形の楽器を手に取ると、小さく音を鳴らす。

「選べって言われても。これで何をするの？　楽器なんて触さわったこともないよ？」

「……そうか。なら、舞まいはどうだ？」

「まい……？　それはくるくる回ってゆらゆら揺ゆれているような？」

「今の返事で大体察しはついた。時間もないし……。歌くらいなら覚えられるだろう」

「歌？　待って、なんのために!?」

　夏涼は楽器を無造作に置くと、意味深な笑みを浮かべた。それは、第二皇子の顔ではなく夏涼のものだったけれど、悪い予感がする。

「父上が多た忙ぼうで、君との顔合わせに時間がかけられなかったことを零こぼしたらしくてね。巡り巡って、お祖母様が宴うたげを主しゆ催さいすることで落ち着いたらしい。つまり、小しやお鈴りんのお披ひ露ろ目めだな。良かったな。一気に挨拶を終えられるぞ」

「まさか、そのお披露目のために歌を覚えろって？」

「そのまさかだ。完かん璧ぺきにこなす必要はない。下手でも披ひ露ろうさえすれば、なんとでも言って助けてやれる。悪いが付き合ってくれ。それに、うまくいけば父上から褒ほう美びがもらえる。君にも悪い話ではないと思うが、どうだ？」

「褒美ねぇ。美味おいしい食事と雨もりしない部屋に眠ねむれている贅ぜい沢たく以上のものなんて──」

　何もない。と、言いかけて、小鈴は口を閉とざした。

（褒美だったら、書庫に入る権利とかお願いできるかもしれないよね？）

　目立つようなことをしたいわけではない。だが、歌を一つ披露しただけで、堂々と塀の外へ出ることができるかもしれないのだ。全すべては普ふ通つうの人間になるため。

　悩なやむ必要などあるだろうか。

「やる。協力するって約束だからね」

「なんだ、やけに物わかりがいいな」

「ぐちぐち言っても、始まらないしね」

「助かるよ、さすが私の愛する妃きさきだ」

　満足そうに頷くと、小鈴の頭を乱暴に撫でる。

　朝、結ゆったばかりだ。髪かみが乱れると女官たちに迷めい惑わくがかかってしまうではないか。

　小鈴は乱れた髪を押さえつけながら、部屋を出て行く夏涼の背中を睨にらんだ。
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　昼を過ぎたころから始まった宴の場所は、後宮の中央にある凰華園。花と緑に囲まれた会場には、正面の数段高い席に皇こう帝ていが座り、その一段下がった場所に皇太后がいた。彼女のちょうど真向かいには妖よう艶えんな美女がいる。おそらく皇帝の妃の一人なのだろう。他ほかにも華やかな装いの美女が数名、小鈴たちの正面の席で談笑していた。

「ねえ、夏涼。なんであの人だけ上の段にいるの？」

「彼女は貴き妃ひという位で、皇后の次に偉えらい。皇后がいない今、実質彼女が後宮を取り仕切っている。そして、彼女が兄上と翠衣の母親だ」

　夏涼の言葉を受けて、もう一度彼女の姿を盗ぬすみ見る。二人の子どもを産んだとは思えないほど若々しい。夏涼は二十歳だと聞いた。当たり前だが黄準はそれよりも年上だ。子どもを産むにしても十歳やそこらでは無理がある。指折り数えなくても、彼女が四十歳は超こえているくらいは察せられた。宴の席にいる妃たちも子どもがいるとは思えない。

（後宮の不思議だ……）

　小鈴や夏涼の座る席の周りには似たような年とし頃ごろの男女が座る。皇帝から向かって右側の席だ。皇子や公主が集められていた。

　すでに宴えん会かいが始まり音楽が鳴り響ひびいている。艶あでやかな装いの女たちが中央で演えん舞ぶを披露し、会場を彩いろどった。目の前に広がるのはいつも以上に豪ごう華かな食事だ。

　皇帝と皇太后、皇子や公主とその妃たちの身内だけの宴だと聞いていた。しかし、想像以上の規模に最初から圧あつ倒とうされている。ここで歌を披露するというのか。

「小しやお鈴りんの出番は最後のほうだろう。お祖母ばあ様が話を振ふるまでは楽にしていればいい」

　夏涼の言葉にゴクリと喉のどが鳴る。敬語も付け焼き刃ばなら、歌だって付け焼き刃だ。毎日付き合ってくれた歌の師し範はんからは、ギリギリで及きゆう第だい点をもらった。

　芸事には疎うとい人生だ。習ったばかりの歌を披露するのは緊きん張ちようする。気持ちを押し流すために、出されたお茶を一気に飲み干す。

　皇太后の合図を受けた踊おどり子が、中央から消えていった。ガランと広くなったそこに、皇帝の妃の一人が向かう。

「第二皇子のご成せい婚こんを祝い、わたくしが舞を披露させていただきます」

　音楽とともに妃が舞まう。身体からだの重さを感じさせない彼女の舞は、蝶ちようがひらひらと花に戯たわむれるような可か憐れんさと、鱗りん粉ぷんをまき別世界へ誘いざなう艶やかさを持っていた。

「ね、かりょ──……」

　この舞はなんと言うものなのか聞きたかっただけなのだが、喉に痛みが走り眉まゆを寄せた。

「どうした？」

「夏涼……」

（喉が痛い。声も掠かすれている……！）

　声の異変に夏涼も気づいたのだろう。僅わずかに眉が動く。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　夏涼の耳打ちに小鈴は首を横に振った。刺さすような鋭するどい痛み。声が全く出ないわけではないが歌えるとは到とう底てい思えなかった。

（なんで!?　さっきまで平気だったのに）

　新しいお茶で喉を洗ったが、掠れた声は戻もどってこない。痛みは増すばかりだ。そうしているうちにも、一人、二人と得意の芸事を披露していく。夏涼と小鈴の祝いであると言われている以上、席を立つこともできず、どうすることもできなかった。

「夏涼の妃も可愛かわいらしい声で歌うと聞いた。……ぜひ、聞かせてもらおう」

　皇太后の声が響く。「あ」と試ためしに声を出してみたが、掠れてほとんど出ない。

　小鈴が歌うことを阻はばみたい人など、いるのだろうか。歌の師範が通っていることは秘密にしていない。朱明宮の近くを通れば、うまいとは言いがたい歌が漏もれ聞こえてきただろう。その歌声を聞けば、わざわざ邪じや魔まをする価値はないと思うはずだ。

　こんなことなら、難しくても楽器や舞を練習しておいたほうが良かっただろうか。いや、そうなっていれば、楽器に細工がなされていたかもしれない。結局は同じ一いつ途とを辿たどるのだ。

　夏涼は小鈴の肩かたを撫なでると、立ち上がる。

「妃は少し緊張しているようです。このままではいつも聞かせてくれる可愛らしい歌が震ふるえてしまいます。もう少し、お時間をいただけませんか」

「皇子の正せい妃ひなのだから、これから様々な場に顔を出すことになるだろう。このような身内だけの席で緊張などと言ってはいられまい」

　皇太后はわかりやすく難色を示す。皇帝の妃たちは皇太后の言葉に同意し、「少しくらい失敗してもいいのよ」と優やさしく諭さとした。しかし、声が出ないのでは失敗すらできない。

「お祖母様、初めてこの場に立てば緊張もするでしょう。今日のところは許してやってもいいのではありませんか？」

　意外なことに助け船を出したのは黄準だった。相変わらず機き嫌げんの悪そうな顔をしてはいるが、あれが彼の普通なのだろう。今は僅かに口角が上がっている。

「我が妃も初めてここで舞った日、途と中ちゆうで足を滑すべらせました。我々は家族なのですから、歌声を聞く機会などいくらでもあるでしょう」

「しかし、今日は二人の婚こん礼れいを祝う席。返礼のない宴など前例がない」

「でしたら夏涼が代わりに天てん賦ぷを披露するというのはいかがですか？　もう夏涼も二十ですから、披露をしてもいい頃ころ合あいかと」

　黄準の口角が更さらに上がる。彼の言葉を受けて、わかりやすく周りがざわめいた。まるで、禁きん忌きの言葉を口にしたような雰ふん囲い気きさえ感じられる。

「夏涼、愛いとしい妃のために一ひと肌はだ脱ぬいでやってはどうだ？」

「天賦の披露は陛下が予あらかじめ日取りを決めて行うものです。私の一存では決められません」

「ここは身内だけの場だ。少しくらいいいだろう？　それとも、天賦を見せたくない理由でも？　最近、このような噂うわさを聞きました。第二皇子には天賦がない。とか……」

　少しばかり嫌いやらしい言い方だ。夏涼はにこやかな笑えみを張り付かせたまま動かない。

（そこまで言われたら、見せてあげればいいのに。もしかして、本当に見せられない理由があるのかな？　例えば、瞳ひとみの色が黄金に変わる──……とか）

「黄準、おやめなさい。巷ちまたの噂を鵜う吞のみにするとは、皇族として情けない」

　夏涼が反論をする前に、皇太后が黄準を批難した。黄準はあからさまに眉まゆ根ねを寄せる。

　皇太后が夏涼の肩を持ったことが、よほど気に食わなかったのだろう。

「陛下、無作法ではありますが、少しお時間をいただけますか？　小しやお鈴りんとどのように祝いの礼をするか考えたく思います」

「よい。身内だけの宴うたげだ。無作法などない。ゆっくりと空気を吸ってきなさい」

「ありがとうございます。さあ、小しやお鈴りん。少し風を浴びよう」

　夏涼は小鈴の肩を抱だき、会場の外へと促うながす。時間稼かせぎをしたところで、声が戻ってくる気配はなかったが、この場所では相談もしにくい。小鈴は彼の指示に従った。




　音楽が小さく聞こえる中、凰華園の中を二人で歩いた。夏涼が側そばに控ひかえていた色白の女官を遠くに待機させたのは、気き兼がねなく相談するためだろう。

「ごめん、私の不注意で」

「いや、俺の注意不足だ。喉の痛みはどうだ？　大丈夫か？」

　相変わらず声は掠れたままだ。刺すような痛みに何度も喉を撫でる。心配を掛かけたくなくて、小鈴は小さく頷うなずいた。

「大丈夫。ちょっと痛いだけ。もうこうなったら、碁石に玉乗りでもさせるとかどう……？」

「それは見てみたいが、玉にもてあそばれて終わるのがおちだな」

　コロンと転がり、玉に乗られる姿は想像に容易たやすい。二人のあいだに笑いが漏れる。

「碁石のおかげで少し焦あせりが消えた。あとで礼をしよう。そのためにも、まずはこの危機を乗り越こえることが先決だ」

　今日は朱明宮に閉じ込めてある。最後まで小鈴の足にまとわりつき、ついてこようとする碁石を二人がかりで引き離はなしたのだ。きっとすねているに違ちがいない。

「うん、そうだね。って言っても、いい案なんてないし、腹を括くくってこの声で歌う？」

「いや、それでは君の喉がやられる。……そうだ。小しやお鈴りん、ここに枯かれた木はないが、あの山でやったようなことはできないか？」

　あの山とは、夏涼と初めて出会った場所のことだとすぐに察しがついた。杏あんずの木に花を咲さかせたのは記き憶おくに新しい。彩さい絵かい術じゆつをみんなの前で披ひ露ろうしろと言っているのだ。

「あれは……。ただ絵を描かいただけだから」

「わかっている。また、ただ絵を描いてくれればいい」

「でも……！」

　彩絵術を披露すれば、小鈴はあっという間に後宮の異い端たんになってしまうだろう。それがこの国の普ふ通つうではないことを知っている。そして、皇族が天賦を特別なものとして用いてこの地を治めていることを知った今、安易に使うことはできない。

「共同作業だということにしよう。起こった奇き跡せきは俺の力、小しやお鈴りんはただ絵を描いただけ。俺が一人で全すべてをおさめれば、小しやお鈴りんをここに留とどめておくことが難しくなるかもしれない。どうしても祖母の薦すすめる女性を妃きさきに迎むかえたくはないんだ。助けると思って付き合ってはくれないか？」

　夏涼の殊しゆ勝しような顔を初めて見た。よほどその女性のことが嫌なのだろう。以前、馬が合わないと言っていたが、ここまで言わせる女性とはどんな人なのだろうか。

（夏涼の力だっていうことにすれば、大丈夫だよね？）

　助けてくれと頼たのまれれば嫌とは言えない。少なくとも、夏涼には何度も助けてもらっているのだ。

（それに、まだ何も見つけてない。このまま逃にげたら、また振ふり出しに戻っちゃう）

　人生をやり直すためにこの国に来た。逃げてばかりの人生だが、ここで逃げれば幻倭国にいたころと変わらないのではないか。ぎゅっと握にぎり締しめた手が、僅かに震える。

　小鈴はゆっくりと息を吐はき出した。

「わかった。やるよ。今から用意してもらいたい物があるんだけど。口紅をありったけと、大きな筆……なんてないかな？」

　口紅は紅べに花ばなから作られていると聞いた。ならば、彩絵術の絵の具に代用できるだろう。

　小鈴が掠れる声で伝えれば、すぐに色白の女官が呼ばれる。夏涼に急ぎ紅をとってくるように指示された女官は凰華園を駆かけた。次いで夏涼は側にいた宦かん官がんに声をかける。二言三言説明すると、彼は頷いて反対の方向に駆けた。

「大きな筆なんてあるの？」

「あるさ。昔、皇こう帝てい陛下の目の前で書を披露した者がいた。大きな筆でな」

　夏涼はニッと笑って見せた。言ってみるものだ。なければ棒に布をくくりつけて代用しようと思っていたからありがたい。宴なので、見み栄ばえはいいに越したことはないだろう。

　大きな筆を置いてあることも驚おどろきだが、それを記憶している夏涼も相当だと思う。

「それで、何をする気だ？」

「それはね……」

　引き受けたからには、腹を括ろう。得意げに笑うのは小鈴の番だ。




　夏涼とともに会場に戻ると、場を繋つないでいた踊おどり子たちが察したように去って行く。二人で席には戻らず、中央の舞ぶ台たいへと立った。

「お待たせしてしまい申し訳ございません」

「よい。緊きん張ちようはほぐれたようだな」

　皇帝が小鈴を見み据すえる。その目は「もう歌えるだろう」と言っているのだ。

「私たちのために開いていただいた宴です。我が妃のみに返礼を押しつけるのはいかがなものかと思いまして、二人で一つ、面おも白しろいものを披露させていただければと思います」

　夏涼は柔やわらかな笑顔を振りまいた。この顔に騙だまされない者などいるだろうか。こっそり視線を巡めぐらせれば、皆みな、うっとりとした顔で夏涼を見つめている。綺き麗れいな顔と達者な口は大きな武器なのだと本人がよく知っているからできることだ。

　自分の強みを知らない者は多い。このとき、小鈴はそれだけで「勝てた」と思った。

　小鈴が持つのは、艶あでやかな衣装には似合わない無骨な筆。以前、これを使ったのは男だったようで、軸じくは小鈴の身長ほどあった。桶おけの中には紅を溶とかした水が入っている。

　楽師が音楽を奏かなで始める。軽快な曲に合わせ、小鈴は舞台上に絵を描いていく。

「何をしているのかしら？」

「書……のようにも見えるけど、文字ではないわね。絵かしら？」

　大きな筆を抱かかえ走る姿に目を奪うばわれる人の視線などすっかり忘れ、目の前に広がる紅に集中する。次し第だいに音は消えていった。

　水を呼ぶ彩絵術は基本中の基本だ。

　足あし下もとに広がる大地の奥には、水脈が広がっている。その水を少しばかり呼び出すだけの単純な術だ。火のないところに火を熾おこすよりも簡単で、彩絵術師なら誰だれもが使える。

　本来なら、手のひらの大きさ程度で十分なのだが、大きく描いて見せるのが粋いきだと祖父に聞いたことがある。

　舞台いっぱいに紅くれないの絵を描いていく。

　幻倭国では彩絵術の腕うでを競きそう大会がある。その力を認められた者は帝みかどの前でそれを披露できるのだ。水を呼ぶ術は簡単で単純。しかし、単純な術ほど力の差が出るというもの。ある年の術者は、この初歩の初歩である術を帝に披露すると言ったそうだ。

　誰でもできる技わざに帝は機き嫌げんを損そこねたが、彼の技を見て驚いた。天に昇のぼる勢いで水が湧わき上がり、地から龍りゆうが躍おどり出たのだ。

　幻倭国では龍は尊いものだった。それは嵐南国でも変わらない。それを示すように、城のあちらこちらで龍を見かける。皇帝の衣ころもにも龍が描かれていた。

　鼻歌交じりに描いた大きな龍。これから水を呼ぶというのに、赤々として炎ほのおのようだ。

　ピタリと、小鈴が手を止める。できあがった絵は大きな龍と水を呼ぶための図ず柄がら。

「とても素す晴ばらしい赤き龍の絵だ」

　皇帝が手を叩たたいた。数段高いところから見下ろせば、舞台に描かれた龍も見えるのだろう。しかし、他ほかの人にはわからない。皆、立ち上がって覗のぞいてはみるものの、大きすぎるせいか首を傾かしげてばかりだった。

「陛下、これで終わりではございません」

　夏涼の視線を感じ、小さく頷く。彼の隠いん気きを流さなければ舞台上に描かれたただの絵のままだ。この先、奇き跡せきが起こることを知っている男は、ためらいもなく右手を差し出した。

　僅わずかな風が夏涼の前まえ髪がみを散らす。すると、中央に描かれた龍が跳はね上がった。小鈴は頬ほおに当たった水すい滴てきに気持ちが高こう揚ようするのを感じる。

（やった。成功した！）

　つい頬が緩ゆるんでしまうのは仕方ない。久しぶりの彩絵術なのだ。

　水龍は紅くれないをまとい跳ね上がる。初めて祖父からこの術を見せられたとき、龍というよりは鰻うなぎのようだと思った。しかし、天に跳ね上がっている姿は龍と言っていいのではないか。

　赤き龍が空を舞まう。炎のように真っ赤なのに、とても冷ややかだ。

　ふと、この龍は夏涼に似ていると思った。どうしてかはわからない。

　会場にいる者たちが呆ぼう然ぜんと空を見上げる。ある者は腰こしを抜ぬかし、ある者は頬を紅潮させ。

　皆が空を見上げているとき、小鈴だけは隣となりに立つ夏涼の横顔ばかり見ていた。

　彼には色々な顔がある。意地悪で横暴な炎のような顔。流れるようにしなやかで誰の手もするりとすり抜けてしまう水のような顔。

　けれど、今はそのどちらでもない。無む邪じや気きな少年の顔をしている。

「素晴らしい！」

　龍が天に昇りきると、皇帝が手を叩いて喜んだ。彼の声で皆の意識が引き戻もどされる。讃さん辞じが飛び交かった。

　皇帝は席を立ち、夏涼と小鈴の前まで歩み寄る。夏涼とともに膝ひざをついて頭を下げた。
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「よい。楽にしなさい。龍が昇るとは吉きつ兆ちようだ。白はく眉びの出来であった。このような素晴らしいものを披ひ露ろうした二人には褒ほう美びをやらねばなるまい。小しやお鈴りんと言ったか。何がほしい？」

（きたっ！）

　小鈴は喜びのあまり、跳ね上がりそうになった。花は可か憐れんでなければならない。緩む頬に力を込め、しっかりと皇帝を見上げる。

「では、宮きゆう廷ていにある書庫の出入りの権利をいただけませんか？」

　掠かすれた声ではあったが、二人にはしっかりと聞こえていたようだ。彼らは目を見張る。

「なぜ、そのような場所に出入りしたい？」

「この国の歴史を記した書は宮廷の書庫にあると聞きました。私には記き憶おくがございません。ただ記憶が戻るのを待つのではなく、何かしたいと思いまして……」

「そういうことなら、よいだろう。後宮の外ではあるが、書庫の出入りのみ許可しよう」

「ありがとうございます！」

　目的は果たせた。これで心置きなく調べ物ができる。

「さて、次は夏涼の番だ。そなたは何を求める？」

「私は小しやお鈴りんに少しばかり力を貸したまで。褒美は必要ありません」

　穏おだやかな笑えみは第二皇子のものだ。父親の前でもいつもその顔を見せるのだろうか。誰にも触ふれてほしくないとばかりの鉄てつ壁ぺきの仮面だ。

「まあ！　このような素晴らしいものを披露したのに何も与あたえないとあっては、陛下に悪評が立ちましょう。陛下、夏涼には新しい仕事を任せてはいかがでしょう？」

　三人が集まる舞台に、ひらりと舞い降りたのは、笑みをたたえたままの皇太后だった。皇帝は皇太后と夏涼に視線を巡らせ、一つ頷うなずく。

「皇太后の仰おつしやるとおりにしよう。よいか？」

「ありがとうございます」

　夏涼が深々と頭を下げる。小鈴もそれに従った。

（それにしても、新しい仕事って褒美に入るの？　普ふ通つう、褒美ならお休みじゃないの？）

　皇帝の言葉を聞いたときの夏涼は嬉うれしそうだった。その様子から、彼にとって仕事は褒美に換かん算さんされるのだろう。

　後宮の世界は不思議なことだらけだ。

　天に昇る龍を見たことで気をよくした皇帝は随ずい分ぶんと酒が進んだようだ。皇帝の顔から父親の顔になっている。夏涼を側そばに呼び寄せ談だん笑しようしていた。小鈴も数名の妃ひ嬪ひんに捕つかまったのだが、喉のどの痛みは終しゆう盤ばんになるまで取れず相あい槌づちを打つ役に徹てつしている。

　しかし、小鈴はようやく花か壇だんの一員として認められたような気分になった。




　宴うたげは宵よいの口まで続いた。次第に喉の調子は戻ったため、侍じ医いを呼ぶ必要はなさそうだ。

　朱明宮に戻ると、寂さびしがりやの碁石から盛大な出で迎むかえを受けた。小鈴から離はなれようとしない碁石とともに、夏涼も当然とばかりに小鈴の寝しん所じよの扉とびらをくぐる。

「一時はどうなるかと思ったけど、喉は戻ったし宴は無事に終えられたし、良かった！」

　碁石を抱だきしめたまま、寝台に転がる。ふだんならここで、夏涼から「行ぎよう儀ぎが悪い」とお小言が始まるのだが、それがなかった。

　不ふ審しんに思い、夏涼を見上げれば、神しん妙みような顔つきで見下ろされる。眉み間けんに皺しわは寄っているが、機嫌が悪いときの顔とは違ちがうようにも見えた。

「どうしたの？　うまくいったのに、そんな顔して」

　宴ではうまくいっていたと思ったが、気づかないうちにへまをしたのだろうか。

「俺のせいで君を危険に晒さらした。すまない」

「謝らないでよ。ただちょっとお茶に悪戯いたずらされただけでしょう？　夏涼は悪くないよ」

　笑って見せても、夏涼の顔にいつもの笑みは戻ってこない。こういうときこそ、華はなのある輝かがやかしい笑顔を見せればいいというのに。

「俺は──……」

　夏涼の口が開いて、閉じた。握にぎり締しめている彼の右手が僅かに震ふるえている。

「……いや、今日は本当に助かった。これで当分、お祖母ばあ様も口出しできないだろう」

「私はただ絵を描かいただけだから。あの場を収めたのは、夏涼の力だよ」

　小鈴の言葉に、彼は曖あい昧まいに笑う。心ここにあらずといった感じだ。

「今日は疲つかれただろう？　ゆっくり休むといい」

　甘い笑みを浮うかべることも、嫌いや味みの一つも言うことなく、彼は小鈴の部屋から出て行ってしまった。

（さっき、夏涼は何を言いかけたんだろう？）

　何かと問えば、答えてくれただろうか。碁石に問いかけても、答えは出ない。
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「忘れていた……。文字わかんないんだった」

　本を手にした小鈴は呆然と呟つぶやいた。

　宴の次の日、そわそわとしながら後宮の門をくぐり、堂々と書庫まで案内してもらったのはつい先ほどのこと。

　しかし、小鈴は一冊の本を手にしながら肩かたを落とし、後宮へと戻もどってきた。

「気を落とさないでください。記憶がないのですから、仕方ありませんよ」

　女官の慰なぐさめなど耳に入らない。一歩前進したと思った瞬しゆん間かん、二歩後退させられたのだ。パラパラとめくってみても、何一つわからない。

（くよくよしても始まらないか。あれから封ふう印いんは一度も解けてないし。次はこれを読む方法を考えよう）

　もしかしたら、もう二度と封印が解けない可能性もある。現に後宮に入ってからは一度も封印は解けていないのだから、焦あせらなくてもいいのではないか。

　歩いていると、前から一人の男が歩いてくる。近づいてすぐに黄準だとわかった。

「小しやお鈴りん、だったか。少し話がある。女官は先に宮きゆう殿でんへ戻っていろ」

　女官は難色を示したが、皇族の命令に逆らえるわけがない。小鈴が頷くと、不承不承さがっていった。

「先日は大変失礼いたしました」

「女官だと勝手に勘かん違ちがいしたのは私だ。気にするな。それよりも聞きたいことがある。昨日の水すい龍りゆうは君の仕し業わざか？」

　小鈴を見み据すえる目は、鷹たかが獲え物ものに狙ねらいを定めたときに似ている。逃にげることを許さない強い眼まな差ざしだった。

　昨日の夏涼の顔が頭を過よぎる。あの笑顔の裏に隠かくした真実が、黄準の言わんとしていることと重なるような気がしたのだ。これ以上、踏ふみ込んではいけないと、警けい鐘しようが鳴る。

「なんのことだかさっぱり。私は夏涼に頼たのまれて絵を描いただけです。皇族の皆みな様さまには天てん賦ぷと呼ばれる能力があると聞きました。水龍が現れてもおかしくないでしょう？」

「それはあり得ない。……君は何者だ？」

　黄準の手が小鈴の肩を掴つかむ。強い力だ。爪つめが食い込むほど強く掴まれる。ぎりぎりと強くなる手に小鈴は眉まゆを寄せた。

「痛いっ！　だから夏涼の能力だって……」

「そんなはずはないっ！」

　彼の目が持つ感情をよく知っている。恐きよう怖ふ、嫌けん悪お。

　黄金の瞳ひとみを見た者は皆、似たような顔で小鈴を見ていた。

　怖こわい。しわくちゃの手を探して小鈴は手を彷徨さまよわせた。だが、今まで守ってくれていた親鳥はもういない。

「小しやお鈴りんっ！」

　風を突つき抜ぬける声に顔を上げれば、夏涼が駆かけ寄ってきている。助けが来たのだとわかった瞬間、足の力が抜けたのがわかった。




「いてて……。夏涼、痛い」

「これくらいで騒さわぐな」

　朱明宮にある小鈴の寝所には、小鈴と夏涼の二人きり。正確には碁石もいるのだが、寝台の端はしでおにぎりのように丸くなって眠ねむっている。よって、状じよう況きようとしては二人きりだ。

　小鈴が肩を露あらわにしているというのに、そこに甘い雰ふん囲い気きは微み塵じんもなかった。血がにじむ肩に薬を塗ぬり込む夏涼も真しん剣けんそのもので、色気など漂ただよう気配はない。

「兄上と何があった？　少し性格に難はあるが、女に手を上げるような人ではない」

　彼が眉間に皺を作ることは珍めずらしい。心配されているのだろうか。

「夏涼に性格を指し摘てきされたらかわいそうだと思うけどね」

　冗じよう談だんめかして笑ってみたが、彼の眉間の皺は消えなかった。

「何もなかったよ。昨日の宴のことを少し話しただけ。そんなことより、なんであんな所にいたの？」

「女官が慌あわてて呼びに来た」

「呼びに行ってくれたんだ。おかげで助かったよ」

　いつもの自信に満ちた笑えみは鳴りをひそめ、彼の眉間の皺は増すばかり。

　これではどっちが怪け我がをしたのかわからない。

「小しやお鈴りん、俺は──……」

「いいよ、何も言わなくていい。夏涼が何者でも、私にとっては些さ細さいなことだもん」

　黄準が言うことが本当で、夏涼に天賦がなくても構わない。邪じや悪あくな天賦で公表できないのだとしても、小鈴にとって目の前にいる彼が全すべてだ。

「いや、これは俺のわがままだ。どうか、聞いてほしい」

　弱々しい声だった。今日の夏涼は、巣に取り残されたひな鳥のように儚はかない。

　だから、手を差し伸のべたくなってしまったのだ。

「わかった。夏涼が望むなら聞くよ。全部」

　彼は大きく息を吸い込んだあと、ゆっくりと吐はき出した。

　ほんの僅わずかの間だが、やけに長く感じる。

「感づいているとは思うが……俺には生まれつき、天賦がない」

　ぽつりと呟かれた夏涼の声が、不思議と鮮せん明めいに響ひびいた。

「今まで君を騙だまして、利用した。俺は君の不思議な絵を天賦の代わりにしようとしたんだ。そのせいで、君を危険な目に遭あわせた。巻き込んですまない」

　夏涼は深々と頭を下げる。皇こう帝ていにするよりも深く頭を下げるものだから、小鈴はどうしていいかわからず手を右往左往させる。

「利用って言っても、絵を描くと決めたのは私だよ」

「君がその力を使うことを嫌いやがっていたのは知っている。それでも、自分のために使うよう仕向けた。これを利用と言わずしてなんと言う？」

「そうかもしれないけど……」

「俺は皇族として欠けている。普ふ通つうじゃないんだ。普通のふりをするために、なりふり構わず君を利用した。ひどい男なんだ。軽けい蔑べつするだろう？」

「軽蔑なんてしないっ！　人と違うって辛つらいもん。みんなと同じになりたい気持ち、わかるよ。私には、わかる」

　普通という言葉は、小鈴が喉のどから手が出るほど欲しかったものだ。夏涼もまた、そのたった二文字に手を伸ばし続けていたのだろう。同じだ。

「わかったふりなんかしなくていい。傷ついた顔もするな。同情されても困る」

「私も一いつ緒しよだから。普通じゃないから……わかる」

　夏涼ならば、小鈴の黄金の瞳も受け入れてくれるのではないかと一いつ瞬しゆん思った。

　内に抱かかえている孤こ独どくから救われたい一心で、声を絞しぼり出す。

「確かに、あの不思議な絵の力は普通じゃないが、立派な才じゃないか。花に命を吹ふき込み、水を躍おどらせる。誇ほこれるものだ」

　小鈴はすぐそこまで出かかっていた言葉を飲み込んだ。恐おそらく、小鈴の持つ黄金の瞳の力は、夏涼からすれば喉から手が出るほど欲しいものだ。皇族にとっては普通の、人とは違ちがう特別な力。

　それを捨ててこの国に来たのだと、どうして言えようか。

「そ、そうかな……。でも、彩さい絵かい術じゆつはこの国では普通じゃないから」

「彩絵術？」

「あの不思議な絵は、彩絵術っていうの。私は幻倭国というところから来た。海に浮うかぶ蛇へびのように長い島国で、年中霧きりに覆おおわれている国だよ」

「知らない国の名だ。そこではその不思議な絵は当たり前にあるのか？」

「みんながみんな使えるわけじゃないけど、修しゆ行ぎようを積めば誰だれでも使えるよ。彩絵術は絵を介かいして自然に干かん渉しようする技わざでね。描かき上げた図ず柄がらに隠気を流すことで完成するの」

「隠気とはなんだ？　杏あんずの木も水龍も隠気とやらが流れたところを見ていないが……」

「隠気は人には見えない生命力のようなものかな。一人一人量も流れも違っていて、頭の天てつ辺ぺんから足の指の先まで川のように流れている。もちろん、夏涼の中にもあるよ」

「花を咲さかせて、昨日は水を呼んでいたが、他ほかには何ができるんだ？」

「あとは風を起こしたり火を焚たきつけたり。使い方は色々」

「まるで書に残る仙術のようだな」

「私もそう思った。彩絵術は幻倭国では当たり前に使われているけど、謎なぞも多いんだ。仙術と彩絵術の元は同じなんじゃないかって思っている。私はそれを調べに来たの」

「なるほど。それで書庫の閲えつ覧らんか」

　夏涼は納なつ得とく顔で頷うなずいた。嘘うそをつくことなんて慣れているはずなのに、胸が痛んだ。

「そういうわけだから、私も夏涼のことを利用していたの。だから、気にしないで。この後宮にいるあいだ、協力するよ」

　大きな秘密を告白することはできない。せめてもの代わりに、同じように苦しむ夏涼のために何かしたいと思った。小鈴にできることは、寵ちよう妃ひのふりと彩絵術くらいだろう。

　普通になるために彩絵術を一度は手放した。けれど、第二皇子の正せい妃ひでいるあいだだけは、彼のために筆を持ちたい。

「それでは俺に利がありすぎる」

「そんなことない。……そうだ。なら、時間があるときに本を読んでほしい。私じゃ何を書いてあるかわからないの。それなら、おあいこだよね？」

「そんなことでいいのか？」

「いいよ。助かる。痛っ！　もっと優やさしく手当してよ」

「悪いな。手当なんて慣れてないんだ」

　確かに、薬を塗ったり、布を巻き付ける手つきもたどたどしい。だが、傷口を見る夏涼の目は真剣そのもので、これ以上文句も言えなかった。

「今日は本当にすまなかった。おそらく、昨日の宴うたげで茶に細工をしたのも兄上だろう」

「黄準殿でん下かが？」

「幼いころから周りに『どちらが皇位を継つぐか』と言われてきた。昔からいい仲じゃないんだ。俺の秘密を皆の前で暴あばきたかったのだろう」

　夏涼が言うには、母親の代から確かく執しつが続いているらしい。黄準は皇帝がまだ皇太子のときに生まれた長子。長子を産んだ黄準の母親は嵐南国内では有力な一族の娘むすめだった。皇太子が即そく位いした暁あかつきには、皇后の席が約束されていたと言っても過言ではない。しかし、その席に座ったのは、黄準の母親ではなく、即位後間もなく季華国から嫁とついできた公主。

　国内の有力貴族の娘と、一国の公主を天てん秤びんにかければ、後者のほうに傾かたむくのは当たり前だ。黄準の母親は貴妃という側室の中では最高位の席を用意されたが、親子共に納得がいっていないのは当たり前だ。

「俺に天てん賦ぷがないことは、父上とお祖母ばあ様しか知らない。だが、何らかの理由で兄上は知ったんだろう。だから、宴の席を利用しようとした可能性が高い」

「そういえば、あの場で夏涼の天賦を披ひ露ろうするように話を振ふったのは黄準殿下だったっけ。でも、私に失敗してほしい人だってたくさんいるでしょ？」

「その可能性も否定できないな。どちらにせよ、くれぐれも気をつけてくれ」

　夏涼の顔は真しん剣けんそのもので、これがただの警告ではないことを察知する。

「そこまで言うってことは、まさか、黄準殿下とのあいだに何かあるの？」

「勘かんがいいな。さすがは我が妃だ。見込んだだけのことはあるな。そのまさかだ。次の仕事は兄上の仕事に関かかわってくる。兄上のことだから、『奪うばわれた』と思うだろう」

　面めん倒どうなことだというのに、彼は嬉うれしそうに笑う。

　目眩めまいがして、ふらりと寝しん台だいに倒たおれ込む。手の先がふわふわの毛玉に当たったが、碁石はもぞもぞと動くだけで、目すら開けなかった。
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　人間関係の悩なやみとは、人と関わりを持つことが許された者のみが得られる特別なものだと思う。人生の中で、人間関係と呼べるものがあるとすれば祖父だけだ。彼は捨てられた小鈴を拾った養父であり、ずっと一緒に生きてきた祖父であり、彩絵術師の師でもある。家族の優しさと師の厳しさを合わせもっていたが、彼との関係が崩くずれたことはなかった。

　小鈴と祖父を結ぶ糸は一本しかなく、絡からまることを知らない。しかし、人が二人、三人と増えていけば絡まっていくものだ。つまり、後宮などという狭せまい世界の上、人との関わりが多い場所は糸が絡まり、大きな瘤こぶを作っていることも多い。

　ときどき朱明宮に遊びに来る翠衣は、色々な話を教えてくれた。第一皇子と第二皇子の確執や、第二皇子の人気ぶりなど。他にも妃同士の繋つながりなども教えてもらったのだが、知らない人の名を多く出されると目眩がしそうになる。

　でもこの情報が何かの役に立てばいい。

　最近の夏涼は、朝あさ餉げを終えると朱明宮を出て行く。戻もどってくるのは夕餉の時間かそれより遅おそい。小鈴が眠ねむってしまったあとのこともあるようだ。新しい仕事が忙いそがしいらしい。

「夏涼は今日も遅いのかしら？」

　昼を過ぎると飲やむ茶ちやが出される。甘い点心と上等なお茶。お茶を飲みながらつい口から出た言葉を受け、垂れ目の女官が目め尻じりに皺しわを作って笑った。

「殿でん下かは最近お忙しいようですから。お寂さびしいですか？」

「全然っ！　いるとうるさいからせいせいしているところよ！」

　小鈴は大きく頭を横に振る。夏涼が朱明宮にいる日は騒さわがしい。女官たちが浮き足立つからという点もあるのだが、それ以上に夏涼が問題だった。

　女官の前で小鈴に甘い言葉を並べるのだ。目の前にある点心よりも甘い。店でも始められそうなほどの量に毎日辟へき易えきしていた。

　しかし、今の言葉では『寂しい』ととられても仕方がない。勘かん違ちがいされた恥はずかしさに足あし下もとに転がる碁石を拾い抱だきしめる。ふわふわとした感かん触しよくと人ひと肌はだよりも少し温かい温度が心地ここちいい。肉球は柔やわらかく、ずっともんでいられる。気持ちを落ち着かせるには最高だ。

「それは少し寂しいな」

　甘さを含ふくむ声に胸が大きく跳はねた。女官のような高い声ではなく、男性特有の少し低い穏おだやかな声だ。心音が速まっていくのを感じながら、ゆっくりと振り返る。その服はよく知っている。朝、着き替がえを手伝うのは妻の大事な役割だと言われ、手に取った衣ころもだ。

「夏涼……なん──……」

　言葉を続ける前に、小鈴は慌あわてて顔を碁石のもとへと埋うずめた。突とつ然ぜん、封ふう印いんが解けたのだ。

　次し第だいに目に熱が集まるのを感じる。

（なんで、今なの!?）

「小しやお鈴りん？」

　夏涼の怪け訝げんそうな声が聞こえる。しかし、顔を上げるわけにはいかない。まだ目が熱い。目に熱が集まるのは、封印が解けている証しよう拠こだ。瞳ひとみが黄金きんに変化しているのは間ま違ちがいない。

　心臓はいまだ駆かけ足で、うまい言い訳も思いつかない。考える暇ひまもなく目に集まっていた熱は消えていく。ほんの少しの時間だった。ゆっくりと顔を上げる。

（碁石の隠いん気きは……見えない。よし、大だい丈じよう夫ぶ。封印は戻っている）

　顔を上げると、心配そうな夏涼の顔が目に入った。

「大丈夫、ちょっと碁石のもこもこの毛を楽しんでいただけだから」

　うまい言い訳が考えられるわけもなく、思わず作り笑いを浮うかべる。

「小しやお鈴りん様はお恥ずかしいのでしょう」

　首を傾かしげる夏涼相手に、垂れ目の女官がさらに目尻を落として笑う。

「朱明宮に入られてずっと一いつ緒しよだった殿下が忙しくなれば、寂しくないわけがありません。少し意地を張ったところを聞かれて恥ずかしいのでしょう」

　違う。違うのだが、それを言えば説明を迫せまられる。結局もう一度碁石に顔を埋めて沈ちん黙もくの肯こう定ていをするしかない。敗北だ。おそらく今日の夕餉の時間までに噂うわさは広まる。

「寂しい思いをさせてすまなかった」

　夏涼は小鈴の肩かたを優しく抱く。第二皇子の顔をしている。こういうときの夏涼はとても積極的で手がつけられない。

「今日は早く終わったから、小しやお鈴りんに会いたくて来てしまった」

「それは、どうもありがとう。早く帰ってこられたってことは何かいいことがあったの？」

「逆かな。にっちもさっちも行かなくて癒いやしがほしくなった」

　小鈴を抱きしめる夏涼を見て、女官はそっと部屋を出ていった。ちらりと見えた顔が少しにやけていた。今すぐにでもみんなに話したいと顔に書いてある。

　足音が遠くなり、消えていく。それでも夏涼は小鈴を抱きしめ続けていた。

「……ねぇ、もうよくない？」

「まだ見ている者がいるかもしれないだろ？」

　いつもこうやって人を揶揄からかうのだ。すでに第二皇子の仮面など外している。それは、周りに人の気配がない証拠だ。なかなか離はなれない夏涼の頬ほおをつねった。

「痛いな。商売道具に傷をつけないでくれよ」

「少しくらい傷がついたほうが、男らしさがはね上がると思うけどね」

　この顔でにこりと笑えば、十歩先にいる女も頬を染める。小鈴につねられて頬が少し腫はれ上がるくらいでは、威い力りよくは変わらないだろう。

「それで、うまくいかないってことは、黄準殿下と何かあったの？」

　夏涼の動きが止まる。小鈴を揶揄うときは、本気で遊んでいるときか何かを誤ご魔ま化かしたいときが多い。今日は後者だろうと思ったのは、ただの勘だ。

「よくわかったな」

「まあね。私も情報収集くらいできるんだから」

　黄準と夏涼の確かく執しつは、女官たちの立ち話でもよく話題に上る。この後宮では有名らしい。黄準は《境界》という天てん賦ぷゆえ、武官や都の民たみに絶大な人気を誇ほこり、夏涼は城内で働く官かん吏りたちからの信しん頼らいが厚いのだと。

　その中での、今回の仕事。素人しろうと目めにも一ひと筋すじ縄なわではいかないのは明らかだ。

　夏涼は大きなため息をついたあと、隣となりの席にどかりと座った。

「新しい仕事というのは、都の端はしにある山の中に妖よう獣じゆうが出たという噂の調査なんだ。ただ、噂の域で本当かどうか怪あやしい。聞いたところによると、都の警備に関わる衛え士じは見たことがないらしい」

「あれ？　都に警備する衛士なんていたっけ？」

　ひと月ほど都の端に住み、騒がしい地区や山の中を歩いて来たが、警備をしているらしい人を見たことはない。騒ぎがあると、呼ばれてやってくるあれのことだろうか。

「《境界》に守られているからな。警備の数は少ない。昔は迷い込んできた獣や妖獣退治を行う花形だったんだが、今じゃ喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいくらいだ」

「見回りもほとんどないなら、街に出ない限り衛士が見ることもないんじゃない？」

「その通り。だから、兄上には見回りを強化して、真相を確かめたいと頼たのんだ」

　そこで夏涼は再び大きなため息を漏もらす。前まえ髪がみが吹ふき飛びそうなほどだ。

「その様子じゃ、断られた。と？」

「ご明察。『私の能力は完かん璧ぺきだ』と聞く耳を持たない。完璧だとしても、警備を増やすだけで民は安心すると思うんだが……」

「でも、黄準殿下の能力をみんな信用しているから、不安もないんじゃない？」

　都で暮らしていたときから黄準の信頼は絶大だった。日に何度も耳にするくらいだ。

「大きすぎる恐きよう怖ふを隠かくすとき、人は自分に嘘うそをつく。《境界》の中にいるのだから安全だ。妖獣の噂は嘘だ……ってな」

　都の端にある集落に身を置いていたとき、近くに住む女性はいつも心配ばかりしていた。あれこそが、都に住む者の隠された声なのかもしれない。

「そうだよね。全く怖こわくないなんてことはないか」

「それに、本当にただの噂かどうかはわからないだろう？」

「夏涼は黄準殿下の天賦を信用してないの？」

「たぐいまれな能力であることはわかる。だが、その守りが完璧かどうかはわからない。火のない所に煙けむりは立たないとも言うだろう？　妖獣の噂を使った別の陰いん謀ぼうが隠されている可能性だってある。民は理由がわからなければ、いつまで経たっても安心はできない」

　小鈴は思わず笑った。仕事の話など、一度もされたことがなかった。だから、話してくれたことが信頼の証あかしのような気がして嬉うれしかったのだ。

　夏涼は訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「ううん、何でもない。協力が得られないなら、自分で調べてみるしかないんじゃない？」

「そうだな。そのとおりだ。指をくわえて待っているわけにはいかないな」

　夏涼は三度目のため息のあと、飲みかけのお茶をぐいと飲む。小鈴が飲んでいたものだ。

「ちょっと、それ私の」

「いいだろう？　これくらい。夫ふう婦ふなんだ」

　ぐいっと顔を近づける。茶ちや碗わんに小鈴の紅が残っていたのだろう。夏涼の唇くちびるが僅わずかに紅で汚よごれている。

　慌てて唇を拭ぬぐおうとしたとき、扉とびらが開いた。

「失礼します。……お茶をお持ちしました」

　色白の女官が盆ぼんに茶器を載のせて入ってくる。小鈴は内心慌てていたが、夏涼のほうは全く気にした様子はない。すでに輝かがやかんばかりの顔で笑っている。宙をさまよった手は、碁石のもとに戻もどすことになった。女官の前で堂々と夏涼の唇を拭う勇気はない。

（絶対に入って来る前から気づいていたでしょ）

　お茶を準備するあいだ、女官の視線は夏涼の唇に釘くぎ付づけだ。夏涼は小鈴を揶揄って遊ぶ癖くせがある。いい迷めい惑わくだ。

「小しやお鈴りんから元気をもらったから、頑がん張ばれそうだよ。ありがとう」

　花も綻ほころぶ笑え顔がおを見せ、何も言えない小鈴の額に唇を押し当てた。小鈴の代わりに、色白の女官の顔が赤く染まる。彼女も早く慣れたほうがいい。夏涼はそういう男なのだ。
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　小鈴は早起きの部類だと思っていたが、考えを改めなければならない。耳慣れない音で目が覚めた。風を切るような音だ。一度や二度ではなく、何度も断続的に聞こえる。

　うるさいというほどではなかったが、何の音なのか気になった。碁石はいまだ夢の中。何が起こっても動じないほど大物のくせに、小鈴がいないだけで慌あわてるのだ。揺ゆすって起こしてみたが、まだ眠ねむいらしく、丸い身体からだを更さらに丸めた。

　起きない碁石のことは寝しん台だいの上に放置し、小鈴は沓くつも履はかずに外へと出る。小鈴の寝所を出るとちょうど庭になっている。凰華園のように広いわけでも、蓮華宮のように華やかでもないが、落ち着いた庭だと思う。夏涼の好みが反映されているのだろうか。

　その庭の真ん中に音の主はいた。

　顔には似合わない大たい剣けんを振ふり回すのは、この朱明宮の主あるじ──夏涼だ。朝焼けに照らされる彼は、炎ほのおの中で踊おどっているようだった。彼の剣技はまるで重力を感じさせない。

　肩かたにふわりと羽織を掛かけられて、我に返った。隣では色白の女官が微笑ほほえむ。

「小しやお鈴りん様、このような格好では、お風邪かぜを召めされますよ」

　寝ね間ま着きとして使っている襦じゆ裙くんは、着き心地ごこちはいいが薄うす手でだ。下着同然の姿をたしなめられたと気づき、掛けられた羽織を胸むな元もとまでたぐり寄せる。

　嵐南国の流行は薄うす絹ぎぬの襦裙。胸元が開いたものが好まれ、豊満な肉体を持つ美女がまとえば、目のやり場に困るほどだ。そのような着こなしが好まれてはいるが、下着姿で歩くことはまた別の話。妃きさきたるもの、慎つつましやかでいなければならない。

　着の身着のまま生きてきた小鈴には、どれが下着でどれが普ふ段だん着ぎなのか見分けもつかないほど上等なのだが。

「ありがとう。夏涼って、いつも朝から剣を振り回しているの？」

「はい。毎朝陽ひが出たと同時くらいでしょうか」

「そんな早くから……」

　剣の腕うで前まえでは皇族の中で夏涼の右に出る者はいないという。そこまで極きわめてなお、上に行こうとするのはなぜなのか。
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　剣が好き？　しかし、好きとは違ちがう。それ以上の気き迫はくを感じる。

（もしかして、天賦がないから……なんてね？）

　天賦がないから武を磨みがき、天賦がないから知を得たのだとしたら。背筋が寒くなる感覚に、小さく身体が震ふるえた。

　夏涼が動きを止める。手で乱暴に汗あせを拭うと、振り返った。急に視線が交わり、強く胸が跳はねる。息をするのも忘れて、歩み寄る夏涼を見続けるばかりだ。

「朝から、覗のぞき見かな？」

　穏おだやかな笑みは第二皇子のものだ。側そばに女官がいるせいだろう。小鈴以外の人には絶対に本ほん性しようを現さないから。

　剣の技わざは一流だが、弓の技術はいまいちのようだ。狙ねらった先は小鈴だというのに、隣に立つ女官の心臓を打ち抜ぬいている。狙った的をかすめることもなく隣の的を射い貫ぬくなど、下手くそ以外の何物でもない。

「いつから見ていたって気づいていたの？」

　夏涼はずっと集中している様子だった。彼が動きを止めるまでのあいだ、目だって一度も合わなかったのだ。

「あんな熱の籠こもった目で見られたら、誰だれだって気づくよ」

　夏涼が優やさしく小鈴の腰こしを抱だく。小さな悲鳴が聞こえた。小鈴のものではない。女官のものだ。夏涼に目だけで合図を送られた女官は、パタパタと駆けていった。

「もう誰もいないんだから、離はなしてよ」

「誰かが見ているかもしれないだろう？」

　力を込めて夏涼の胸を押しても、びくともしない。衣ころもをまとえば線は細く、舞まいでも舞っているほうが似合いそうなほど優美な見た目をしているというのに、鋼はがねのように固い。

「今日は朝ちよう儀ぎから戻ってきたあと、すぐに出かけるから」

　夏涼が耳元で囁ささやく。木の陰かげや建物からこっそり見ている女官でもいるのだろうか。仮かり初そめの寵妃に対する甘い態度と優しい笑顔。見せつけていないのだとしたら、小鈴を揶揄からかって遊んでいるとしか考えられない。

「はいはい、いってらっしゃい」

「違う。小しやお鈴りんも一いつ緒しよに出かけるんだ」

「私も？　私は後宮から出られないんでしょ？」

「基本はな。だが、規則は破るためにあるんだ」

　彼は口角を上げた。悪わる巧だくみを考える悪わる餓が鬼きは大たい抵ていこんな顔をする。真っ赤な朝焼けに照らされた夏涼の瞳ひとみは、まるで燃えさかる炎の色をしていた。

　額を滑すべり頬ほおを撫なでる一ひと滴しずくの汗を目で追う。

「ん？　どうした？　俺のこと、惚ほれ直したか？」

「直す前に全く惚れてないし……！　それより、そろそろ離してよっ！」

　ニヤニヤと笑う意地悪な男に惚れるわけがない。顔が近い。

　心臓が駆けるように速くなる。ドクンドクンと身体からだ中に心音が鳴り響ひびく。

　近すぎる顔から離れるために、半身をひねった。そのときだ。

（えっ……!?　なんで、また!?）

　急に訪おとずれた両目に熱が集中する感覚。それは、目の封ふう印いんが解けた証あかしだった。慌ててぎゅっと目をつむる。

「小しやお鈴りん、どうした？」

　異変に気づいた夏涼が小鈴の顔を覗き込もうとしているのがわかる。しかし、この二つの満月を見せるわけにはいかない。

　小鈴は肩に羽織っていた衣を力任せに引き抜くと、夏涼の顔に押しやった。

「おいっ！」

「あ、汗をかいてそのままにしたら風邪ひくから、これ使って！」

　突とつ然ぜんのことで驚おどろいたのか、彼の腕の力が弱まった。

　小鈴は彼の腕の中からするりと抜けだし、真っ直すぐに部屋の中へと走る。

　後ろで夏涼が何か言ってはいたが、小鈴に返事をする余よ裕ゆうはなかった。

　鏡にうつるのは輝く黄金の瞳。小鈴が大だい嫌きらいなものだ。爛らん々らんと輝くそれは、次し第だいに力を失っていく。熱が引いていく感覚。二つの満月は黒に染まった。

　四片へんの封印の証は消えてはいない。なのに、なぜ？

（うかうかしていられない。早く、この瞳をどうにかしないと）

　この黄金が元に戻もどってしまえば、小鈴はまた一人になってしまう。

　異様な寒気を感じて、小鈴は自分の身体を抱きしめた。
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　馬車は駆かける。この光景は既き視し感かんがあった。正面に座る夏涼と、その左側に離れて座る小鈴。そして、揺れに合わせて床ゆかでごろごろと転がる碁石の三人だ。

　車輪が石に押し上げられ、大きく跳ねるたびに碁石が跳ね、目を丸くする。箱の外に転がり落ちてしまいそうだったので、途と中ちゆうで抱き上げた。

　この光景は小鈴が突とつ如じよ、第二皇子の妃として迎むかえられたときに似ている。

「夫ふう婦ふ水入らずに熊くまも同どう伴はんとは」

「いいでしょ。一人にしたらかわいそうだよ。それに、こんな格好で夫婦も何もないよ」

　小鈴は腕を伸のばし、男物の服をまじまじと見た。

　朝儀から帰ってきた夏涼はどこから手に入れてきたかわからない男物の服を小鈴によこした。裾すその窄すぼまった袴はかまと、足首まである丈たけの長い袍ほうだ。女性の、扇おうぎのように開いたひらひらとしている袖ではなく筒つつ袖そでで、動きやすい。

　夏涼もふだんとは違う格好で馬車に乗っていた。質素で装そう飾しよくのない衣は初めて二人が会ったときと同じ格好だ。お忍しのびというやつなのだろう。

「今日は何をするの？」

　外はガヤガヤと騒さわがしくなっていた。箱の形をした馬車には左右に小窓がある。それを覗くと、賑にぎわっている繁はん華か街がいを風を切って走っている。どこに向かうというのか。

「もちろん、調査だ。俺一人より、小しやお鈴りんみたいなのがいたほうが警けい戒かい心しんを解きやすい」

　煌きらびやかな衣服や装飾を外しても、彼の持つ容よう貌ぼうは変わらない。高貴な雰ふん囲い気きは隠かくせていないように思う。初手で警戒されても仕方ない。

「それはわかったけど。ねえ、私みたいなのってどういう意味？」

　馬ば鹿かにされているような気がするのだが、夏涼はカラカラと笑うばかりで詳くわしくは教えてくれなかった。

「悪い意味じゃないさ。後宮の中だけだと窮きゆう屈くつだろう？　それに、今回の仕事は失敗するわけにいかないんだ。万ばん全ぜんを期したい。俺のために少し力を貸してくれ」

　夏涼は拳こぶしに力を込める。僅わずかに震えた拳から気迫のようなものを感じた。

「なんでそんなに気負っているの？　妖よう獣じゆうっていうのも単なる噂うわさかもしれないんでしょ？」

「天てん賦ぷがないせいで、この年になっても父上からは子ども扱あつかいをされることが多い。今任せられている内務も、祖母が父上に口くち添ぞえしてくれて与あたえられたものだ」

　彼の横顔はどこか悔くやしそうだ。

「これを成功させれば、父上も少しは俺を一人前と認めてくれるはずだ」

　剣けん技ぎの腕うでがあれほどでも、どんなに知を持っていようとも、この国の皇族は天賦がなければか弱く見えてしまうのだろうか。

　それは、どれほどの屈くつ辱じよくだろう。今回の機会に賭かける彼の気持ちがうかがえる。

「わかった。夏涼の力が認めてもらえるように、私も協力は惜おしまないよ」

　小鈴は力いっぱい拳を握にぎる。決意を新たにしたところで、あれ？　と首を傾かしげた。

「でも、この前は碁石を捕つかまえようとしていたじゃない？　あれは仕事じゃなかったの？」

「あれは偶ぐう然ぜんだな。広い場所で鍛たん錬れんがしたくて山に入ったらこいつが警戒心もなく歩いてきて、あの罠わなにかかった。助けてやろうと思ったら、どっかのお人ひと好よしが止めに入ってきたんだ」

「つまり……。碁石を殺そうとしたわけじゃないってこと？」

「まあな。噂になっているのは知っていたから、城に連れて帰るつもりでいた」

「それはなんというか、勝手に決めつけてごめんなさい」

　手を合わせて謝罪すると夏涼は笑った。

「構わない。どのみち保護するか都の外に放すかのどちらかになっていただろう。こいつは小しやお鈴りんと一緒にいるほうが幸せそうだ」

　夏涼の手が碁石の腹を乱暴に撫でる。最初こそ夏涼を警戒していたが、すっかり彼に慣れたようだ。山でのことを忘れてしまった可能性も高い。野性を忘れた熊は小鈴の膝ひざの上で夏涼にこねくり回されるばかりだ。

「それで、今日は調査だって話だけど、妖獣探しに山にでも入るの？」

「いいや、当てずっぽうに山に入っても、見つかるとは思えん。こういうときは、聞き込み調査から始めるに限る」

　ほどなくして、馬車が止まる。夏涼は歯を見せて笑った。




　この広い都は二重の城じよう郭かくから成っている。一つは城をぐるりと一周する城郭。高い塀へいと深くて広い堀ほりが嵐南国の中ちゆう枢すうを守っていた。そして、二つめが《境界》だ。広い都を囲む塀こそないが、邪じやの侵しん入にゆうを阻はばんでいる。

　嵐南国の都の安全性は折り紙つきだと誰だれもが言う。しかし、小鈴にはそれが理解できなかった。目に見えない不確かなものに命を預けるのは怖こわくないのだろうか。

　賑わう繁華街は肩かたと肩がぶつかるほどの人ひと混ごみだ。少し道を外れれば空すくのだが、代わりに物もの乞ごいや追い剥はぎに遭あいやすくなる。

　いつもならば何度も人と肩をぶつけ、謝りながら歩くのだが、今日は一度もぶつかっていない。さりげなく夏涼が守ってくれていることに気づいたのは、少し歩いてからだ。背負った大きな風ふ呂ろ敷しきの中に碁石を隠してある。ぶつかるとかわいそうなので、助かった。

「聞き込み調査って言うけどさ、なんでこの格好なの？　皇子姿で人を集めて話を聞いたほうがてっとり早いんじゃない？」

「突然、皇子が現れて皆みなが素す直なおに答えると思うか？　しかも、ここは第一皇子の境界内だ」

　小鈴は「あ」と小さく声を上げた。皇子相手に境界内に妖獣が出たかもしれないなどと言えば、天賦の力を疑っていることになる。皇族は絶対的な存在で、そのお膝ひざ元もとで暮らしながら盾たて突つく者がいるだろうか。下手を言えば、この平和な都から追い出されかねない。

「だから、この格好なんだね」

　ただ遊びたいだけかと思ったが違ちがったようだ。心の中で非礼をわびたのだが、「あの格好だと好きに飲み食いできないしな」と続けられ、なんとも言えない気持ちになった。

「さ、情報収集の時間だ」

　夏涼が指さしたのは、この辺りでは人気の茶館だ。──銀ぎん茶ちや楼ろうという名のよくある茶屋である。茶と説唱かたりものを楽しむことができる娯ご楽らく場で、ここから少し離はなれた花街にある妖よう艶えんな美女が舞まう青せい楼ろうとはまた違う。

　慣れた様子で夏涼は二人分の席料を払はらうと、一階の端はしの席へと座った。

　茶館はコの字形の木造二階建てで、舞ぶ台たいとなる場所は一階の吹ふき抜ぬけ部分だ。二階からも見下ろせるようになっている。

　すでにほぼ満席で、客はみんな茶を飲みながらひまわりの種をつまんでいた。

「こんなところで情報収集？」

　小鈴は首を傾げたが、唇くちびるに夏涼の人差し指を押し当てられ、それ以上の質問はできなかった。不ふ貞て腐くされる暇ひまもなく、舞台の中央に置かれた席に座った噺はなし家かが説唱を始めたのだ。

　披ひ露ろうされた語りは、《境界》にまつわる逸いつ話わだった。家より大きな獅し子しから都を守り、皇こう帝ていの命を狙ねらった暗殺者を捕まえた。そんな第一皇子をたたえる仰ぎよう々ぎようしい逸話ばかり。

（家より大きな獅子はさすがにいないと思う）

「よっ」というかけ声があちらこちらから聞こえてきて、場は盛り上がっていた。これが情報収集になるのだろうか？　疑問ばかりが浮うかび、つい薄うすい茶に手が伸びる。向かいに座る夏涼に「暇だ」と目で訴うつたえれば、彼はニッと白い歯を見せて笑った。

　何かをする前まえ触ぶれだ。

　やばい、と思ったときにはもう遅おそい。小鈴に止める暇も与えず、彼が大きな声で野や次じを飛ばしていたのだから。

「だが、その第一皇子の力もどこまで信用できるかわからないんだろう？」

　夏涼の言葉に茶館の音が消える。小鈴が茶器を倒たおした音が二階まで響ひびくほど。

「お兄ちゃんはわかっていないね。第一皇子の力は天が与えし神の力だ。この都を守ってくださるのさ」

「さあ、どうだか？　絶対なんてこの世に有りはしない。それに、最近、ここいらで出るって噂じゃないか」

　夏涼はそれだけ言うと、ひまわりの種を二つ三つ口の中に放ほうり込む。

　場の空気が変わった。

「……そういや先日、妖獣が出て花街の女が襲おそわれたらしい」

「いや、俺は街外れの婆ばあさんがやられたって聞いたぜ？」

「山の中におっきな足あし跡あとがあるらしいじゃねぇか」

　一度開いた口は閉まらない。嘘うそか誠まことかはわからないが、茶館の雰囲気は一変した。今まで、都は第一皇子に守られているから世界一安全だと言っていた男たちが、手のひらを返したように不安ばかり口にする。夏涼はそれ以上何も言っていないのに、お茶を飲みきるころにはたくさんの情報が集まった。

（凄すごい……）

「そろそろ行くか」

「詳しく話を聞かなくていいの？」

「ここに集まるのは噂だけだ。これ以上は『家より大きい獅子』の話しか出てこないさ」

　夏涼は小鈴の腕を引くと、集まって噂話を続ける男たちを横切った。

　もぞもぞと背中が動く。──碁石だ。さっきまで風呂敷の中、小鈴の背中にくっついて眠ねむっていた。小鈴が急に動いたせいか、はたまた騒さわがしいせいで目を覚ましたのだろう。

　事情など知らない碁石は居い心地ごこちが悪いのか、手足を動かし続ける。終しまいには、風呂敷の隙すき間まからひょこっと顔を出してしまった。

「うわぁあああ！　化け物っ！」

　小鈴のすぐ近くにいた男が大きな声で叫さけんだあと、腰こしを抜かした。この赤子ほどの大きさしかない小さな熊くまにだ。彼がもともと怖がりなのか、それとも会場の不安に当てられたのかはわからない。会場の視線は小鈴の背中に集中した。

「この子は化け物じゃないですよ」

「嘘言えっ！　そんな気持ち悪い柄がらの熊見たこともないっ！」

　白と黒。そんなに気持ち悪い柄だろうか。大きな声に驚おどろいた碁石を腕に抱だいた。腰を抜かすほどとは思えず、まじまじと碁石を見る。

　碁石がいまだわたわたと手足を動かす。こういうときは何かしたい意思を表していることが多い。床ゆかに置いてやると、走り出した。

「ひっ！」

（いや、そこまで怖がらなくても……）

　腰を抜かした男が後あと退ずさる。碁石は男には興味がないらしく、見向きもしなかった。真っ直すぐ目指した先は、先ほどまで夏涼と小鈴が座っていた席だ。

　小さな手足で椅い子すを這はい上がり、丸い身体からだを伸のばして机に腕を伸ばす。しっかりと手で掴つかんだのは、ひまわりの種。

　腹が減っていたのだろう。一つ口に入れると、気が抜けたのかコロンと転がる。そのままおむすびが転がるように椅子の下まで落ちてしまった。

　そんな中、動いたのは一人の大男だった。小鈴の二倍はありそうな男が大おお股またで小鈴のもとに近づいてきた。険しい顔で睨にらむ。

「あんたらこそ、その化け物で都を襲おうって魂こん胆たんなんじゃないのか？」

　熊と戦っても勝てそうな男も、この小さな生き物を化け物だと感じるものなのか。

　言い返そうと口を開いたが、夏涼の腕うでに阻まれた。まるで守るように背に隠かくされる。

「俺たちはこの熊を使った芸をしながら旅をして回っているんだ。こいつは化け物じゃない。大切な相棒さ」

「本当に旅芸人だというなら、証しよう拠こにその化け物を使って何か芸でも見せてみろよ」

（もうこうなったら正体をばらすしかないんじゃないかな……）

　夏涼が第二皇子だと言えば、ここは丸く収まるのではないか。夏涼の袖そでを引く。しかし、提案をする前に、彼は小鈴の耳元に唇を寄せた。

「小しやお鈴りん、彩さい絵かい術じゆつを使って玉乗りをさせることはできるか？」

「……まあ、できなくはないかな」

　彩絵術は自然に干かん渉しようする。少しのあいだ、碁石の小さい身体を玉と結ぶくらいなら造作もない。幸い、彩絵術の道具は持ち歩いていた。

　夏涼は満足そうに頷うなずくと、真っ直ぐ碁石のもとへと歩いた。

「仕方ない。タダ働きはしない主義だが、今日は可愛かわいい相棒のお披ひ露ろ目めといくか」

　ひまわりの種をめがけて椅子をよじ登る碁石を脇わきから抱かかえ上げる。そのままずかずかと舞台の中央へと立った。

「店主、何か玉はないか？　大きくても小さくても構わない」

　碁石と変わらない大きさの玉が店主から渡わたされた。息子むすこが昔使っていた蹴け鞠まりらしい。

　球体に彩絵術を施ほどこすのは骨が折れる。形のせいもあって、地面に描かくよりも難しい。しかし、心の中で悪態をつきながらも、どこかワクワクしていた。

「さて、始めるか。説唱かたりものだけじゃものたりない皆さん、安心して座って見ていってくれ。この熊は柄も変わっているが、玉に乗りこの大陸を渡り歩いてきた世にも珍めずらしい熊だ。季華国では皇族の覚えめでたく、褒ほう美びまで贈おくられている」

　夏涼は袖をまくり、高々と腕を上げる。腕には翡ひ翠すいの腕うで輪わ。皇子ならその程度の装そう飾しよく品を持っていてもおかしくはない。しかし、翡翠は貴重品だ。旅芸人が持てる物ではなかった。会場がどよめいた。

　嘘もはったりもここまでくると清すが々すがしい。

「本来なら嵐南の皇帝陛下に一番に見てもらいたいが、今日はほんの少しご覧に入れよう」

　蹴鞠を舞ぶ台たいの中央に置くと、夏涼はその上に碁石を乗せた。彩絵術は施されていない。

　きょとんとしたままの碁石は蹴鞠にしがみつく。無論、玉乗りができるわけもない。碁石は鞠と一いつ緒しよにコロコロと転がった。

「おいおい！　何もできてねぇじゃねえか！」

　飛ぶ野や次じに冷や汗あせが出た。しかし、夏涼は笑うばかりだ。蹴鞠を気に入った碁石は鞠にじゃれているが、観客が見たいものとは少し違ちがう。

「まあまあ。今日のお客さんはせっかちだな。さあて、ここからが本番だ。この蹴鞠、ただの鞠では熊も乗れやしない。これからこの鞠に神のごとき力を授さずけよう」

　夏涼の視線が小鈴を捉とらえた。舞台に上がれという意味なのはすぐにわかる。観客も彼の視線の意図に気づいたのだろう。多くの視線が小鈴に集まった。

　小鈴は、はやる気持ちを抑おさえる。

　舞台の中心では碁石が蹴鞠で遊んでいる。乗ることはできないから、手で転がすだけ。小鈴は碁石の側そばに胡座あぐらをかいた。

　さて、彩絵術の時間だ。

　気持ちが引き締しまる。ひとたび筆を持てば心を乱してはいけない。それが祖父の口くち癖ぐせだった。乱れた心は筆に伝わるからだ。

　球体に彩絵術を施したことはない。だからこそ高こう揚ようする。それは、新しい絵柄を開発するときの胸の高ぶりに似ていた。彩絵術は人生の太陽だったからだ。これだけは小鈴を否定しない。小鈴の行く先を照らし、話しかければ応こたえてくれる。

　白しろ絖ぬめの蹴鞠に筆を載のせる。小さな球体はすぐに描き上がってしまった。青を載せた蹴鞠は貴族が持つ物と同じくらい華やかだ。これで少しのあいだ、碁石は玉の上から落ちない。

（でも、それだけだとつまらないかな）

　小鈴はもう一色、持ってきている。紅くれないの絵の具だ。紅べに花ばなから作られる口紅は最高級品ではあるが、小鈴はたくさん持っていた。

　宴うたげの際に口紅で彩絵術を施したことを知っている夏涼が、小鈴にありったけの口紅を贈ったからだ。彼は抜ぬけ目ないところがある。

　小鈴が華やかな襦じゆ裙くんや、美しい装飾に興味がないことをわかっているのだ。

　女官たちはその口紅を見て、「口がいくらあっても足りない」と笑った。しかし、その言葉を聞いた夏涼がいつもの柔にゆう和わな笑えみではなく、艶つやのある笑みで小鈴の唇を撫なでた。

『紅はすぐ取れてしまうからね』

　その意味がわからない女官などいなかった。その場所は後宮で、小鈴は今をときめく第二皇子の正せい妃ひなのだ。その日、夏涼に大量に口紅を贈られたことは、小鈴が寵妃であるという逸いつ話わにすぐさま加えられることになった。

　手が震ふるえた。嫌いやなことを思い出してしまったせいだ。心を乱してはいけない。

　夏涼から贈られた紅を使い、小鈴は床にも絵を描いていった。視線など気にならない。誰だれがどんな感情で小鈴を見ているのかなど、筆を持つ小鈴には興味のないことだ。

　意識の奥で軽かろやかな琵び琶わの音が聞こえる。いつもならば誰も入れない無音の世界だというのに、迷めい惑わくな話だ。

　目の前に広がるのは紅花の絨じゆう毯たんに転がる青い蹴鞠。傑けつ作さくだ。

　大きな息を吐はききると、琵琶の音がひときわ大きく聞こえた。振ふり返る。

　視線が絡からまった瞬しゆん間かん、夏涼の指が止まった。夏涼の奏かなでる音色に聞き入っていた男たちはまるで憑つかれたように呆ほうけている。

「さて、準備は整ったようだ」

（この人、できないことなんてないんじゃないの？）

　文武両道と言われるだけあり、「武」の剣けん技ぎは様になっていた。あれを見た乙おと女めは皆みな、恋こいという感情に支配されることになるだろう。「文」のほうは噂うわさ程度にしか聞かないが、巧たくみな口を持っていることから想像するのは容易たやすい。

　その上、琵琶の腕うで前まえも楽師並み。天は夏涼が可愛すぎて色々持たせ過ぎたのではないか。だから、きっと均きん衡こうを保つために天てん賦ぷだけを抜いたのだ。

　小鈴に構ってもらえなかった碁石は夏涼の足あし下もとでうとうととしていたようだ。

「私が碁石を蹴鞠の上に置いたら、図柄に手をかざして」

　小さな声で伝えれば、夏涼は頷く。

　碁石の玉乗りに隠気を使うなど、とんだ無む駄だ遣づかいだ。祖父に見られたら大目玉だなと思いながらも、小鈴の胸はわくわくして落ち着かない。

「今日のことは一生忘れられない奇き跡せきになるだろう。見み逃のがさないように、よーく目を開けて見ていってほしい」

　夏涼の合図で碁石を蹴鞠の上に置く。同時に夏涼が図ず柄がらに手を差し出したのがわかった。

　床ゆかに描かれた絵が揺ゆれ、霧む散さんする。同時に玉の上に置いて行かれた碁石は慌あわてて小鈴のもとへと走り出した。

「すげぇ！　本当に歩いてるぞ！」

「どうなってんだ!?」

　転がり落ちるはずの碁石は玉の上に留とどまったまま、器用に足下の玉を転がす。実際は、足下の玉が碁石を誘ゆう導どうしているだけなのだが、その違いがわかる者はここにはいない。

　夏涼の隠気を吸い上げ彩絵術は奇跡を授けた。舞台から赤い絨毯が消え、蹴鞠が白絖に戻もどったとき碁石は床にコロリと転がった。

　どよめきと喝かつ采さいが茶館を揺らす。

　小鈴の心はとても満たされていた。




　馬車に揺られてなお、小鈴の心を支配するのは彩さい絵かい術じゆつを使ったことによる高揚だった。

「今日の術も凄すごかったな。小しやお鈴りんの手はまるで神の手だ」

　夏涼は小鈴の手を持ち上げ褒ほめ讃たたえた。

「夏涼の手も凄いと思うけど。剣けんを軽やかに振り回すのに琵琶をはじけば繊せん細さいな音色を奏でていたもん。私は、これ以外はてんでだめだから」

　細筆を取り出す。祖父の形見の品だ。「龍りゆうの髭ひげ」でできていると祖父は茶ちや目めっ気たっぷりに言っていたが、おそらく嘘うそだろう。その辺の馬の尾おから少しばかり拝借したに違いない。しかし、どんな毛でできているかなんて関係なかった。

「俺のような器用貧びん乏ぼうよりも、一つを極きわめているほうがいざというときは強い」

「そうかな？　今日の夏涼はかっこよかったと思うけど」

　取り出した細筆をしまう際、馬車が大きく跳はねた。座っていても大きな揺れに体勢を崩くずし、夏涼の胸に倒たおれ込んでしまう。細筆に追いやられたのか、しまっていた口紅の入れ物が床にコロコロと転がった。

　甘い花のにおいが鼻び腔こうをくすぐる。夏涼が好んで使う香こうの薫かおりだ。

「今のは大きい揺れだったな。大だい丈じよう夫ぶか？」

　耳元で聞こえる夏涼の声。あの日──夏涼が口紅を大量にくれた日のことをありありと思い出し、小鈴の心臓が大きく跳ねる。

「だ、大丈夫」

　夏涼から慌てて離はなれて、紅とついでに碁石を拾い上げた。

　平常心。どうも最近、夏涼は小鈴の心を乱す。

（みんながあんなことを言うせいだ）

　紅はすぐに取れてしまう。はじめ、小鈴はその意味がわからなかった。唇くちびるを触さわらなければ紅など取れない。塗ぬり直すのは食事が終わったときくらいだ。食いしん坊ぼうではないと唇を尖とがらせる小鈴に、みんなが笑った。

　その日の夜、寝ねる準備を手伝いながら、色白の女官が教えてくれたのだ。『あれは、何度でも口づけたいという意味でしょう』と。

　それはいつもの広報活動に過ぎない。しかし、みんなに二人きりのときのことを想像されるのは気き恥はずかしかった。たとえ、事実無根だとしてもだ。

「で、俺がかっこいいって？」

「はいはい。かっこよかったよ」

　ただ意地悪でよく回る口を持っているわけではない。それは、夏涼の武器だ。小鈴を何度も助けてくれた。誰もが使える武器ではない。経験と度胸を必要とする。

　彼の持つ空気が人を引きつけるのだ。逃にげ続けていた小鈴とは違い、夏涼は背を向けず、ずっと闘たたかってきた。

「民たみのことを親身に思う皇子がいると知ったら、みんな喜ぶと思うな」

「俺は皇族だが、民と変わらない。天賦を持たないただの人間だ」

　夏涼は手をぎゅっと握にぎりしめた。小鈴は夏涼の手を握ろうとして引っ込める。

　彼とはただ協力し合っているだけで、いつか終わる関係だ。ずっと一いつ緒しよだと勘かん違ちがいをしてはいけない。けれど、最近考えることがある。

　夏涼ならば、黄金の瞳ひとみだって受け入れてくれるのではないかと。小鈴の嘘も弱さも、全部抱だき留めてくれるのではないか。

　考えて頭を振る。

「どうした？」

「なんでもない。今日は色々なことがあって疲つかれたなって」

　期待してはいけない。受け入れてもらえたとして、その後どうするというのだろうか。小鈴は仮かり初そめの妃きさき。いつか終わる関係だ。

　夏涼の側そばにいれば異い端たんにならずに彩絵術が使えるから、つい長居をしたくなっているのだろう。だが、全すべてはいつか手放すものだ。この関係も、彩絵術も。

　利用しているだけ。それだけの関係であることを小鈴は胸に刻んだ。
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　夏涼にとって後宮という場所は、自分以外を信じてはいけない場所だった。たった一つの席を奪うばい合う兄弟は、陰かげで足の引っ張り合いばかり。

　宮きゆう殿でん付きの女官や宦かん官がんも、夏涼を主あるじと思っているかはわからない。真の主は他ほかにいて、行動の一つ一つ、零こぼした言葉を一言も漏もらさずに伝えていることだろう。

　夏涼はそれを逆手にとって寵ちよう妃ひとの甘い日々を外に流している。

　気の置けない場所などないのだ。いや、ないはずだった。

「天──賦っと……どう？　上手に書けた？」

　隣となりに立つ小しやお鈴りんが自信ありといった顔で見上げてくる。寝る前の髪かみを下ろした姿はふだんよりもあどけない。

「夏涼？」

「いや……まあまあだな」

　紙にでかでかと書かれた『天賦』の文字。「天」に比べて「賦」が難しいせいか尻しりばかりが大きくなっていた。

　まるで碁石が座っているようだ。素す直なおに感想を述べれば、彼女は口を尖らせる。

　互たがいの秘密を明かし合った次の日から、夏涼は小しやお鈴りんに本を読み聞かせていた。しかし、途と中ちゆうから自分でも読めるようになりたいと小しやお鈴りんが言うので、字を教えるようになったのだ。

　寝しん所じよの片かた隅すみに卓子つくえを用意した。いつからだろうか。二人で並び筆を持つ夜をそわそわとした気持ちで待つようになったのは。

「妖よう獣じゆうの件はどう？　進展あった？」

「いや、兄上に警備の相談には行っているが、毎回追い返されている」

「黄準殿下抜ぬきではできないの？」

「衛え士じ府ふを動かせるのは兄上だけだ。兄上に無断で動かせば、謀む反ほんと取られても仕方ない」

「でも、最近は毎日一人で山に入っているんでしょ？　護衛もつけられないの？」

　夏涼を見る小しやお鈴りんの顔には心配と大きく書かれていた。

　護衛をつけて歩くことは考えていなかった。妖獣が現れても頑かたくなに天てん賦ぷを使わず剣で戦うのを見られれば、不ふ審しんに思う者も出てくるだろう。

　そうなれば、今まで守ってきたものが全て崩れてしまう。

「考えておく」

「力を借りられないなら、彩絵術を使う？　妖獣を捕とらえたりはできないかもしれないけど、妖獣が生き物なら、現れたときに警笛くらいは鳴らせるかも」

「そんなことが可能なのか？」

「恐おそらくね。この前、部屋で紙に描かいた図ず柄がらに間ま違ちがって碁石が触っちゃって……」

　小しやお鈴りんは楽しそうに話し出す。彩絵術のことになるととりわけ饒じよう舌ぜつになる。

　その横顔はどんな妖よう艶えんな美女も敵かなわない。煌きら煌きらと輝かがやき、夏涼を魅み了りようしてやまないのだ。筆を持つと格別で、いつまでも見ていられる。ふだんのくるくると変わる表情も愛らしいが、彩絵術を施ほどこすときの真しん剣けんな顔は誰だれにも見せたくなくなる。

　茶館で彩絵術を頼たのんだ際は、失敗したと思った。男の格好をしているというのに、あの場にいた男たちの視線を釘くぎ付づけにし、それにすら彼女は気づいていなかった。

　何度途中で抱だき上げて逃げようと思ったか。

「ねえ、ちょっと。聞いてる？」

　小しやお鈴りんの声ではたと気づいたときには、彼女は頬ほおを膨ふくらませ、夏涼を見上げていた。

「君の才は素す晴ばらしい。天賦にも勝まさると思っていた」

　彼女が笑う。いつものようなあどけない笑えみではなく、控ひかえ目でどう答えたらいいかわからないときに出る笑顔だ。

「夏涼はさ、官かん吏りの人からの信しん頼らいも得ているし。剣けん技ぎだって凄いよ。楽器だって楽師みたいにうまかったし。それに──……」

　隣に立つ小しやお鈴りんが夏涼の顔を覗のぞき込む。そして、ゆっくりと息を吸い込んだ。

「夏涼にだって才はある。夏涼はさ、自分の才能が見えていないだけだよ」

「見えているさ。俺には天賦がない。価値のない皇族だ」

　だから、喉のどから手が出るほど皇太子の座がほしい。

　天賦のない夏涼が認められたとわかる唯ゆい一いつの方法だ。

「あのね、才能は鏡には映らないんだよ」

　小しやお鈴りんは小さな鏡を指さした。朝の身み支じ度たくをするために置かれた鏡は夏涼の顔を映し出す。

「ほら、姿形しかわからないでしょ。夏涼は自分の姿を鏡でしか見られないから知らないんだよ。夏涼は持っている。ただ、天賦という形じゃなかっただけ。天賦なんて、わかりやすいだけだよ。夏涼はみんなと同じ目線で世界を見ることができて、人を守れるだけの強さもある」

　彼女の穏おだやかな声に、見せたくない部分を優やさしく撫なでられているような感覚に陥おちいる。己おのれにすら見せないように奥へ奥へと隠かくしていた心を、小しやお鈴りんがすくい上げた。

「ここの人たちは少し天賦に囚とらわれ過ぎているんだよ」

　それは慰なぐさめだろうか。返事をすることもできず、小しやお鈴りんの輪りん郭かくを目でなぞる。

「私には見えるよ、夏涼の才能」

　抱きしめられたのは夏涼の心だ。いつも膝ひざを抱かかえて泣いていたみっともない心。祖母にも父にも隠し、気づけば自分の目にも見えないように箱にしまっていた。

　彼女がそこから取り出して、優しく抱きしめる。

（優しくしないでくれ……）

　これ以上優しさを見せられれば、その手を離はなせなくなってしまう。

「あのね、だから……夏涼？」

　小しやお鈴りんが不安そうに夏涼の顔を覗き込む。黒い瞳がぎこちなく泳ぐ。

　敢あえて口角を上げた。

「そうか、君はそんなに私のことを考えていてくれたんだね」

　わざと小しやお鈴りんが苦手な笑みを作る。彼女は慌あわてて扉とびらを確かく認にんした。突とつ然ぜんの変化に女官が来たと思ったのだろう。彼女の頬をゆっくりと撫でた。

「こんなに愛してくれているなんて感激だ」

「そんなんじゃないよ！　愛しているとかそういう話じゃなくて……」

　腰こしを抱けば、ぐっと顔が近づいた。珍めずらしく顔が朱しゆに染まる。ようやく恥はじらいを持つようになってきたのだろうか。最初なんて、どんなに甘い言葉を並べても見向きもしなかったというのに。ようやく揶揄からかい甲斐がいが出てきた。

「ちょっと、夏涼!?　ねえ、そろそろ離してよ！」

　あともう少しいじめよう。そうすれば、人の領域に土足で入るようなことはしなくなるだろうから。

　叫さけびながら小しやお鈴りんは夏涼の胸を押す。

　小しやお鈴りんは視線を合わせていることに耐たえられなくなったのか、強く目を閉じた。彼女にその意図はないと断言できるが、これでは口づけをねだっているようにしか見えない。

　ゆっくりと、親指で彼女の唇くちびるをなぞった。

　彼女の肩かたが小さく揺ゆれる。わざと腕うでを緩ゆるめれば、するりと腕から離れていった。

　腕に残った温ぬくもりが消えて行く感覚。妙みように寂さびしいと感じるのはどうしてだろうか。

「やっぱり今日は自分の部屋で寝ねるね！」

　小しやお鈴りんは夏涼の顔も見ずに背を向けた。

　彼女は彩さい絵かい術じゆつの謎なぞを解くためにこの国に来た。目的を果たせば、野の良ら猫ねこのようにふらりと消えてしまうはずだ。

（いつか離れていってしまう存在なら、優しさなんて見せないでくれ）

　これで彼女は夏涼との距きよ離りの取り方を考えるだろう。

　鏡が夏涼を映す。

　小しやお鈴りんの言うとおり、才は見えなかった。




　小鈴は慌てて夏涼の寝所から飛び出した。

（まただ！　また封ふう印いんが解けた……！）

　今日は変なことを言って夏涼を傷つけてしまったかもしれない。その上、うまい言い訳もできず飛び出してきてしまった。

　夏涼は不審に思っただろう。しかし、なかなか目の封印が戻もどらなくて、怖こわかったのだ。

　二人の女官が驚おどろいていたが、構わず部屋へと飛び込む。

（そういえば、いつも封印が解けるときは、ドキドキしている）

　初めて封印が解けた日も、後宮に入ったあとも、心しん拍ぱく数すうが上がったあとに封印が解けていた。ならば、落ち着けば封印ももとに戻るはずだ。胸を押さえ、深呼吸を繰くり返す。すると、ゆっくりと目に集まる熱は去っていった。

（やっぱり、心拍数が原因なんだ……）

　寝ぼけた碁石が小鈴の足に絡からまる。小鈴はそっと抱き上げた。

「いい？　碁石、これからも後宮でお腹なかいっぱい食べたいでしょう？　そのためには、夏涼に必要以上に近づかないほうがいいの。あいつが近づいて来たら、邪じや魔まをしてね」

　気休め程度のお願いだったが、しないよりはましだ。小鈴に持ち上げられ、宙に浮ういた碁石はぷらぷらと足を揺らす。

　しかし、碁石以外に協力を頼める人はいない。女官に話したところで「喧けん嘩かしたのか」と心配されるのがおちだ。そんな噂うわさが立てば、夏涼ならその噂を消すためにいつも以上に小鈴を構うだろう。

（それだけはだめ！）

　今でも大変なのに、これ以上構われたら手がつけられなくなる。昨日の夏涼の顔を思い出して、思わず碁石を抱だきしめた。

　ふわふわの毛を何度も撫で回せば、乱れた心が落ち着いていく。つい撫ですぎてしまうのはご愛あい敬きようだ。

　碁石と一いつ緒しよだとこんなにも穏やかな気持ちになれるのに、なぜ夏涼が一緒にいると嵐あらしの中にいるように気持ちが慌ただしくなるのだろうか。

　幻倭国ではこんな風に胸がざわつくことはなかった。
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　馬車の中はこんなにも狭せまかっただろうか。すぐ隣となりには夏涼の顔があるし、逃にげたくても逃げられない。すぐにでも心臓が走り出しそうになって、碁石を抱いて誤ご魔ま化かした。

　心を落ち着かせなければ、すぐに封印が解けてしまう。

（いつか天国に行ったら、絶対おじいちゃんに文句言うんだ）

　失敗したのなら、言ってくれればよかったのだ。気持ちを落ち着かせるために肉球をもむ。これ以上に心を安定させるものは見つかっていないので、当分は碁石を離さないと決めている。

　目的地は都の端はし。都のほぼ中央に位置する城からは距離がある。つまり、そのあいだずっと夏涼と二人きりということだ。

「最近、その服を着ているところをよく見るな」

　突とつ然ぜん振ふられた話が服で、思わず自分の着ている物をまじまじと見た。嵐南国ではやっている薄うす絹ぎぬを使った襦じゆ裙くんだ。軽くて動きやすくて気に入っている。

　今回は男の格好をしなくてもいいらしい。後宮に入る前に世話になった老婦人が大きな怪け我がをしたらしく、見み舞まいに行くという理由で夏涼が皇こう帝ていに外出の許可を取ったのだ。

　二人で城の外に出るということで、女官たちに色々とお洒落しやれなものを薦すすめられたが断った。動きにくいのは後宮の宴うたげの時だけで十分だ。結局、いつも着ている襦裙を出してもらった。

「最初のころは、季華国の物もときどき着ていただろう？」

「一部なくしちゃったらしいよ。まだ何着かあるけど、これのほうが動きやすいからいいかなって。季華国の服はしまってもらったの」

「季華国の物は普ふ段だん着ぎも仰ぎよう々ぎようしいからな」

「そうそう。汚よごしたら怒おこられそうで……」

　とにかく凝こった刺し繍しゆうが施ほどこされている箇か所しよが多い。生き地じも厚手で、歩けばずるずると引きずる音が響ひびきそうなのだ。それに、華か美びな顔立ちでもないと自負している。ああいう華やかな物は着るというよりは、服に着られているような気分にさせられた。

「そういえば、季華国ってどんなところ？　歴史が古い国だってことは前に翠衣から聞いたけど、こことは全然違ちがうの？」

「季華国は小さくて大きい国だ」

「小さいと大きいは同居しないと思うけど」

　謎かけだろうか。

「大陸にある五つの国の中で、一番小さい。だが、他の四国を統とう率そつする大きな国なんだ」

「じゃあ、他ほかの四つの国より偉えらいってこと？」

「平たく言えばそういうことになる。元は全すべて季華国の領土だったんだ。だが、広すぎる国をまとめるのは至難の業わざだから、五つに分けた」

　更さらに、季華国は四国に囲まれた国だから安全なのだと言う。大陸には五つの国の他にも大小様々な民族が生きる。それらは過去、季華国の統率を望まなかった。

　彼らは国を作るわけでもなく、民族単位で生きているのだということは、後宮に入ってから学んだ。しかし、不ふ可か侵しんという訳ではない。肥えた地が多い五つの国を奪うばおうと力をつけている。知がある分、妖よう獣じゆうより厄やつ介かいであることは間違いない。

「季華国は我々の始祖が興おこした国でもある。仙せん人にんがいた時代の史料も多く残っているから、研究が盛んなんだ」

「研究？　それって天てん賦ぷや仙術のこと？」

「あとは、薬や毒も。あの国は戦乱の時代があるせいか、特とく殊しゆな薬や毒が多い。皇族同士の覇は権けん争いも活発だしな。皇族の天賦を奪い、死に至らしめる毒もあるって話だ」

「天賦を奪うの？　毒が!?」

　小鈴は思わず叫んだ。馬車の中だということを忘れて立ち上がる。狭い箱の中、小鈴は天てん井じように頭をぶつけた。しかし、叫ばずにはいられない。小鈴にとっては大きな手がかりだ。

　天賦を奪うということは、能力が消えるということだろうか。その毒を飲めば、黄金の瞳ひとみはこの身体からだからするりと抜ぬけていってくれるだろうか。

「天賦を奪うだけでなく、命も奪っていく代しろ物ものだ。しかも銀にも反応しないらしい」

　天賦を奪う毒が存在するのならば、黄金の瞳を完全に消し去る手がかりが季華国にはあるのではないか。そうなれば、小鈴は本当の意味で普ふ通つうになることができる。

「どのみち、仙術の情報は季華国に行ったほうが手に入るかもしれないんだね」

　小鈴は「季華国か」と小さく呟つぶやいた。

　夏涼には、仙術と天賦についてわかりやすく記されたものを十数冊読んでもらった。しかし、小鈴と同じように身体の一部が人と違う者の記述は見つからない。

　普通がほしい。そうすれば、隣に堂々と立てる。

「今度、連れて行ってやるよ」

「夏涼が？　なんで？」

「一応、俺は外がい戚せきとはいえ季華国の現皇帝の甥おいなんだ。書庫まで入れるかはわからないが、用事を作れば行くこともできる」

「あ、そうだよね」

　母親が季華国の公主であったならば、親族の半分は季華国の皇族ということだ。

「次に季華国に行く機会があれば、君も連れて行けるようにしよう。……だから、もう少し寵ちよう妃ひのふりを続けろ」

　真っ直すぐに向けられた目は、熱を帯びていた。

　夏涼の手が小鈴の腕うでを掴つかむ。焼けるように熱い。

「皇太后が諦あきらめるまで寵妃のふりをする約束だからね。もちろん、まだいるよ」

　まだ瞳の秘密はバレていない。だから、もう少し側そばにいても大だい丈じよう夫ぶだろう。夏涼は何か言いたげに口を開いたが、馬車がゆっくりと止まったことで閉じてしまった。

「あ、着いたよ。おばあさん大丈夫かなぁ」

　小鈴は狭い箱から飛び出した。御ぎよ者しやが馬車の前に踏ふみ台を置く前に、ぴょんっと飛び降りる。

　小鈴を追って夏涼がゆっくりと馬車を降りた。入り口を隠かくす簾すだれを押し上げる綺き麗れいな手。この手が努力の色に染まっていることを知った。

　全てを隠す優やさしい笑えみ。その奥にある苦しみも知ってしまった。

　一人の女が夏涼に目を奪われる。城の外も後宮の中もそこは変わらない。余所よそ行ゆきの顔が作る優しくて甘い菓か子しのような笑みは、女性たちを一いつ瞬しゆんで虜とりこにする力がある。

　小鈴を迎むかえに来たときのことを思い出す。当時はいけ好かない男だと思っていたが、色々な表情を見せる夏涼のことが、今は嫌きらいではなくなった。

　余所行きの穏おん和わな笑みだって、彼の一部だ。




　老婦人は妖獣に襲おそわれ、足を怪我したらしい。夏涼の計らいで医師に診みてもらったようだ。

　今後歩けるまで回復するかはわからないが、命に別状はないという。

　目的は見舞いの他にもう一つある。──妖獣を捕つかまえるために罠わなを仕し掛かけることだ。そのために、見舞いのあと、人目を盗ぬすみ山の中へと入って行く。

「本当に妖獣が触さわっても反応するのか？」

「多分ね。碁石にはちゃんと反応したよ」

　先日のことだ。夏涼の助けになればと、彩さい絵かい術じゆつの図ず柄がらを描かいていたときのこと。碁石がそれに触ふれてしまった。そのとき、僅わずかに隠気が反応したのだ。

　小鈴はそこから、動物の隠気に反応するものを作れないかと考えた。妖獣の隠気を使って、存在を知らせる。《境界》には到とう底てい及およばないが、警備の代わりくらいにはなるだろう。

「まあ、碁石と後宮の鼠ねずみでしか試ためしてないから、妖獣が同じように反応するかは賭かけだけど。ないよりはましでしょ？」

「そのとおりだ。ないよりはましだ。この石をその辺にばらまけばいいんだろう？」

「そう。よろしく。夏涼は何かあったら、これを使ってよ。大きな氷柱つららを降らせる護身用」

　二枚の紙を渡わたす。来る前に彩絵術を施した物だ。彼は恐おそる恐る受け取った。

「大丈夫だよ。そのままだと絶対に発動しないから。これは、二枚をつなげて使うの」

「なんでわざわざ半分に切るんだ？」

「彩絵術は万ばん能のうじゃないの。条件に合う隠気があれば、反応しちゃう。だから、紙に描いて持ち歩く術者は、こうやって半分に切って不完全な状態にするんだ」

　他にも、最後の一筆だけを抜く人もいる。自然に干かん渉しようすることができるため武器として使用する人もいた。しかし、敵の前でだらだらと絵を描いているわけにはいかない。そんな武ぶ闘とう派はの術者が生み出した技わざだった。小鈴はもっぱら護身用に使っていたが。

　二手にわかれて石を転がす。

　この石は動物が踏むと、ただ音が鳴るだけという代物だ。殺傷能力が高い効果にすれば、山に住む動植物を殺しかねない。だから、感知のためだけの効果にした。

　隠気に合わせて音の大きさが変わる。小さな山の動物たちが踏んでも、猫ねこの鳴き声程度の大きさしか音がでない。しかし、身体の大きな妖獣が石を踏めば、大きな音が山の中に響ひびくだろう。隠気の量は個体差もあるが、身体の大きさでほぼ決まる。突とつ然ぜん変へん異いでもない限り、平均前後。栗鼠りすや狐きつねが踏んだとしても、騒さわぎにはならない。

　山の近くに住む人が耳にすれば、すぐ城に報告がいくようになっている。

　適当に石を転がしながら歩いていると、足あし下もとについてきていた碁石が突然駆かけだした。

「ちょっと!?　碁石っ！　一人で行かないで！」

　こんなときでも碁石は自由だ。ふだんおっとりしているのに、走るのは珍めずらしい。もしかして、運動不足だろうか。慌あわてて追いかける。

　草木がこすれる音が広がる。石を転がし終えた夏涼が小鈴を捜さがしにきたのだろうか。

　音は次し第だいに近づいてくる。小鈴は碁石を拾い上げて、振ふり返った。

「夏涼、さっきからどうし──……」

　荒あらい息が前まえ髪がみを散らす。ドクンッと跳はねる心臓。小鈴は何も言えずに立ち尽つくした。

　それは熊くまよりも大きく、狼おおかみよりも鋭するどい牙きばを持っていた。頭には二本の角。これが──妖獣。獣のようで獣ではない。禍まが々まがしい空気は今にも木々の隠気を奪っていきそうなほどだ。

　一歩、二歩と後あと退ずさった。目を背そむけることはできない。山で獣と出会ったら、決して目を背けてはいけないと祖父が言っていた。それは妖獣にも有効だろうか。

　閻えん魔まが小鈴を呼ぶ声が聞こえる。

　目を封ふう印いんするから罰ばちが当たったのだろう。封印しなければ、今ごろ彩絵術で戦うこともできた。懐ふところにある図柄は今の小鈴にとってはただの紙切れに等しい。

「碁石、真っ直ぐ夏涼のもとに走って。……危険とさよならを伝えてほしい」

　小鈴は弱々しく呟くと、茂しげみの中に碁石を放ほうり投げる。草の絨じゆう毯たんが碁石を抱だき留めた。妖よう獣じゆうの目がぎろりと碁石に向かうのが見てとれて、慌てて手に持っていた石を投げつける。

「あなたはこっち！」

　小鈴は駆けた。同時に彩絵術を施ほどこされた石が反応し、大地を揺ゆらす大きな音が鳴り響く。

（これで、夏涼には妖獣が出たって伝わった。夏涼ならきっと大丈夫）

　熊よりも大きい妖獣と追いかけっこなど、勝てるわけがない。しかし、もっと山奥に連れて行かなくては。どうせ命を犠ぎ牲せいにするのなら、少しくらいは役に立ちたいから。

　必死に駆けた。小さな身体を利用して、木々のあいだを抜けていく。妖獣は真っ直ぐ小鈴のあとを追った。太い木々を根元からなぎ倒たおす。少しの足止めにはなっているようで、鬼おにごっこはどうにか続いた。

　ピタリと足を止める。荒い息が身体を支配した。思わず漏もれたのは笑みだ。

（崖がけか……）

　逃にげ場はもうない。心臓は、まだ生きているのだと激しく小鈴を鼓こ舞ぶする。

「死ぬのは怖こわくないよ。それどころか、面めん倒どうな妃ごっこがやめられて清々する」

　自分自身に言い聞かせた。ずっと祖父に会いたかった。会って、散々な目に遭あったと文句を言うのだ。祖父からは来るのが早すぎると怒おこられるだろうか。

　それもいい。久しぶりに祖父のお小言が聞きたかった。

　妖獣の大きな瞳ひとみに小鈴の姿が映る。綺麗な空の青を背にした少女の姿だ。どんなに心臓が駆け足になっても、もう走ることはできない。

「でも、一人で死ぬつもりはない」

　妖獣の身体からだがどれほど頑がん丈じようかはわからない。しかし、これほど高いところから落ちれば、ひとたまりもないだろう。

　目に熱が集まっていく。ゆらりと視界が僅わずかに揺れて、妖獣の隠気が姿を現した。妖獣の大きな目に映るのは、満月が二つ。妖獣が狼のようにうなり声を上げる。

（妖獣でもこの目は怖いんだ。どうりでみんな怖がるはずだ）

　こんなに大きくて力のある生き物が怖いのなら、ひ弱な人間が怯おびえないわけがない。

　妖獣が吠ほえた。狼とも熊とも違ちがう。聞いたこともない地じ響ひびきのような声に一歩後退る。

　息を吸うのも忘れて、襲いかかる鋭い爪つめを目で追った。しかし、それは小鈴を襲う前に時を止めてしまう。

　妖獣の上に氷の雨が降ったのだ。何本もの氷柱が妖獣の身体を貫つらぬいた。妖獣の隠気が乱れるのがわかる。妖獣はあがくように小鈴に爪を向ける。

　それが頬ほおに届く前に、妖獣の胸が貫かれた。

　鮮せん血けつが飛び散る。紅くれないよりも真っ赤な絵の具が頬を濡ぬらす。動くことができなかった。

　妖獣が鈍にぶい声を上げ、ゆっくりと倒れる様を呆ぼう然ぜんと見ることしかできない。

　震ふるえが止まらない。恐きよう怖ふのせいか、安あん堵どのせいかはわからなかった。

「小しやお鈴りん……っ！」

　夏涼の声が心臓を貫く。妖獣の屍しかばねを飛び越こえて現れた彼の姿に、小鈴は目を見開いた。綺き麗れいな隠気をしていたからだ。

　隠気は人それぞれ違う。色も流れも量も。彼の隠気は澄すんだ川のように穏おだやかで、そして、岩漿マグマのように熱く膨ぼう大だいだった。

　早く忌いま々いましい黄金を隠かくさなければならないのに、身体は動かない。目を閉じるだけなのに、それができなかった。

　夏涼が小鈴を強く抱きしめる。

「怪け我がはないか？」

　彼の腕うでも声も震えている。やはり、小鈴の持つ鬼の証あかしが怖いのだろう。優やさしい彼は、それを見せないようにしてくれているのだ。熱を持った手が頬を撫なで、肩かたや背を撫でていく。

「……いで」

「小しやお鈴りん？」

「見ないで……」

　もう隠気は見えない。二つの満月が夜の闇やみに溶とけた証だ。

　けれど、小鈴は必死に両手で目を覆おおった。




　祖父はよく、「小鈴の黄金は特別だ」と言った。人には見えない隠気を診みることができる。それは、隠気による病を的確に処置できることを意味している。

　けれど、祖父と同じ評価をする人は誰だれもいない。小鈴の目を見た人は一様に同じ反応をする。顔を真っ青に染め、恐怖で身体を凍こおりつかせるのだ。

　鬼だと言われるならばいいほうで、小鈴を殺そうとする者もいた。

　馬車は揺れる。どうやってここまで来たのかはよく覚えていない。ぴったりと側に寄る夏涼は何も言わずに小鈴の肩を抱く。その温ぬくもりが生きている証しよう拠こであり、そして、これから訪おとずれる冬を思うと更さらに震える。

　優しければ優しいほど、温かければ温かいほど、そのあとが怖い。

「かすり傷があるな。戻もどったら治ち療りようしよう」

「……大だい丈じよう夫ぶ。大きな怪我じゃないし、ここに置いていっていいよ」
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　義ぎ理り堅がたい夏涼のことだ。しっかりと礼をしたいのだろう。けれど、捨て置かれたほうがどんなに楽だろうか。

「馬ば鹿か言うな。花街の端はしに妃きさきを放り投げていく男がいるか？」

　耳を澄ませば、馬ば蹄ていの音と祭り囃ばや子しが入り混じる。小窓にかかる布を押し上げなくても、ここが華はなやかな場所であることがわかった。

「黄金の目なんて気持ち悪いでしょ？　だから、契けい約やくは途と中ちゆうかもしれないけど、ここで終わりにしよう」

　夏涼の手から逃げたくて、足下に転がる碁石を抱いた。いつもどおりのふわふわの毛だというのに、心は全く安まらない。頬に当たる毛が柔やわらかく包み込む。

「黄金がどうした？　君は君だろう？」

　夏涼は呆あきれたような顔で首を傾かしげるばかりだ。妖獣退治で気持ちが高ぶっている可能性もある。朱明宮に戻って少し落ち着いたら、事の重大さに気づくだろう。

「私は『鬼』なの。だから、関かかわらないほうがいいと思うよ」

「鬼？」

「うん、黄金の瞳は鬼の証。いつか人を喰くらうかもしれない」

　鬼は人を喰らう。だから忌き避ひされてきた。

　大きな手が、小鈴の頭を乱暴に撫でる。その手がそのまま頭を抱かかえ、夏涼の胸まで引き寄せた。優しい手だ。祖父の手に似ているけれど、少し違う。

　祖父に手を握にぎられたときは温かい気持ちになった。でも、夏涼の手は小鈴の心をかき回す。不思議な色が渦うず巻まく胸はいつも乱れる。

「俺は君の目が黄金だろうが、君が明日鬼になろうが突つき放したりはしない。だから、安心しろ」

　夏涼の声に恐怖の色はない。碁石に埋うずめていた顔を離はなして、彼を見上げる。いつもと変わらない表情だ。いや、いつもよりも幾いく分ぶんか優しくすら見える。

　彼の手が無ぶ遠えん慮りよに頬を撫でた。

「ありがとう。私ね……」

　声が震えた。

「何も言わなくていい」

「ううん、聞いてほしい。私、ずっと夏涼に嘘うそをついてた」

　本当は怖い。今までたくさんの嘘をついてきた。全すべてを話したのち、彼が小鈴を受け入れてくれる保証はないのだ。

　馬車の揺れが夏涼と小鈴を揺らした。心地ここちいい揺れではないのに、妙みように安心する。

　小鈴はゆっくりと目を閉じた。




「隠気が見える……か。前に普ふ通つうは見えないものだって言っていたな？」

「うん、いろんなところを旅して回ったけど、隠気を診ることができる人には会ったことがないな。おじいちゃんは彩さい絵かい医い術じゆつ師しと言って、隠気は見えないけど身体に触ふれることで隠気の流れを感じとることができるんだ」

「本当に変わった国だな。隠気を感じとるのか」

　夏涼は感かん嘆たんの声を上げる。まじまじと手を見ている。

「幻倭国でもそんなことができる人はほとんどいないんだよ。おじいちゃんが凄すごいだけ。彩絵術が盛んな国だったけど、彩絵医術のほうはそれほどじゃない。隠気は生命力のようなもの。川のように全身に流れている。でも、ときどきその流れが滞とどこおることがあるの。そうなると、命を脅おびやかすことになる」

　彩絵術は隠気を含ふくんだ絵の具を使って図ず柄がらを描かき、隠気を操作する技わざ。それを応用したのが彩絵医術だ。身体に直接絵を描くことで、身体の中を巡めぐる隠気すら操作しようと考えた者が過去にいたらしい。

「本当なら、何十年とかけて習得する技を、私は見ただけでわかる。その人の隠気の量も質も全部」

「すごい天てん賦ぷだ。誇ほこれる能力だろう？」

「だけど、黄金の瞳だからどこに行っても怖がられた。逃にげ回っているうちに、幻倭国は行き尽つくしちゃった」

「それで嵐南国に来たのか？」

「そう。おじいちゃんにこの目を封ふう印いんしてもらって。新しい人生を始めようと思ってここに来た……んだけど、何かのきっかけで封印が解けるようになっちゃって」

　大誤算だ、と笑うと、夏涼は眉まゆ根ねを寄せる。

「皇族の天賦の話を知って、もしかしたら目の封印を完かん璧ぺきにする方法が見つかるかもと思って、夏涼を利用した。今まで嘘を吐ついていてごめん」

　深く頭を下げた。夏涼は何も言わずに、頭を撫でる。乱暴で温かい手だ。

「手伝う」

「……え？」

「その目、完璧に封印したいんだろ？　俺も手伝う。だから、当分は寵ちよう妃ひのふりをしてろ」

「いいの？　黄金の瞳ひとみだよ？　明日には鬼おにになるかもしれないんだよ？」

「別に見たら死ぬわけでもないんだ。黄金くらい構わないだろ。後宮は金が好きな奴やつらも多いから、案外人気になるかもしれないぞ？」

「さすがにそれはないでしょ」

　頭に飾かざる黄金と瞳では意味合いが全く違ちがう。能天気な返事に、肩の力が抜ぬけた。

「それで、封印はどういうときに解けるんだ？」

「心しん拍ぱく数すうが上がるのがだめみたい。驚おどろいたり、いつもドキドキしたりしたあとに解けているから。さっきも妖よう獣じゆうが現れて、脈が速くなったし」

「あとは？　今までどんなときに封印が解けていた？」

「それは……」

　口ごもる。なかなか返事をしない小鈴に、夏涼は首を傾げた。なんとなく、言うのは気き恥はずかしい。しかし、誤ご魔ま化かす言葉も見つからない。

「夏涼と話しているときとか……」

「俺と？」

「ほら……。朝、庭で会ったときとか。夜、一いつ緒しよにいるときとか。なんでかわからないけど、毎回夏涼の側そばにいると封印が解けるの。だからこれからは必要以上に近くに寄らないで！」

　思わず叫さけんだ。足あし下もとでごろごろと転がる碁石が小さく跳はねる。碁石を抱いて、気持ちを落ち着かせようと伸のばした腕うでは、夏涼に捕とらわれてしまう。

「へぇ……。今は？」

　ぐいっと顔を近づけられ、胸が跳ねた。突とつ然ぜんの距きよ離りに驚いただけだ。一度走り出した心臓はすぐには止まれない。ドクンドクンと走り出す。

「ぜんっぜん、ドキドキなんて……してない」

　言葉とは裏腹に、目にじわりじわりと熱が集まる感覚を覚える。今まで見えていなかった隠気が姿を現した。澄すんだ川が巡めぐる。力強くて上質なものだ。

「本当だ。満月が二つ浮うかんでいるみたいだな」

　夏涼は笑う。こんなに目を見つめられるのは慣れていない。緊きん張ちようしているのか、目だけではなく、頬ほおにまで熱が集まる。彼の手が頬を撫なでた。

「心拍数が上がったら、封印が解けるんだろ？」

　急に視界が暗くなる。夏涼の大きな手が瞼まぶたを覆おおったのだ。

「かりょ──……」

「これからは、俺が隠かくしてやる。だから、安心しろ」

　優やさしい声のあと、柔らかい温ぬくもりが額に触れる。

　すぐ消えた温もりのあとを辿たどることはできず、そのあとずっと碁石を抱だきしめ続けた。
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　笑え顔がおは便利な盾たてだ。

　今日はこれを習得しておいて心底良かったと夏涼は思った。

　穏おだやかだとか、柔らかなと形容される笑みは本心を隠す。苛いら立だちも、そして舞まい上がりそうなほどの喜びも隠してくれる。

　はやる気持ちを抑おさえ、すれ違う人から受ける挨あい拶さつを返しながら、夏涼は真っ直すぐ祖母のもとへと向かう。妖獣の件を報告しなければならなかった。

　父には報告を済ませているが、仕事を与えるよう助言してくれた祖母へも敬意を払はらわなければならない。蓮華宮は変わらず華はなやかで、大輪の花があちらこちらで咲さき誇っていた。

　後宮で暮らすと豪ごう華か絢けん爛らんな装いも当たり前になってくるのだが、どうも性しように合わない。

　母によく似た顔立ちのせいで、幼いころから祖母に飾かざり立てられることが多かった。今でも彼女に会いに行くときは、いつもよりも華やかに着飾ることを意識している。

「夏涼や。活かつ躍やくだったと聞いたわ」

「お祖母ばあ様のおかげです」

「夏涼の実力があったからであろう。大きな妖獣だと聞いた。怪け我がはしなかったか？」

「ええ、幸い怪我はありませんでした」

「街中では既すでに噂うわさが広まっているようだ。『第二皇子が都の危機を救った』と」

「そうですか。兄上は怒おこっているでしょうね。顔に泥どろを塗ぬられたようなものです」

「報告を受けながら、動かなかったあれが悪い。気に病やむことはない」

　祖母の手が夏涼の頬を撫でる。祖母は昔から夏涼を撫でるのが好きだった。孫として可愛かわいがられているとは思うのだが、猫ねこと勘かん違ちがいをしているのではないかと考えるときがある。

　黄準には冷たく、他ほかの皇子たちには厳しい。甘い顔を見せるのは夏涼に対してだけだ。翠衣に対しては若じやつ干かん甘くはなるものの、夏涼ほどではない。

「あれには陛下から相応の罰ばつがくだされるであろう。私から陛下にこの件に関して、夏涼が引き続き手を尽つくせるように進言しておこう」

「ありがとうございます。お祖母様の期待に応こたえられるよう尽じん力りよくいたします」

　祖母は夏涼にばかり目をかける。今回の妖獣の件はそれを妬ねたんだ者の仕し業わざである可能性が高い。黄準の天賦の能力は高く、妖獣の侵しん入にゆうが防げなかったとしても気づくことはできたはずだ。

　力の強い妖獣が黄準に気づかれずに都へと入った可能性は低い。だとするならば、黄準よりも能力の高い者が都へと入れたか、もしくは彼自身が気づかないふりをしていたか。

　だが、黄準が自分の名声を傷つけてまで妖獣を都の中へと招くとは思えない。

　しかし、そこに大きな利があるとしたら？

　思考の海へともぐっていると、祖母が夏涼の肩かたを叩たたく。意識を引き戻もどされ、顔を上げた。

「おまえのような優しい子こそ皇太子にふさわしい」

　祖母の手が、夏涼の肩を撫でる。

（ああ、また始まったか）

　夏涼はため息を喉のど元もとで押しとどめた。

「私が必ずやおまえを皇位につかせよう」

　祖母の悪い癖くせだ。彼女はどうしても季華国に縁がある夏涼を皇位につけたいらしい。

　皇位を望んでいないわけではない。皇太子に選ばれることを目標に日々鍛たん錬れんを続けている。しかし、祖母の力でそのたった一つしかない椅い子すに座りたいわけではなかった。

　あくまで、己おのれの手で勝ち取らなければならない。そうでなければ、意味がないものだ。

　夏涼は第二皇子の仮面をはめたまま笑った。




　朱明宮に着いて、ほっと息を吐き出す。他の宮きゆう殿でんと比べて華やかさはないが、落ち着きのあるここは夏涼にとって唯ゆい一いつ心が安まる場所になった。

　ここに他人を入れたくなくて、宮殿付きの女官を最小限に抑え、妃きさきを持つのも渋しぶった。宮殿を自由に歩き回ることのできる妃がいては気持ちも休まらないと思っていたからだ。しかし、小しやお鈴りんが来てからというもの、この場所に帰りたいという気持ちが大きくなる一方だ。

　門をくぐれば、すぐに宦かん官がんの一人が側へと寄る。

「殿下、今朝例の物が到とう着ちやくいたしまして、庭に植え替かえを行いました」

「そうか。ありがとう」

「小しやお鈴りん様は部屋でお休みです」

　昨夜のうちに侍じ医いに来てもらい治ち療りようを施ほどこしてもらった。小しやお鈴りんの言葉どおり、大きな怪我はなく逃にげたときにできたかすり傷のみ。しかし、腕や足、頬にできた傷は令れい嬢じようが作るには痛々しいもので、女官たちは涙なみだを流していた。本人は「これくらいで済んで幸運だった」と、あっさりしたものだったが。

　朱明宮の正せい妃ひに与えられた棟とうは、南の小さな庭園に面した場所だ。迎むかえに出て来た女官を制し、夏涼は部屋の中へと入る。寝しん台だいにかかる薄うす絹ぎぬはしっかりと閉じられていた。

　寝台を囲う薄絹を押し上げれば、小しやお鈴りんがゆっくり目を開く。

「……ね、みんなにそろそろ『大だい丈じよう夫ぶ』って言ってくれない？」

　開口一番に言った言葉は出迎えではなくお願いで、夏涼はつい笑いを漏もらしてしまう。

「どうした？　疲つかれて寝ねていたんじゃないのか？」

「違ちがうよ。出ると、怪我がひどいから寝てろってうるさくて」

　朝あさ餉げを食べたあと、小しやお鈴りんはずっとこの寝台から出してもらえなかったらしい。寝ね飽あきたとばかりに起き上がり、わざとらしくため息を吐つく。

　伸ばした腕は包帯が巻かれ痛々しいが、かすり傷が広こう範はん囲いのため、こうなったらしい。

　頬のかすり傷に指を這はわせれば、眉まゆを寄せる。

「痛むか？」

「ちょっとだけ。みんな大おお袈げ裟さ過ぎるんだよ。これくらいの傷、怪我にも入らないのに」

　小しやお鈴りんは小さく口を尖とがらせると、側に転がる碁石を抱だいた。彼女はよく碁石を抱く。猫のように柔やわらかい毛並みを持ち、その上おとなしい。彼女にも懐なついているので気に入りなのだろうと思っていたが、それだけが理由ではないらしい。

　最近気づいたことだが、碁石を抱くときは恥はずかしがっているときが多いのだ。寝台に腰こし掛かけ、彼女に近づけば、拳こぶし一つ分後あと退ずさる。その行動が面おも白しろくて、つい距離を縮めた。

　また拳一つ分後ろへとずれる。数度繰くり返せば、寝台の背板が彼女の背に当たった。

「どうした？」

「……なんでもない」

　寝台と夏涼を交こう互ごに見る小しやお鈴りんは、僅わずかに頬を上気させる。その姿が愛いとおしく、つい意地悪をしてしまいそうになるのだ。しかし、やり過ぎるとあとが怖こわい。

「見せたいものがある。少し外に出られるか？」

「もっちろんっ！　部屋の中から出してもらえなくて、もう窒ちつ息そくしそうだったんだ」

　小しやお鈴りんは顔を綻ほころばせた。一日部屋から一歩も出さなかったのは夏涼の命令でもあるので、少しばかり心が痛む。夏涼は碁石を連れ、部屋の外に控ひかえていた女官に指示を出した。

　碁石はいまだ眠ねむいらしい。彼女に付き合い一日中眠っていたはずだというのに、まだ目をとろんとさせ夏涼の腕うでの中でおとなしくしている。

　猫よりもよく眠る動物だ。形なりは熊くまなのだが、熊とは到とう底てい思えないほどおっとりしていた。はじめこそ、女官たちは戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのだが、今ではすっかり人気者だ。

　碁石も自分の魅み力りよくが十分わかっているのだろう。食事を持ってくる女官にはときおり腹を見せ、触さわらせているようだ。

　毛け艶づやのいい腹を撫でた。触られるのは嫌いやなのか、逃げるように丸くなる。

「おまえはいつも邪じや魔まをするから、ときどきは気をつかってくれよ」

　彼女の饅まん頭じゆうのように丸い護衛は、おとなしそうに見えてしっかりと働く。最近夏涼が彼女にちょっかいを出そうとすると、必ず邪魔をするのだ。

「お待たせ！」

　着き替がえを終えた小しやお鈴りんが顔を見せると、碁石は目をぱっちりと開け、真っ直ぐ彼女のもとへと走りだした。抱けとばかりに足にまとわりつく。しびれを切らすのも早く、よじ登ろうとしていた。夏涼は小しやお鈴りんに抱き上げられた碁石の首根っこを掴つかむと引き剥はがす。

「約束だろう？」

　熊相手にここ一番の笑え顔がおを見せた夏涼は、碁石を後ろに控えていた女官に渡わたした。

　わたわたと暴れる碁石を横目に小しやお鈴りんの肩を抱く。

「見せたいものがあると言っただろう？　行こう」

　嫌いやと言われる前に歩を進めれば、隣となりに立つ小しやお鈴りんは仕方なく歩き出した。文句一つ言わないのは、部屋から出してもらえなかったのが相当こたえたからかもしれない。

　庭の端はしには亭あずまやがあり、庭一帯を見渡すことができる。

　夏涼は小しやお鈴りんをそこへ誘さそうつもりだ。

「私がいないあいだ寂さびしくしていなかった？」

　猫なで声は彼女には効かない。彼女は眉を少し寄せると、見えないように夏涼の手をつねった。後ろの女官に見せつけていると思ったのだろう。

　しかし、以前とは少し違う。頬ほおがほのかに色づいている。

　その反応が可愛らしくて、ついちょっかいを出してしまう。こんなにも己が単純だとは知らなかった。肩を抱く手に力を込め、更さらに身を寄せ合えば、視界の端にいた女官が頬を赤らめた。

　女官たちが御ご膳ぜん房ぼうや洗衣所で二人の仲を自じ慢まんしていることは知っている。今日のこともたっぷりと語ってもらいたいものだ。

「つれないな。私はこんなに寂しくて、早く戻って来たというのに」

　返事はないが、嫌がっているわけではない。赤く染まった耳を撫なでる。

「そ、それで。見せたいものってなに？」

「こっちだ」

　しびれを切らした彼女の手をとって、駆かけた。常に女官が付いてくるから、早く二人きりになりたかったというのもある。

　彼女の文句の一つか二つが庭園に響ひびいたが、気にとめる者はいない。「ああ、いつものか」くらいに思っているのだろう。

「ほら、これだ。何かわかるか？」

「これって……」

　青々とした木が揺ゆれる。亭に辿たどり着いた小しやお鈴りんは、呆ぼう然ぜんと木を見上げた。

「何かわかるか？」

「……杏あんずの木？　あのときの？」

「ああ、山の中から連れてきた。これからは毎日様子が見られる」

　小しやお鈴りんの頬が緩ゆるむ。その顔が見たくて、あれこれと贈おくり物をしたが、服も装そう飾しよく品も取ってつけたような礼しかもらえなかった。唯一喜ばれるのは口紅だったが、あれは彩さい絵かい術じゆつの道具にされてしまう。贈り物というよりは支給品に近い。

　輝かがやくような笑顔で見上げる横顔に、胸が満たされる。どんなに剣けん技ぎを磨みがいても、多くの書物を読み学んでも満たされなかった心が、たったこれだけのことで満まん杯ぱいになった。

「実が生なったら、一いつ緒しよに食べよう」

「うん。ありがとう、夏涼。楽しみだなぁ」

　真っ直すぐ伸のばした手が若葉に触ふれた。そのままどこかへ飛んで行ってしまいそうで、夏涼は慌あわてて後ろから抱だきしめた。

「えっ!?　なに!?」

「碁石みたいに騒さわぐな。みんなが見ているだろ？」

　耳元で囁ささやけば、ばたつかせていた手を止める。これは、あくまで愛し合う夫ふう婦ふのふりだ。小しやお鈴りんはそう理解しているのか、おとなしくなる。夏涼からでは真っ赤な耳しか見えない。

　細い肩かたが僅かに震ふるえた。

　彼女は生まれて十八年、不ふ遇ぐうの人生を歩んだせいで恋れん愛あいの経験は乏とぼしく、男への免めん疫えきがないようだ。だから、胸を押し上げる感情の名を知らない。

　夏涼と同じだとどうしたら気づいてもらえるだろうか。なんともない素そ振ぶりで杏の木を見上げる少女が愛おしい。いまだ赤く染まった耳に唇くちびるを寄せた。

「どうだ？　本物の妃きさきになりたいと思ったか？」

　囁くと、彼女の耳が更に赤くなる。

「そんなこと全然、思ったこともないから！」

　ほどなくして、小しやお鈴りんは自ら夏涼の胸に顔を埋うずめた。それが、彼女の気持ちの表れだと知っている。できることならじっくりと二つの満月を堪たん能のうしたいところだが、邪魔が入った。

　女官の腕から逃にげ出した碁石が、小しやお鈴りんを守るために、夏涼に飛びついてきたのだ。
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　寵妃のふりがこんなにも大変なものだと知っていたら、小鈴はあのとき頷うなずいてはいなかっただろう。初夏の日差しを浴びながら、小鈴は亭に置かれた卓子つくえにつっぷした。

　優やさしい風が顔をくすぐり、杏の木がざわつく。

「心臓が持たない……」

　碁石が心配そうに前足で頬をつついてくるので、思わず抱きしめた。

「どうしよう、最近あいつがおかしい……」

　ふわふわで、もふもふで、もこもこだ。頬を擦こすりつける。この毛皮は夏でもこのままなのだろうか。暑くはないか心配だ。

「碁石もそう思うでしょ？　なんか、妙みように近いというか」

　夫婦仲を見せつけたい、という彼の願いもあり、朱明宮に来たときから近かった。しかし、最近の距きよ離り感かんは小鈴の想定をかなり上回っている。

　彼が近づけば近づくほど、心臓は悲鳴を上げた。黄金に変化すれば、彼を頼たよる羽目になり泥どろ沼ぬまにはまっているような感覚だ。

　妖よう獣じゆうを退治してから幾いく日にちか経たった。全身にできていたかすり傷はすっかり元に戻もどっている。その後、夏涼は事後処理のために色々なところを駆け回っているようだ。

　人の口に戸は立てられない。夏涼のことは瞬またたく間に広まった。今や英えい雄ゆうとなった夏涼の噂うわさには、それを支える寵ちよう妃ひの存在までちゃっかりと入れられている。

　街の説唱かたりもの曰いわく、妖獣に寵妃を攫さらわれた第二皇子が命を擲なげうつ覚かく悟ごで救ったのだとか。女官たちの噂を聞いた翠衣が嬉き々きとして教えてくれた。

　顔を上げれば、杏の木が風に吹ふかれてゆらゆらと揺れる。

（あんなに綺き麗れいな隠いん気きは初めて見たんだ）

　夏涼の中を流れる生命力の川は、美しくて力強かった。小鈴は祖父とともに旅をして回っているあいだに多くの人の隠気を見てきたが、彼ほどの量を持っている者はいなかった。普ふ通つうの人の五倍、いや十倍か。

（どうりで杏の木が一いつ瞬しゆんで満開になるわけだよ）

　あのとき小鈴は、夏涼の一割程度の隠気を分けてもらえるように術を施ほどこした。たった一割だとしても、普通の人の身体からだに巡めぐる量と同じくらいが渡されたのだ。

　山の中から移動させられたというのに青々と葉が茂しげっているのも、彼の隠気のおかげだろう。この杏の木は生命力に満ちている。季節など無視し、一年の内に三回くらい実をつけても驚おどろかない。

　彼は「一緒に実を食べよう」と言った。

「ずっと実がつかなければいいのに」

　そうしたら──……。

　思わず口走って、慌てて頭を振る。誰だれにも聞かれていないのに恥はずかしくて、うとうとし始めている碁石の腹に顔を埋めた。

「おかしいのは私だ……。何もしないと変なことばかり考えちゃう。本でも読んで落ち着こう」

　夏涼に少しずつ字を習った。おかげでなんとなく読めるようになってきたのだ。気持ちを切り替かえるために、小鈴は碁石を抱いて立ち上がった。




　小鈴は書庫に向かった。読む予定だった本をなくしてしまったからだ。恐おそらく、夏涼が間ま違ちがって持っていったのだろう。今朝はいくつか書物を抱かかえていたのを見た。

　今夜読む予定の本がなければ困るし、気持ちの切り替えにはちょうどいいと、朱明宮を出たのだ。

　書庫は後宮の外にある。小鈴は皇こう帝ていから書庫に入ることを許されているが、女官は違ちがう。なので、後宮から外は朱明宮付きの宦かん官がんが一人だけついてくるのが常だった。書庫は宮きゆう廷ていの東側。後宮の門からはそう遠くない。

　皇帝から直々に頂いた許可書を見せ、書庫へと入る。もう何度も来ているので、見せる必要もないほど衛え士じとは顔見知りになった。女官の代わりに連れてきた宦官とはここでお別れだ。彼は後宮を出ることは許されても、書庫に入ることは許されていない。ここからは、一人で入らなければならない。

　木製の棚たながところ狭せましと並び、木簡と紙が交じり積み上がる。木をつなぎ合わせて作られた木簡は古いもので、紙でできた書物は割と新しいと教えてもらった。

　いつもは適当に手に取った物を持っていくのだが、今日は少しだけ吟ぎん味みする。後宮内で一人になれる場所は少ない。一人で気持ちを切り替えるには書庫はちょうどいいのだ。

　書物を一つ手に取った。小鈴は読み進めて途と中ちゆうで手を止める。

　男が愛する女を追いかけて、海を渡わたるという壮そう大だいな物語だった。愛を紡つむぐ言葉の羅ら列れつに頬ほおに熱が集まる。ただの物語なのに、なぜか気き恥はずかしくて、慌てて閉じた。

（な、なんでこんなところに恋こい物もの語がたりがあるの!?）

　皇族の天てん賦ぷの記録を集めた棚のはずだ。しかし、書物はたくさんある。横着な誰かが適当に置いて行ったのかもしれない。

　気を紛まぎらわせるために、他ほかの本を開いてはみたものの、頭には入らなかった。心を落ち着かせるために、深呼吸を繰くり返しながら、蟹かにのように横に歩く。真っ直ぐ手元ばかりを見ていたせいで、何かにぶつかった。

「っと……すみません。って、黄準殿でん下か!?」

「夏涼のところの……。挨あい拶さつは不要だ。なぜここにいる？」

「なぜって……。ここに来る権利を頂いているからです。殿下こそ、なぜこちらへ？」

　皇子なのだから、書庫を使うこともあるだろう。初めて会ったときは書物を手にしていた。けれど、ここで会ったことはない。

「妖獣の対処が遅おくれた件で罰ばつを受けているところだ。歴代の皇帝の天賦による功績を書き写せと」

　不ふ機き嫌げんを絵に描かいたような顔をして、黄準はぶっきらぼうに言った。視界の先は書庫の奥に置かれた卓子。窓からの陽ひの光が入るその場所には木簡が広げられ、書きかけの書が散らばっている。

「弱くて小さいならまだしも、あんな巨きよ大だいな妖獣を私の天賦が見落とすはずはない」

　黄準はぐっと拳こぶしを握にぎる。

「ここでずっと書き写していらっしゃるのですか？」

「ああ、癪しやくだが仕方ない。私のせいで君を危険な目に遭あわせたと聞いている」

「かすり傷で済みましたから、ご心配には及およびません。でも、妖獣っていったいなんなのでしょうか？　あんなの……初めて見ました」

「あれは仙の時代からいる邪じやの生き物だ。乱世では争いに利用されていたこともある。だが、怖こわがる必要はない。もう二度と妖獣を都に入れるつもりはないから安心しろ。そうでないと、次はあいつに殴なぐられるくらいじゃ済まされないだろうからな」

「あいつって……夏涼が？　殿下を殴ったんですか!?」

「想像以上にあいつは君のことが大事なようだ。次の日、連れん絡らくなく怒ど鳴なり込んできた。協力を拒こばんだ私のせいだと」

「そんな、まさか……」

「そうだ。あのように心を乱したあいつを初めて見た。人間ではなく心ない人形なのではないかと思っていたが、違ったようだ」

　黄準は木簡を広げながら、呟つぶやくように言った。

（夏涼が!?　そんなのあり得ない）

　夏涼と小鈴はただの協力関係だ。たかがかすり傷。宮廷内ではけっして心を乱さない夏涼が怒鳴るなど、想像もつかなかった。

「あれは人気も高い。日ひ頃ごろの振ふる舞まいには気をつけたほうがいい」

「それはわかります。彼はいつも熱い視線を受けていますから」

　後宮内を一いつ緒しよに歩いているときだって、無ぶ遠えん慮りよな視線を感じることがある。小鈴など見えないというように、真っ直すぐ夏涼だけに向けられた視線だ。

　チクリと胸が痛んだ。その痛みが何を意味するのか、祖父は教えてくれなかった。

「私はそろそろ戻りますね。頑がん張ばってください」

　本を手に取ることも忘れて書庫を出た。言葉に言い表せない不快感が胸に渦うず巻まく。

（最近、本当におかしい。もしかして、隠気に滞とどこおりが？）

　隠気の滞りが封ふう印いんを妨さまたげ、心臓に影えい響きようを与あたえている可能性があるのではないか。

　書庫から朱明宮までの道のり、どの道を通り、どんな人とすれ違ったのかは覚えていない。気づけば自分の部屋に辿たどり着いていた。

「あれ？」

　部屋の棚の上には本が置いてある。

　首を傾かしげていると、碁石が足にまとわりつく。抱き上げろという合図なのは言うまでもない。小鈴はしっかりと碁石の脇わき腹ばらを抱えた。

「ね、もしかして、私がいないあいだに夏涼が来た？」

　碁石の黒い瞳ひとみは何も言わない。

　夏涼と一晩同じ部屋で過ごすことを考えると、本は必ひつ須すだ。本を読んでもらっているあいだは、彼とは適当な距きよ離りを保っていられるし、妙みように緊きん張ちようして心音が駆かけ足になることもないのだから。小鈴は安あん堵どのため息を漏もらした。




　夏涼は夜遅おそくに戻もどってきても、必ず小鈴を部屋に呼び出す。疲つかれているのだから、一人で眠ねむればいいのにと思うことはある。もう寵ちよう愛あいの噂うわさは揺ゆるぎないものになっているのだ。

　忙いそがしいあいだくらい疲れをとることに専念したほうがいい。

　小鈴はいつも彼が眠ったころに静かに部屋を出て、自室で眠っていた。忍しのび足で部屋に戻れば、垂れ目の女官がそっと温かいお茶を差し出してくれる。

「いつも夜半にお戻りになりますが、殿下と一緒はお嫌いやですか？」

「いや……ではないの」

　今まで気にしていなかった。幻倭国にいたころは旅の中で狭い部屋で寝ね起おきすることも多かった。祖父と同じ布ふ団とんを使うことも当たり前で、誰かが横で眠ることに抵てい抗こうはないはずだ。

　でも、最近は隣となりに夏涼が眠っているだけで、胸がざわつき騒さわがしい。ただ横に並んで眠るだけ。眠った夏涼が揶揄からかうこともないというのに、封印が解けてしまうのではないかというほど緊張することがある。

　その点、碁石は抱だいていると安心する。心を穏おだやかにさせる力があるのではないだろうか。冷たくなった寝しん台だいに寝転び、碁石を抱いた。

　一人のほうが広く使えるし、いいことずくめではないか。
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　小鈴が異変に気がついたのは、それから五日が経たった日のこと。翠衣に誘さそわれて、凰華園へと散歩に行ったときだ。

　後宮内の妃ひ嬪ひんたちは派は閥ばつを作り、互たがいに牽けん制せいし合っている。小鈴はどの派閥にも属していない。女の園そのに慣れていないせいもある。誰だれかと深く関かかわるのは苦手だったし、何より、いつかは去る場所だ。必要以上に親しい人間を作りたくなかった。

　そんな中、翠衣は特別だ。するりと人の懐ふところに入る。それなのに、深く踏ふみ込むことはなく、気楽に話をしていられるのだ。彼女の持って生まれた才能のようなものだろうか。

「なんか今日、凄すごく見られているような気がする……」

「お義姉ねえ様、本当に何も知らないの？」

「そう言われても。もしかして、この格好が似つかわしくないとか？」

　後宮内にいる以上、街で生活をしていたような格好は許されない。とはいえ、じゃらじゃらと装そう飾しよく品をつけて歩くのは肩かたが凝こる。なので、特別なとき以外は、できるだけ簡素なものにしている。

「まあ、他のお義姉様方に比べたら質素ではあるけどね。そうじゃなくて……そっか。お義姉様に限ってとは思っていたけど、よかったぁ」

　翠衣は大きなため息を零こぼし、亭にある椅い子すに腰こし掛かけた。そそと現れた女官がお茶と菓か子しの準備をする。

「あのね、最近噂になっているの。お義姉様がその……黄準兄様に色目を使っているって」

「えっ!?　私が？　黄準殿でん下かに!?」

「そう。今をときめく第二皇子の正妃がその地位に飽あき足らず、第一皇子にまで!?　って。まあ、私は嘘だと思っていたけど、みんなが真しん剣けんに話すんだもん。心配しちゃった」

　翠衣が月げつ餅ぺいにかぶりつく。満月の形をした平たい菓子は、彼女の好物らしい。よく食べているのを見かける。小鈴は噂話の中心にいることを知り、菓子を食べる気分にはならなかった。しかも、内容が内容だ。

「噂だと、夏涼兄様が忙しいのをいいことに、書庫まで会いに行って誘ゆう惑わくしたって」

「書庫って……。確かにこの前、本を取りに行ったときに会ったけど」

　それだけだ。凰華園を通る女官がちらちらと小鈴のほうを見る。第一皇子を誘惑しようとした小鈴がどんな女か気になるのだろう。「普ふ通つうじゃない？」とか、「それどころか地味だけど」などという声が小鈴の耳まで入ってきた。

「夏涼は何も言ってなかったけど」

「最近、ずっと外に出ていたからまだ耳にしてないのかも。夏涼兄様が勘かん違ちがいする前にお義姉様から相談したほうがいいと思うな」

　翠衣の助言はもっともなので、しっかりと頷うなずいた。小鈴が咎とがめられるだけならまだいい。いつかはこの後宮を去る身だ。変な噂で迷めい惑わくをかければ、彼の足を引っ張ることになってしまう。

「もうすぐ仲ちゆう呂ろの宴うたげもあるし、変な噂はさっさと片付けておいたほうがいいと思う」

「宴？　またやるの？」

「宴は栄えい華がの象しよう徴ちようでもあるし、結構あれこれ理由をつけてやるんだよ。なんていっても、後宮ってそういうのないと暇ひまだしね」

　小鈴は大きなため息を吐つく。翠衣はカラカラと笑うばかりだった。




「と、いうわけなの」

　夏涼の部屋に誘われてすぐ、小鈴は今日あったことを説明した。書庫に本を取りに行ったとき、偶ぐう然ぜん黄準に出会ったこと。それが噂になっていることも。忙しい夏涼の面めん倒どうを増やすのは申し訳ない。しかし、この問題は一人では解決の糸口を掴つかめないのは明白だ。

「俺が忙しいあいだにそんなことがあったとは」

「書庫に行ったのは五日前だけど、気づかないうちに広まっちゃったみたいで」

「会ったのはたった一回で、時間も長くない。書庫が建つあの辺りは、人通りも少ないだろう？」

「そうだね。あのときも衛え士じくらいしかいなかったよ」

　あとは、小鈴に付いてきた宦かん官がんくらいだ。

「その衛士が噂を流した可能性はある。……が、宮きゆう廷てい内で流れた噂が五日で俺の耳には入らず、後宮内だけで広まるのはおかしい」

「それって、つまり誰かが故意に後宮内で噂を広めたってこと？　なんで？」

「おそらく、俺を陥おとしいれたい奴やつだろう」

「私の噂だし、私が邪じや魔まな人の可能性もあるよね？」

　夏涼は後宮内で人気がある。小鈴を陥れ、夏涼に取り入りたい人は多くいるのではないだろうか。

「兄上が毎日書庫に出入りしていることを知っている者は少ない。そちらは後宮内で噂にもなっていなかったのに、小しやお鈴りんが会った途と端たんに広まった。おかしくはないか？」

　黄準の三人いる妃きさきたちは知っているだろう。しかし、罰ばつを受けているなどという醜しゆう聞ぶんをわざと広めるわけもない。

　同じ環かん境きよう下で小鈴が書庫に行っただけで噂になるのは違い和わ感かんを覚えた。

「もしかして、夏涼は噂を流した犯人に心当たりが？」

「心当たりというほどではないが、一番怪あやしくない人ほど怪しい」

「一番……もしかして、黄準殿下を疑っているの？」

　後宮に住む妃嬪に加えて女官や宦官を加えると千や二千を超こえる人の多さだ。その全すべての人が噂を流すことができる。しかし、その中で噂を流すわけがないと考えられるのは、小鈴と黄準の二人だけだ。

「今回の噂の的は二人。小しやお鈴りんと兄上だ。だが、噂の内容から兄上はただの被ひ害がい者しやのように語られている」

　黄準が書庫にいることを知った小鈴が、会いに行き誘惑するというものだ。小鈴は夏涼の妃でありながら、黄準をも誘惑しようとする悪女に仕立て上げられている。しかし、黄準は違う。

「黄準殿下って、そんなことする人かな？」

　自分に自信があり、皇位に執しゆう着ちやくしている人だということはわかる。そして、夏涼の存在を必要以上に意識していることも。しかし、下手な噂を流すような人には思えない。

「兄上はおそらく、俺に天てん賦ぷがないことを知っていた。今まで、天賦がある分、優位に立っていると思っていたはずだ」

「宴で彩さい絵かい術じゆつを披ひ露ろうしたせいで焦あせっているってこと？」

　夏涼は静かに頷く。

「でも、私が悪女だって噂になっても、夏涼との皇位争いにはなんの影えい響きようもないような気がするけど……。私と離り縁えんすれば終わりでしょ？」

　もし黄準が夏涼を陥れたいと思うなら、夏涼本人を狙ねらってくるのではないだろうか。

「小しやお鈴りんは離縁されてもいいと？」

「もともと仮の関係でしょ。この生活が早く終わるなら、私は大だい歓かん迎げいだよ」

　迷惑をかけるくらいなら、さっさと離はなれたほうが夏涼もいいだろう。

　目の封ふう印いんに関しては情報が集まりきってはいないが、彼の側そばを離れれば何度も封印が解けることもないと思う。季華国にでも行って、生活しながらのんびりと探せばいい。

　夏涼が柔やわらかに笑った。

（……怒おこっている。なんでかわからないけど、絶対怒っているよ）

　その笑え顔がおは、いつもの煌きら煌きらした笑顔とはどこか違う。

「……って、黄準殿下も考えるんじゃないかな？」

　言いつくろってみたが、機き嫌げんの悪そうな顔は変わらない。離縁して一人だけ逃にげようと思ったことに怒ったと思ったのだが、違っただろうか。

「やけに兄上の肩を持つな」

　目に宿るのは苛いら立だちの赤。静かな炎ほのおのようで、なんと返せばいいかわからなかった。見ていられなくて慌あわてて逃げる。広いとは言え部屋の中。背を向けることで、向けられた感情から逃のがれようとした。

「違うって。証しよう拠こがないのに兄きよう弟だい喧げん嘩かはしてほしくないだけだよ」

　皇太子というたった一つの椅子を奪うばい合う以上、争いは避さけられない。けれど、事実がわからない状態でいがみ合ってはほしくなかった。

「俺に何も痛手がないわけないだろう？　俺は寵ちよう妃ひに夢中だ。そうだろう？」

　夏涼は背中から抱だきしめる。腰こしに回った腕うでは押しても叩たたいてもびくともしない。彼が苛立っているのはわかっているのに、抱きしめられただけで胸が跳はねる。

　心臓が内側から存在を主張するように叩くのだ。

「寵妃ってふりでしょう！　もう放して！」

　目に熱が集まっていく。心臓の音が耳にまで響ひびいていた。つい癖くせで、両手で目を覆おおう。

　夏涼はあっさりと腕をほどいた。

　背中から温ぬくもりが消える。それが少し寂さびしくて、両手を目から離した。その瞬しゆん間かん、彼と目があう。いつの間にか、夏涼は小鈴の前へと回っていたようだ。

　彼の手が優やさしく瞼まぶたをなぞる。彼の中には、今日も綺き麗れいな隠気が流れていた。

　小鈴の大だい嫌きらいな満月を夏涼は気に入っているようで、封印が解けるたびに見たがる。それがなぜか気き恥はずかしくて、つい碁石を捜さがしてしまうのだ。しかし、今はいない。碁石は小鈴の部屋で丸くなっていることだろう。

「このままだと仲呂の宴で揚あげ足をとられかねない。それに、小しやお鈴りんが他ほかの男に目移りしているという噂も許しがたいな」

　夏涼の唇くちびるが弧こを描えがく。

「一ひと芝しば居い打っておくか」

　こういうときの彼は、悪いことを考えた少年のようになる。
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　仲呂の宴。それは、初夏のころに行う宮中行事らしい。小鈴が初めて参加した皇太后主しゆ催さいの宴は内々のものだった。人の多さは比ではない。

　皇族以外に有力貴族も参加するとあって、気が抜ぬけないのだという。小鈴は二人の女官に着付けられながら、あくびを堪こらえる。

「小しやお鈴りん様、とてもお美しいです」

「ありがとう。お世辞でも嬉うれしいわ」

　美しさの基準は良くわかっていないが、十人並みの容姿だと自負している。凰華園を歩く妃たちを見れば、しなやかで美しい大輪の花ばかりだ。

「何を仰おつしやいますか。小しやお鈴りん様はふだん着き飾かざらないので、わからないのです」

「歯の浮うくような台詞せりふは夏涼だけで十分よ」

　褒ほめられるのは苦手だ。特に容姿など、皆みなと同じ黒い瞳ひとみがあれば十分だと思っている。

「今日は殿でん下かも惚ほれ直しますよ」

　ふふふと笑いあう女官たちは自信満々だ。惚れてはいないので、直すも何もないのだが、笑顔を返しておいた。「綺麗だ」「そんなことはない」の掛かけ合いが続くのは不毛である。

「今日の宴うたげで変な噂も消えるとよいのですが……」

　色白の女官が最後の髪かみ飾かざりをつける。金の装そう飾しよくはゆらゆらと揺ゆれ、頬ほおに当たった。

「誰だれなのかしら、あんなひどい噂」

　噂というものは恐おそろしい。第二皇子の寵ちよう愛あいを一身に受けていた正せい妃ひが次の日には第一皇子を誘ゆう惑わくする悪女にまで落ちるのだから。

「私のせいで、みんなには肩かた身みの狭せまい思いをさせてごめんなさい」

　女官の立場というのは、持ち場で変わる。宮殿付きの宮女の地位は仕えている妃嬪の地位に比例するようだ。皇こう帝てい陛下の妃嬪に付く女官はそれが顕けん著ちよで、寵愛のあるなしですぐに変動するのだという。

　朱明宮の女官たちの立場は夏涼と小鈴次し第だいということなのだ。

「私たちは大だい丈じよう夫ぶですから。今日は堂々と参加してください」

「美味おいしい料理が楽しめるそうですよ」

「美味しい料理か。太ったら嫌いやだな～」

「小しやお鈴りん様は少々肉をつけたほうがよろしいかと」

　後宮に入ってから、少し肉がついたと思う。けれど、垂れ目の女官はまだまだだといつも言うのだ。後宮を歩く妃嬪たちは豊満な体つきの者が多い。

　ああなれるのは一種の才能で、小鈴はその才能は親から受け継ついでいないと思う。




　どうして、身分ある者は裾すそを引きずりたがるのか。小鈴は夏涼の隣となりを歩きながら呆ぼう然ぜんと考えた。まだ幻倭国で祖父とともに彩絵医術師をしていたころのこと。一度だけ祖父について、宮中に入ったことがある。帝みかどの妃きさきの病を診みてほしいという願いを受けてのことだ。

　あのときに見た中ちゆう宮ぐうや、周りの女官たちはずるずると裾を引きずる長い着物を着ていた。

（なんて言ったっけ？　二十……いや、十二単ひとえだ）

　近くを歩く妃の着ている襦じゆ裙くんはそれに相当すると思う。絹がすれる音が聞こえてくるようだ。自身の襦裙も足あし下もとを隠かくすくらい長いのだが、引きずるほどではない。これ以上裾の長い服を用意されていたら、今ごろ裾を踏ふんでは転んでを繰くり返していただろう。

　薄うす紅くれないを基調とした襦裙は、夏を拒こばむ置き忘れの春のようである。袖そでや裾には花の刺し繍しゆうが施ほどこされ華はなやかだ。しかし、季華国の襦裙のように動きにくいわけでもなく、気に入っている。

　横からそっと夏涼を見上げれば、柔らかな笑みが降りてくる。この顔の裏には粗そ野やで意地悪な一面があると皆、知らないのだ。小鈴だけが知っている特別とも言える。

　気づかないうちに頬が緩ゆるんだ。

「どうした？　楽しいことでも思い出したか？　顔がにやついている」

　人が周りにいる中で、耳元で囁ささやくときは大たい抵てい、小鈴を揶揄からかうときだ。外から見れば、秘密の話をしているようで仲のいい夫ふう婦ふに見えるのだろうか。返事をせずに手を強くつねっておいた。

　しかし、彼は肩かたを揺らして笑うだけで痛がる素そ振ぶりも見せないのだ。

　宴の会場ではやけに視線がまとわりつく。皇族や妃嬪のみならず、女官や宦かん官がん、そして有力貴族たちも。品定めする下世話な目が頭からつま先まで撫なでるように見て回る。

　小鈴が平常心でいられるのは、夏涼のおかげだと思う。なんとも思っていないどころか、今の状じよう況きようを楽しんでいるように見えた。

　受けている視線を確かく認にんしながら、耳打ちしてくるのだ。

「随ずい分ぶんと注目されているな。あれは吏り部ぶの尚しよう書しよ。あっちは陛下のお気に入りで──……」

　人気者だと笑う夏涼に口を尖とがらせる。

「はいはい。どうせ、二人の男を手玉にとるような器量ではないとか思われているんだよ」

「今日の小しやお鈴りんは可愛かわいいよ。初めて見たとき、春の妖よう精せいが私を誘惑しに来たのかと思った」

　ひときわ大きな声で夏涼は言った。酒を運ぶ女官が足を止め、頬を染める。運悪く被ひ弾だんした女官は側そばにいた上司に冷たい目を向けられていた。

「夏涼は冗じよう談だんが上手なんだから」

　あははと笑って見せたが、夏涼の笑えみは深まるばかり。こんな大勢の場でも寵愛ごっこを続けなければならない。走る準備ができた心臓を抑おさえつける。

　第二皇子に用意された席についたころには、甘い言葉と態度でぐったりとしていた。

「どうだ？　緊きん張ちようが少しくらいはほぐれたか？」

　耳元で囁く声が揶揄っているはずなのに優しく聞こえて、手の甲こうをつねるのを忘れてしまった。

　今日の大役を思い出し、身を引き締しめる。まだ黄準は来ていない。この宴は、有力貴族の他は皇族とその正せい妃ひのみが参加を許されている。側室は三人もいるのに、まだ正妃を持たない黄準は一人で来るはずなのだ。

　気持ちを落ち着かせるために一杯ぱい、二杯とお茶を飲む。喉のどを潤うるおしたはずなのに、緊張でカラカラだ。どうか、瞳の封ふう印いんだけは解けないでくれと、心臓に言い聞かせるしかない。

「相変わらず夏涼は来るのが早い。愛する妃を見せびらかしたいという表れか」

　ふいに声をかけられて肩が跳はねる。真しん剣けんに夏涼の話を聞きすぎたせいか、黄準が会場に到とう着ちやくしていることに気づかなかったようだ。

「兄上も早く正妃を迎むかえたほうがいい。二人というのはいいものです」

　わざとらしい笑みを見せて、夏涼は小鈴の肩を抱だき寄せた。黄準の眉まゆが跳ねる。

　ときどき忘れてしまいそうになるのだが、夏涼は誰もが頬を染めるような麗うるわしの第二皇子だ。たった一つの笑みで数歩先の女官が頬を染め上げる程度の殺傷能力を持つ。噂うわさの渦か中ちゆうでもあるせいか、三人は視線を集めていた。

「兄上、私は少し席を外します。そのあいだ、妃に相手をさせましょうか？」

　あてつけのような言葉に黄準は「断る」と一言口にすると、二人に背を向けた。夏涼は小鈴を見て笑う。「予定どおりだ」と目が言っていた。

（やっぱり悪い人じゃないし、変な噂を流すようには見えないけど）

　黄準は有力貴族たちの側に立ち、挨あい拶さつを始めた。宴が始まれば、なかなか席を立つことが難しくなるので、宴の前後に挨拶をするのがお約束らしい。そして、予定どおり夏涼も小鈴を席に残して挨拶へと向かう。

（焦あせらなくていいとは言われたけど、こんなの焦るよ……）

　小鈴はじっくりと黄準の行動をなぞる。緊張の中、夏涼の指示を思い出す。

『兄上は挨拶のあと、必ず一度外の空気を吸ってから席に戻もどる。外に出ようとしたら追え』

　もう五人に挨拶をしている。皇位争いのことは詳くわしく知らないが、色々と根回しが大変そうだ。立派な白い髭ひげを持った老ろう爺やと話を終えると、黄準は会場に背を向けた。

（今だ！）

　慌あわてて席を立つ。視線がまとわりつくが、そんなことは気にしない。みんな、悪女が男を誘惑しに行ったぞと、宴うたげの前からうまい酒を飲もうとしているのだ。

「殿でん下かっ！」

　振ふり返った黄準は小鈴の顔を見るなり、眉まゆ根ねを寄せた。

「少し、お話が……」

「あらかた先日のことだろう？　君があらぬ誤解を受けていることは知っている」

　神しん妙みような顔つきだ。原因の半分は黄準なのだが、謝らないところが皇族らしいと思う。夏涼が少し変わっているのだ。簡単に礼を言い、すぐに謝る。

「だが、こんなところで声をかければ、余計疑われるのではないか？　君は少しおとなしくしておいたほうがいい」

「実は、その件で殿下にお願いが。……少し小こ芝しば居いに付き合っていただけませんか？」

「小芝居？　なぜ私が君に協力をしなければならない？」

　わかりやすい。眉の根に皺しわが寄る。これは小鈴の野性の勘かんではあるが、この人はおそらく何も知らない。先の宴での件は黒かもしれないが、この件は一切関かかわっていないだろう。

「夏涼は殿下を疑っています。手伝っていただければ、疑いは払ふつ拭しよくされるかと」

「その三文芝居に付き合っても、夏涼が私への疑いを改めるとは思えん。ならば、付き合うだけ無む駄だだ」

　黄準は頑かたくなだった。もしも断られても、他ほかにもやりようがあると夏涼は言っていたが、それでは小鈴の心臓が持たない。

　黄準が背を向ける。夏涼ならば、言こと葉ば巧たくみに黄準に「うん」と言わせていただろう。こういうとき、小鈴は自身を無力だと思う。

　彼らは皇位を狙ねらう者同士、常に相手を意識している。わざわざ黄準が夏涼のために一ひと肌はだ脱ぬぐなど到とう底てい無理な話なのだ。

（そうだ。黄準殿下も皇位の座が危あやういと思えば手伝わずにはいられないはず）

「待ってください！　このまま噂が私を後宮の外へと追いやったとき、一番困るのは殿下でしょう」

　黄準の足がピタリと止まった。

「夏涼の正妃の座が空けば、おそらく皇太后がその席を埋うめます。確か、皇太后の姪てつ孫そんは他国の公主だと聞きました。今や夏涼は時の人。他国の後ろ盾だてを持ったら、もう向かうところ敵なしです」

　文武両道、聖人君子と誉ほまれ高い第二皇子は官かん吏りたちにも人気が高い。最近、有力貴族などは自分の娘むすめを側室に迎えないかと打だ診しんしているほどだという。

　いまだ内々ではあるが、先の宴で天てん賦ぷを披ひ露ろうしたという噂も相まって、皇太子の座は第二皇子で決まりだ、などという話があちらこちらから聞こえてきている。

　黄準もその噂を耳にして焦っているはずだ。

「……君は夏涼の成功よりも正妃の座を選ぶと？」

「私も後宮の女ですから。夏涼のことはこれっぽっちも愛してないですけど、贅ぜい沢たくな暮らしはやめられません」

　なぜだろう。胸が痛んだ。剣けんを突つき刺さすような痛みに。笑顔が歪ゆがむ。

「わかった。何をすればいい？」

「殿下には──……」

　心が躍おどった瞬しゆん間かんのこと。じわり、と目に熱が集まる。

（えっ!?　なんで!?）

　鼓こ動どうが速すぎることはない。緊きん張ちよう感かんで速まってはいるが、穏おだやかなほうだ。

　黄準に顔を覗のぞき込まれ、慌てて背そむけた。人のいない廊ろう下か。しかし、すぐ側には夏涼の姿があった。ゆっくりと、夏涼の身体からだに巡めぐる隠気が浮うき上がってくる。それは、荒あれた大海のような、消えることを知らない炎ほのおのような。いつもと違ちがうものだ。

「かりょ──……」

　言葉を紡つむぐ前に、近づいてきた夏涼は小鈴を黄準から引き剥はがし、抱き寄せる。彼の胸の中にすっぽりと収まったとき、安あん堵どのため息が漏もれた。おそらく、黄準に瞳ひとみは見られていない。

　けれど、肩かたを抱く夏涼の手が僅わずかに震ふるえていた。なぜ震えているのだろうか。

「どういうことですか？　兄上」

　声に混じるのは苛いら立だち。春を思わせる涼すずしげな声がどろりと溶とけた感覚。

「何を勘かん違ちがいしている。ただ、おまえの妃きさきに話しかけられただけだ」

　黄準には計画の子細を話していない。彼は手て探さぐりで三文芝居に付き合おうとしているのだろう。声に困こん惑わくがにじむ。

「妃が書庫まで兄上に会いに行ったという話は聞いていますが、真実はどうだか。妃が書庫に通っていることを知って、兄上から罰ばつを希望したのでは？」

（あれ？　こんな脚きやく本ほんだったっけ？）

　小鈴は首を傾かしげた。しかし、いまだ目の熱は落ち着かず、顔を上げるわけにはいかない。夏涼の胸の中で視界は暗くら闇やみだが、わらわらと人が集まる音と声は聞こえている。

　夏涼と黄準の言い争いに気づいた者たちが集まって来たのだろう。それも予定どおり。

　けれど──……。

「馬ば鹿かを言うな。誰だれがこんな腹黒い女を好きになるかっ！」

（これじゃあ、ただの痴ち情じようのもつれというやつに見えるよ）

　男女のいざこざを多く目にしてきた訳ではないが、小鈴からも痴ち話わ喧げん嘩かに聞こえる。元はさらりと終わる芝居だったはず。脚本どおりに行かないのは、小鈴が詳しい説明を黄準にすることができなかったせいであろうか。

（とりあえず、止めなきゃ。神様、仏様、夏涼様。力を分けてください）

　彩さい絵かい術じゆつばかりの人生だった。策略などという言葉は一番縁えん遠どおい言葉だと思っていたのだが、ぎゅっと懐ふところに入れておいた物を掴つかむ。

　ふわりと爽さわやかな春の薫かおりが漂ただよう。

「二人とも落ち着いてください。黄準殿下のもとには、私が会いに行ったのっ！」

　ざわり、と周りがざわめいた。夏涼の顔がよく見える。隠気の流れは見えなくなっていた。目の封印が戻った証しよう拠こだ。

「殿下にしか相談できなくて……」

　懐からそっと匂におい袋ぶくろを取り出す。形が歪いびつでとても人に見せられる代しろ物ものではない。

　連日連夜、寝ねずに作った物だ。おかげで綺き麗れいになった手が穴だらけになった。嵐南国では妻が夫に匂い袋を作る風習があるらしい。袋に刺し繍しゆうをして、乾かん燥そうさせた花を詰つめる。

　貴族の娘なら、普ふ通つうは知っているようなものだ。しかし、小鈴には記き憶おくがないことになっている。作り方を他の妃きさきに聞こうと考えてもおかしくはない。

　先日小鈴は書庫で「三人の妃にこっそり教えてもらえないか相談してほしい」と黄準に頼たのんだ。なかなか返事がもらえず、しびれを切らした小鈴が今日、もう一度声をかけに来た。というのが、夏涼の筋書きだ。
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「一度作ってみたの。でも、うまくいかなくて。景けい秀しゆう宮きゆうに行って聞こうと思ったんだけど。そんなことしたら、すぐに夏涼にばれてしまうし。黄準殿でん下かが書庫にいらっしゃると聞いて、そこなら怪あやしまれずに相談できると思ったの。変な噂うわさになってしまって……どうしたらいいかわからなくて……」

　夏涼が用意した脚本にはこんな長なが台詞ぜりふはなかった。大根役者に長台詞は危険だと判断され、少し嫉しつ妬とした夏涼に問いただされて、質問に答えていく形式にしたはずだった。

　今日の夏涼は少しおかしい。苛立ちと焦あせり。貴族たちとの話で何かあったのだろうか。

（もしかして、肝かん心じんなときに封ふう印いんが解ける失態をして怒おこっているんじゃ……！）

　夏涼は小鈴を静かに見下ろす。暴走はしないでほしいと心で願いながら、見上げた。

「本当に？」

「本当だよ。そうじゃなかったら、わざわざ黄準殿下のもとになんて行かないもの」

「これは小しやお鈴りんが私に？」

「見よう見まねだからうまくいかなくて……」

　実際に作る必要はなかった。けれど、物は試ためしだとやってみたのだ。おかげで、手に穴ができるかと思うくらい、自分が不器用だとわかった。

「夏涼。これで誤解も解けておまえも満足だろう？　そろそろ宴が始まる。戻もどろう」

　黄準はすれ違いざま小さなため息を吐ついた。真実を知った観衆は今日から噂を塗ぬり替かえてくれるだろう。

　ほっとしているのに、なぜだろう。胸がざわつく。夏涼が少しもこちらに視線を向けないからだろうか。

　夏涼を見上げる。彼は真っ直すぐ黄準の背中を見つめていた。




「今日は殿下のお部屋には？」

「疲つかれたから一人で休むらしいわ」

　夏涼は宴のあと、帰ってきても難しい顔をしていた。けっして夏涼が「一いつ緒しよにいたくない」と言った訳ではない。何を話していいかわからず、挨あい拶さつもそこそこに逃にげて来たのだ。

「小しやお鈴りん様、噂が本当ではないのなら、私たちに仰おつしやってくださればよかったのに」

「そうですよ！　まさか夜な夜な匂い袋を刺繍していたなんて……。だから、毎晩こっそり抜ぬけ出して戻って来ていたんですね」

　女官たちは頬ほおを緩ゆるませて笑う。既すでに噂は朱明宮までやってきたか。夏涼に付く宦かん官がんが一緒にいたので、すぐに行き渡わたるとは思っていたが、想像以上の速さだ。

「まあ、ね」

　本当は眠ねむることができないから、匂い袋を作ってみたのだ。だが、女官は小鈴が夏涼のために隠かくれて刺繍をしていたと思ったのだろう。

「私たち、殿下にも秘密にしますから、昼間の時間も使っていいのですよ？　刺繍が得意な者もおりますから、少しならお手伝いできます」

「そうね。今度からはそうしようかしら？」

「殿下は今ごろきっと、お喜びですね。なにせ、初めての贈おくり物ですから」

　もう一度作ったら喜んでくれるだろうか。あの匂い袋を持ったとき、あまり嬉うれしそうには見えなかった。

　夜の支し度たくが終わり、女官は去って行く。部屋の外で楽しそうな声が聞こえるのは、小鈴の悪い噂が払ふつ拭しよくされるからだろう。彼女たちにとって、主人の醜しゆう聞ぶんは死活問題だ。

　小鈴は寝しん台だいの上で胡座あぐらをかく。二人で眠れるくらいの大きさなのだが、一人のほうが広々として使いやすい。

　先客は饅まん頭じゆうのように丸くなり、枕まくら元もとで眠っている。今日はほとんど構っていないから、拗すねているのだ。丸くなった小さな背中は、海苔のりをまいたおにぎりみたいで可愛かわいいのだが、放ほうっておくともっと面めん倒どうになる。背中を撫なでてやれば、ピクリと身体が動いた。

　寝ていると思ったけれど、起きているらしい。これは寝たふりだろうか。

（なんで、あのとき封印が解けたんだろう？　心しん拍ぱく数すうは上がってなかったのに）

　いつも、夏涼の側そばにいると心臓が駆かけ足になった。そのあと決まって封印が解けていたはずだ。しかし、黄準との会話で心音が速まる気配はなかった。

　小鈴はぎゅっと碁石を抱だきしめる。

「わけわかんないよ」

　自分の身体のことなのに、何もわからない。誰かに大だい丈じよう夫ぶだと言ってほしかった。しかし、ここにいるのは言葉を理解していない碁石だけ。

（罰ばちが当たったのかもしれない……）

　全すべて失う覚かく悟ごで瞳を封印してもらった。得意の彩絵術も瞳の能力も全て。けれど、結局筆を持っている。天が怒っているのかもしれない。

　夏涼の顔が脳のう裏りを過よぎる。彼ならば、笑って小鈴の悩なやみを吹ふき飛ばしてくれるだろうか。温かい手が乱暴に頭をかき乱すのは嫌きらいじゃない。
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　夏涼は衛え士じ府ふの門を叩たたいた。

「第二皇子、またいらっしゃったのですか」

　武骨な男が夏涼を見下ろす。頭一つ分は高い男だ。熊くまを前にしても怯ひるむことはなさそうな衛士はここの衛士府を取り仕切っている。

「何度だって来ますよ。たとえ、嫌いやがられても」

「何度来られても結果は変わりません。ここの兵権は第一皇子がお持ちです。兵権なくして、相談など受けられません」

　この言葉はもう十度聞いた。ここでぴしゃりと扉とびらを閉じられ、門もん前ぜん払ばらいされるのはいつものことか。黄準は皇位ばかり気にしているせいか、頑かたくなで夏涼に手を貸そうとはしない。ならば、夏涼ができることはこの衛士を味方につけることだ。

（悪いが、俺は諦あきらめが悪いんだ）

　心の中で悪態を吐いて、一歩前へと出る。天てん賦ぷがないとわかっても、人生を諦めたことはなかった。白鳥のように水の下ではもがき続けてきたのだ。

　たかが衛士一人に鼻であしらわれたとして、めげるわけにはいかない。

　こんなときは笑え顔がおが役に立つ。にこりと笑えば、夏涼の一回りは大きい男が怯んだ。

「保護者がいないと都の警備もままならぬようだ」

「……どういう意味ですかな？」

「この都を守るのは、あなた方に与あたえられた使命。衛士府の中で剣けんを振ふり回すのが仕事ではないでしょう？　しかし、誰だれが助けを求めようと、『この都に妖よう獣じゆうなど現れるわけがない』の一点張りだったそうではないか」

　都に現れた妖獣を夏涼が退治したことは、都に住む誰もが知っている。衛士が知らないわけがなかった。本来ならば、都の守護は衛士の仕事。彼は気まずそうに眉まゆを寄せた。

「十年前、幼い私から見ても、都を守る衛士たちはとてもかっこよかった。大きな剣を振り回し、恐おそれずに妖獣に向かっていく。ああいう強い男になりたいと思ったものです」

　皇こう帝ていが城を出て都を見て回った日がある。嫡ちやく子しだった夏涼も父に手を取られ、ついて行ったのだ。あの日たまたま、大きな妖獣を倒たおす衛士を見た。父に「衛士になれますか？」と尋たずねると、無理だと言われた。しかし、同じくらい強くなることはできる。と、言われたことはよく覚えている。

「この都も平和になりました。今や我々衛士の仕事は喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいばかりでしょう」

「だから手を抜いていいと？」

　八年前、黄準が《境界》の力を公表したことで、都の警備体制はがらりと変わった。花形であった都の衛士府は日ひ陰かげ者ものの集まりになったのだ。

「一度あることは二度あるとは思いませんか？」

「第一皇子の天賦に問題が起きるとお考えですか？」

「それはわかりません。ですが、明日、兄上が暗殺されたらどうなりますか？　あなただってこの国の者なら、知っているでしょう？　天てん雨う帝ていの物語くらい」

　雨を降らせるだけの天賦を持った皇帝がいた。その力はそれ以外に何もできず、兄弟たちには笑われ、蔑さげすまれていたそうだ。嵐南国は肥ひ沃よくな大地。雨など乞こう必要もない。しかし、天はこの国に試練を与えた。空からの恵めぐみを奪うばったのだ。

　雲一つない晴天が何十日も続いた。それを救って回ったのが、のちの天雨帝だ。彼は少しずつ民たみの心を掴つかんでいき、皇帝にまで上のぼり詰つめた。しかし、彼の在位は崩ほう御ぎよにより僅わずか三年で終わる。その後、雨はピタリと止まって植物は枯かれ、人々は飢うえた。

「第一皇子の能力も天雨帝のようになると？」

「それはわかりません。ですが、兄上は不死身ではない。いつか人は死ぬ。天雨帝の失敗は、能力に頼たより過ぎたことにあります。同じ天賦が都合良く何度も現れることなど奇き跡せきに等しい。ならば、対策をしなければならない」

「殿下は皇族らしくないことを仰います」

　衛士の言葉に夏涼は笑った。夏涼と他ほかの皇族の違ちがいなど、ただ天賦の所持に関してだけだ。たったそれだけで「らしくない」と言われてしまう。

「それでも皇族です。私は自分がちっぽけな存在であることを知っています」

「素す晴ばらしい天賦をお持ちだと聞きましたが」

　夏涼の天賦はいまだ公表されていない。公表を促うながす声がないのは、彩さい絵かい術じゆつを天賦だと勘かん違ちがいした者たちが噂うわさを広めてくれたおかげだ。夏涼は嫡子だから、満を持して公表するつもりなのだと、勝手に解かい釈しやくされはじめている。

「私は民のためにできる限りのことをしたい。兵権はありませんが、それを使わなくてもできるところまで協力してくださいませんか？　私のためではなく、この都に住む者のために」

「民のため……ですか。そう言われて、嫌いやだと突つっぱねれば、我々は悪役になってしまう」

「はい。脅おどされてください。もし、問題が起きれば私を盾たてにすればいい。第二皇子の名はこれでも結構大きくて強い盾になります」

　張りぼての盾かもしれないが、衛士を守ることくらいはできる強さはある。

「いいのですか？　まかり間ま違ちがえば、皇帝の意に反したことになるやもしれません」

「昔の私なら、保身に走っていたかもしれません」

　皇位でしか自分の価値を証明できないと思っていたことがある。そのためなら人を騙だますことくらい容易たやすいと思っていた。

「妖獣で大切な人を亡なくすところでした。私が見み栄えを張ったせいです。この街を十年前には戻もどしたくない。どうか、協力いただけませんか？」

　皇族に生まれ、最初に教わることは字の書き方でも、この国の歴史でもなかった。

　むやみに頭を下げてはならない。たったそれだけだ。

　第二皇子であるときは、その教えを守っていた。しかし、夏涼は腰こしを折る。

「私だって衛士の端はしくれだ。これ以上、周りからタダ飯めし食ぐらいと揶や揄ゆされるのはごめんです。何をすればいいですか？」

　大きな男の手が差し出された。




「夏涼、おかえり。ご飯冷めちゃったよ」

　朱明宮に戻るなり、小しやお鈴りんは口を尖とがらせる。卓子つくえの上に並ぶ食事は一いつ切さい手をつけられておらず、茶を飲んでいたようだ。

「先に食べていてよかったのに」

「今日はそこまで遅おそくならないんじゃないかって聞いたから……」

「小しやお鈴りんがお腹なかを空すかせるほうが心配だから、今度から時間になったら食べていい」

　笑みは全てを隠かくす仮面だ。にこりと微笑ほほえめば、側そばにいる女官が頬ほおを染める。

　しかし、小しやお鈴りんだけはこの笑顔に騙されてはくれない。頬を膨ふくらませたまま、箸はしを取る。

「一人で食べても美味おいしくないでしょ？　子どもじゃないんだから、少しくらい待てるよ」

　後宮の食事に美味しいもまずいもないと思っていた。食事とは栄養を取り入れるための作業。

　作られてから運ばれるまでに冷めてしまうし、いちいち毒味が為なされる。そこまでして口に運ばれるころには、気も削そがれている。

　向かいに座る少女は美味しそうに冷めた野菜炒いためを口に含ふくんだ。

「うまいか？」

　女官たちは小しやお鈴りんが側にいると気を利きかせてすぐに席をはずす。そのせいで、最近はすぐに気が抜ぬけてしまうようになった。

「美味しいよ。焦こげてないし、味付けもしてあるし」

「どんな物を食っていたら、その返事ができるんだ？」

「川で魚を捕とったり、木の実をもいだり。運が良ければ、治ち療りようの代金の代わりに野菜がもらえる。でも、その前に追い出されることのほうが多いかな」

　彼女はあっけらかんと笑った。昔話をするときの小しやお鈴りんは、いつも以上によく笑う。どうでもいいことのように、何でもないことの如ごとく。

　こういうときの彼女の笑顔は、第二皇子によく似ている。誰にも見られたくない何かを隠すときの顔だ。心の奥では膝ひざを抱かかえて泣いているのではないかと思うことがある。

「そんな辛つらい思いまでしてなんで治療を続けた？　石を投げる奴やつなんか、放ほうっておけばいいだろう？」

「だって……。私は鬼おにじゃないから。助けてと手を伸のばす人の手は振り払はらわないよ」

　一度でも涙なみだを流してくれれば、この胸に抱だくこともできるのに。彼女はけっして涙を見せない。へらへらと笑ったまま、同じ野菜炒めばかりに箸をつけた。

　気持ちが急せいて、腕うでが伸びた。小しやお鈴りんに名を呼ばれて、その手が止まる。

「そんな顔しないでよ……」

　彼女は困った様子で夏涼を見上げている。

　毎晩、眠ねむったあとに小しやお鈴りんは部屋を出て行く。ようやく夏涼を意識しはじめたのだと思っていた。しかし、それは思い違いかもしれない。

　本当は黄準を好きになったのではないだろうか。最近、彼女はしきりに黄準の肩かたを持つ。それは愛情の表れなのではないだろうか。あの日、彼女の瞳ひとみは確かに黄金きんへと染まった。それが確かな証しよう拠こだ。

「小しやお鈴りんは目の封ふう印いんが完かん璧ぺきになったら、どうするつもりだ？」

　じりじりと側に寄る。彼女の気持ちを確かめたい。

「わからない。でも、次こそ普ふ通つうになりたい」

　普通。それは、夏涼が持っていないものだ。もしも、封印の方法が見つからなければ、ずっとこの腕の中にいるだろうか。はたしてそれは、彼女にとって幸せなのだろうか。

　天てん賦ぷを持たないおまえなど、誰だれも愛してくれないのだと、誰かが耳元で囁ささやく。
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　夏涼の様子がおかしい。妙みように真面目まじめな顔をしてみたり、突とつ然ぜん甘い台詞せりふを言ったりする。不思議なことにあの日から心臓が駆かけ足になってもどんなにドキドキしても黄金には変化しなくなった。

（よくわからないし、夏涼はみんなの前ではいつも以上に甘ったるい台詞を並べるし）

　心しん拍ぱく数すうの上じよう昇しようが変化の原因だと思っていた。封印が解けるときはいつもうるさいほど心臓が駆けているからだ。

　鏡に映る四片へんの花。そっと手でなぞる。

「おじいちゃん、意味わかんないよ……」

　祖父の彩さい絵かい医い術じゆつの腕は確かで、帝みかどからの信しん頼らいも厚かった。小鈴が一いつ緒しよにいるせいで、晩年は宮中に上がることはほとんどなかったが、それでも何度か帝に呼ばれたことがある。

　そんな祖父が封印に失敗したのだろうか。

　夏涼の様子がおかしいのも、この封印の解ける条件が曖あい昧まいになったことにあると思う。

（一から思い出してみるか！）

　小鈴は碁石を抱き上げて、立ち上がった。最初は外だったと、庭に出る。

　ゆっくりと今までの記き憶おくを辿たどる。初めて封印が解けたのは、まだ小鈴が都の端はしで暮らしていたころのことだ。碁石を連れて山の中を歩いた。

（確か、狩かり用の穴に落ちたんだった）

　驚おどろいて鼓こ動どうが速くなった。みるみるうちに碁石の隠気が見えたのだ。しかし庭園に穴などない。あるのは二人でお茶を楽しめる程度の亭あずまやと小さな池。

　状じよう況きようを再現するには、穴が必要だ。

（ないなら……。とりあえず、掘ほってみるか）

　小鈴を少し離はなれたところから見守っていた色白の女官に視線を送ると、彼女は小さく首を傾かしげ、小鈴のもとへと走ってくる。

「いかがなさいました？」

「円えん匙しを持ってきてほしいの。お願いできる？」

「えん……え？」

「あら？　わからない？　棒の先に皿みたいな物が付いていて、土を掘る道具よ」

「ええ、もちろんわかります。それがいかがなさいました？」

「それはもちろん……掘るのよ、土を」

　女官は目を数度瞬またたかせた。

（やっぱりわかってないんじゃないのかな？　円匙って何か）

　土を掘るのは女官の仕事ではないし、宦かん官がんに聞いたほうが確かだろうか。うんうんと考えていると、彼女は小さな声で「少々お待ちください」と言って、小走りで去って行った。

　女官はすぐに円匙を持って現れる。それを使って庭に穴を掘り始めた小鈴を見て卒そつ倒とうすることになるのだが、今の小鈴には関係のない話だ。

　気づけば身体からだ中を泥どろだらけにして、穴を掘り続けていた。

　集まった女官たちが「小しやお鈴りん様がご乱心だ」とさめざめと泣いていたが、それを否定する者はいない。真しん剣けんに穴を掘る小鈴と、土の山で遊ぶ碁石。そして遠巻きに涙する女官という図を見ることになった夏涼は呆ぼう然ぜんとした。

「これはいったい何があった？」

「先ほどから穴を掘り続けておりまして、いくらお止めしても聞いてくれないのです」

「そ、そういえば！　最近一人で何やらお悩なやみでした！」

「わかった。私が話を聞くから、君たちは持ち場に戻りなさい」

　外野から声が聞こえる。穴を掘り終え、ふう、と息をついたとき、視線を感じて手を止めた。気づけば女官はいなくなり、同じ場所に夏涼が立っている。

「あれ？　夏涼、そんなところでどうしたの？」

　使い終わった円匙をぽいっと投げると、夏涼のもとに駆ける。自分の泥だらけの裾すそが目に入って、ピタリと足を止めた。

「こんなところで何をやっているんだ？」

　珍ちん獣じゆうでも見つけたような顔だ。

　夏涼の手が小鈴の頬ほおに伸びる。第二皇子として仕事をしてきたのだろう。控ひかえ目だが煌きらびやかな衣ころもはけっして汚よごしてはならないものだ。

　するりと彼の手から離れた。宙に浮ういた手は少し彷徨さまよい、彼のもとへと戻もどっていく。

「実験というか。再現というか……ね」

　言葉が尻しりすぼみになるのは、ようやく事態を飲み込めたからに他ほかならない。妃きさきによって掘られた穴。その大きさは人がすっぽり埋うまるほどだ。

　みんな不安に思ったに違ちがいない。

「この前、突とつ然ぜん封印が解けたでしょ？　で、そのあと封印が全く解けなくなって。ずっと封印が解ける鍵かぎは心拍数の上昇かと思っていたんだけど、違うのかもしれない。だから、初心に戻ろうと考えたの」

　土まみれの碁石を拾い上げ、抱だき寄せる。たしか、あの日は上の空で歩いていて、足あし下もとの大きな穴に気づかなかったのだ。

　しかしこれは自分で掘った穴だ、気づかないというわけにいかない。

　深呼吸をしたあと、小鈴は思いっきり穴の中に向かって転んだ。

「いったぁ！」

「小しやお鈴りんっ!?」

　驚いた夏涼が慌あわてて駆けつける。当たり前の反応ではあるが、気き恥はずかしい。穴の中で転ぶ小鈴の姿は滑こつ稽けいに違いないから。しかし、少し待っても封印は解けなかった。

「やっぱりだめか。最初に封印が解けたのは山の中で、狩り用の穴に落ちたときだったの。落ちてみたら何か原因がわかるんじゃないかって思ったんだけど……」

　何もわからなかった。大きなため息がこぼれる。封印が解けないのはいいことなのに、心に靄もやが渦うず巻まく。

　おそらく、夏涼のせいだ。理由はわからないが、彼の様子がおかしいから。封印を解く鍵がわかれば、また元の関係に戻れるのではないかと思っている。

　夏涼に差し出された手をまじまじと見る。土汚れのない綺き麗れいな手だ。泥だらけの手で汚していい手ではないような気がして、自力で起き上がった。

「そんなに焦あせらなくてもいいだろう？　時間はたくさんある」

「そうなんだけど、なんか気持ち悪くて」

「一度兄上に会ってみては？　あれ以来封印が解けないなら、兄上が原因かも知れない」

　黄準の顔を思い出す。しかし、それこそ何も解決しないような気がしてならない。あの日は協力をお願いしただけで、他に変わったことはなかった。

「会いに行って、また変な噂うわさになっても嫌いやだし」

　夏涼の迷めい惑わくになることは避さけたほうがいいだろう。彼にとって今が一番大事な時期だ。仮とはいえ小鈴は妃きさき。お役やく御ご免めんとなるまでは足を引っ張るのではなく、力になりたい。

「あ！　このままじゃご飯も食べられないね。洗ってくる！」

　穴の中から這はい上がろうとしていた碁石を拾い上げ、小鈴は逃にげた。夏涼の顔がまともに見られない。

　この心のざわつきは何を意味するのだろうか。




　庭園の亭でゆらゆらと揺ゆれる杏あんずの葉を眺ながめる。先日掘った穴は宦官や女官たちの手によってきっちりと埋められた。

　小鈴のご乱心が相当心に衝しよう撃げきを与あたえたのか、みんなが少しだけ優やさしくなったと感じる。頻ひん繁ぱんに菓か子しをすすめられ、休きゆう憩けいを促うながされ。今は碁石と二人きりで休憩中だ。

　夏涼は毎朝、歯の浮くような台詞を残して朝ちよう儀ぎに出かける。最近、もっと忙いそがしくなったのか、帰りは寝ね静しずまったあとであることが多い。

　すっかり、独り寝が増えてしまった。

「絶対なにかあるはずだよね」

　卓子つくえの上で転がる碁石からの返事はない。心地ここち好よい風が吹ふき、碁石の毛がなびく。

「私も碁石になりたいよ。そしたら悩みなんてなくなるんだろうなぁ」

　のんびりと笹ささを食べて昼寝して。どんなに幸せだろうか。

　名前を呼ばれた碁石はパチパチと数度、目を瞬かせた。

（なんであれから封印は解けないんだろう……）

　夏涼に会う頻度が減ったので、心しん拍ぱく数すうが上がる回数も減った。しかし、夏涼が顔を近づけ、頬を撫なでれば心音は早歩きになる。

　それでも封印は解けなかった。

（いつも夏涼の前でしか解けなかったのに、あの日だけはなんで？）

　黄準と会ったとき、少し緊きん張ちようしていたとはいえ、心臓が駆かけ足になってはいなかった。夏涼の言うとおり、もう一度黄準に会えば答えが見つかるのだろうか。

　彼らはお互たがいを敵視しすぎているところがある。封印の鍵を探すためとはいえ、進んで会いたい相手ではない。

（夏涼は今、何しているんだろう。最近は宮きゆう廷ていよりも外にいるほうが多いらしいって聞いたけど、何も言ってなかったからな）

　小鈴が知らされているのは、妖よう獣じゆうの対策をするために走り回っているということだけ。最近はすれ違ってばかりだ。

（ご飯、食べているのかな？　朝はあんまり食べないのに、夜食べなかったら……）

「って、なんでさっきから夏涼のことばっか考えているの？」

　はたと気づいて我に返る。思わず周りを見た。小鈴の他は碁石しかおらず、心から漏もれた声は誰だれにも聞かれていない。

　心のよりどころを探した手は、碁石を捕つかまえ抱かかえる。

「別に夏涼のことなんてどうでもいいんだよ。私は協力しているだけだもん。いつかここを出て行くから。でも、夏涼が倒たおれたりしたら報ほう酬しゆうがもらえなくなるし……」

　腕うでの中の碁石がきょとんと見上げる。カッと頬に熱が集まった。早口で誰に言い訳をしているのだろうか。ここには小鈴と碁石しかいないというのに。

「ごめんね、碁石。なんでも──……」

　ない。と言おうとして、言葉を失う。碁石の小さな手が、小鈴の目をめがけて伸のびた。

　不自然に目が熱を帯びる。次し第だいに視界には、碁石の隠気が流れ始めた。

「これって……！」

　慌てて駆け出し、すぐ近くにある池を覗のぞき込む。水鏡にうつっているのは、二つの満月。小鈴が見たかったものだ。

「なんで？」

　胸は跳はねていない。次第に消えていく満月に手を伸ばした。

「……別に、夏涼のことなんてどうでもいいんだよ」

　呪じゆ文もんでも唱えるようにゆっくり言った。

　すると、霧む散さんした熱がまた集まる。じわじわと黒い瞳ひとみは黄金に変化していき、そして消えた。

　胸がざわめく。

（たしか、あのとき黄準殿でん下かに『夏涼の成功よりも正妃の座を選ぶと？』って聞かれて……）

「夏涼のことはこれっぽっちも愛してない」

　小鈴はそう答えた。揺らめいた瞳は少しずつ熱を帯び、また黄金へと変わる。

　水鏡の向こう側、少女は自身の額を撫でる。朱しゆで彩いろどられた四片へんの花はな片びら。

　祖父が笑ったような気がした。

「夏涼なんかと、一いつ緒しよにはいたくない。一人のほうが気楽でいいよ」

　瞳は揺らめく。集まる熱が、変化する瞳が「それは嘘だ」と耳元で囁ささやいた。

　水鏡を覗く黄金の瞳が揺れた。それはまたすぐに黒へと戻っていく。

（そっか。私、夏涼のことが──……）

　見上げれば、杏の木がさわさわと風に揺られる。

（夏涼に今すぐ封ふう印いんを解く鍵かぎが違ちがっていたことを伝えなきゃ）

　封印が元に戻り立ち上がったとき、騒さわがしい声が聞こえた。大騒ぎで朱明宮を訪おとずれるのは、一人しかいない。──翠衣だ。

「お義姉ねえ様っ！　大変なのっ！　今すぐ来てっ！」

　叫さけび声に視線を彷徨さまよわせた。庭園の入り口、髪かみも息も乱した翠衣が目に入る。

「夏涼兄様と黄準兄様がっ！」




　人の多い後宮は、人間関係という糸が絡からまり合い、大きな達磨だるまのようになっていることがある。夏涼と黄準の関係も、絡まり合い、できた玉が大きくなったのだと思う。

「説明しろっ！　夏涼っ！」

　荒あら々あらしい大きな声だ。凰華園の東門。皇子たちが住まう宮きゆう殿でんに向かう途と中ちゆうに、大きな人だかりができていた。

　荒々しい声は間ま違ちがいなく黄準のものだ。人だかりのあいだをぬって中へと入る。

　ちょうど、黄準が夏涼の胸むなぐらを掴つかんだところだった。

「二人ともっ！　落ち着いてっ！」

　対策の一つも考えてはいないのに、勢いだけであいだに割って入ってしまった。

　小鈴に視線が集中する。

「こんなところで何があったの？」

「どうもこうも、聞きたいのはこっちだ。なぜあんな謂いわれのない噂を流した!?」

　夏涼に向けて聞いたはずが、黄準が答える。興奮しているようだ。

「噂ってなんのことでしょうか？」

　小鈴が首を傾かしげると、黄準の顔がカッと赤く染まる。

「しらばっくれる気か？　妖獣は第一皇子が放ったものだと吹ふい聴ちようしているそうじゃないか」

「そんな噂があるの？」

「ここ数日のあいだに街でね。後宮ではまだ噂にはなっていないから、小しやお鈴りんは知らなくて当然だよ」

　こんなときでも夏涼は穏おだやかな笑えみを忘れない。夏涼が冷静であればあるほど、黄準は熱くなる。何を言っても柳やなぎに風と受け流されては、苛いら立だちも募つのるだろう。

「白々しいな。最近衛え士じ府ふの者たちと何やらこそこそとしているらしいじゃないか」

「街の警備の見直しは皇こう帝てい陛下からの勅ちよく命めいです」

「なら、兵権を持つ私を通すのが筋であろう？」

「ただ、警備の内容を変えるだけですから、兄上の手を煩わずらわせるほどではないかと」

　固かた唾ずをのんで見守る野や次じ馬うまたちは離はなれようとしない。女官も宦かん官がんも衛士も。

　職務を忘れて夏涼と黄準の争いの行く末を見守った。

「こんなふざけた噂をおまえ以外が流す必要があるか？　衛士府の者たちを手なずけ、民たみの信しん頼らいも奪うばえばおまえは敵なしだ。利を辿たどれば全すべて第二皇子のもとへと繋つながる」

「夏涼はそんなことするような人じゃありませんっ！」

　思わず叫んだ。静かな場が更さらに静まりかえる。

（ああ、やっちゃった……）

　今すぐにでも頭を抱えたい。ここでカッとなっても仕方ないというのに、夏涼のことを悪く言われて、つい口が先に出た。

「夏涼の妃きさきである君の言葉を信用できると思うか？」

「私が何を言っても信じてはもらえないと思います。けれど、夏涼はそんな卑ひ怯きような真似まねはしない。少しひねくれているかもしれないけど、兄弟を陥おとしいれるほど腐くさってはいない」

　二人とも頑かたくなになっている。ここで言い争ってもいたちごっこになることは間違いない。ただ互いの醜しゆう聞ぶんを広める結果に終わるだろう。

「こんなところで言い争っても意味はないし、落ち着いて話し合いの場を設けたほうがよろしいかと思います。怒おこりたい気持ちもわかるけど、二人とも少し冷静になってください。二人が言い争えば、皆みなさんが心配します」

　人が増えている。黄準は辺りをぐるりと見回すと、ゆっくりと息を吐はき出した。少し落ち着きを取り戻もどしたように感じる。

「ならば明日、朱明宮に伺うかがおう。そのときまでに言い訳を用意しておくんだな」

　黄準は身を翻ひるがえし、人ひと混ごみの中に消えて行った。

　一時的とはいえ、騒ぎが大きくなる前に止められて良かった。夏涼ならば、一晩あれば黄準が納なつ得とくできるだけの材料を用意することもできるのではないか。

　見上げると、夏涼が嬉うれしそうに笑った。それが、第二皇子の仮面なのか、心からの笑顔なのかくらいは見分けがつく。おそらく、後者だ。

　ほっと息を吐いたのも束つかの間、夏涼は小鈴の肩かたを優やさしく抱だいた。久しぶりの温ぬくもりに胸は容易たやすく跳ねる。

「そんなに私のことを愛してくれていたなんて、嬉しいよ」

　耳元に寄せられた唇くちびる。それだというのに、周りにはっきりと聞こえるほどの囁き声。これは聞かせるためのもので、ようは宣伝だ。

　我に返ると、この場で大勢の人が二人の様子を見守っているではないか。

　みるみるうちに頬ほおに熱が集まった。

「そ、そ、そんなんじゃないよ！　勢いで言っちゃっただけで、夏涼のことなんてなんとも思ってないからっ」

　思わず叫んだ。夏涼の手から抜ぬけ出て、慌あわてて駆かけ出す。

　しかし、人混みを抜ける前にはたと気づき、足を止めた。

「違ちがう、そうじゃなくて……！」

（このままじゃ、誤解される！）

　素す直なおになろうと決めたのだ。なんとも思っていないわけがない。一人のときも夏涼のことばかり考えているではないか。

　そのままの気持ちを伝えれば、きっといつもの笑顔を向けてくれる。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。そのときだ。

　瞳が急激に熱を持つ。目を閉じようとしたときには遅おそかった。周囲に立ち尽つくす人の視線は小鈴のつくる満月に吸い寄せられる。

　多くの隠いん気きが目の前を巡めぐり、目眩めまいがしそうになった。

　目の前にいた女官が小鈴の瞳を見て、ぺたんと地に座り込む。

「黄金……」

「化け物……！」

　聞き慣れた言葉が四方から飛んでくる。囁くような、絞しぼり出すような声だ。

（そんなの、私がよく知っているよ）

　目を閉じればいいだけなのに、氷のように身体からだは動かない。

　瞼まぶたさえも凍こおってしまったようだ。

　後ろから伸のびて来た手が、小鈴の瞼を優しく覆おおう。背中が温もりに包まれた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。大丈夫だから」

　優しい声だ。小鈴はその言葉に小さく頷うなずいた。




　その後のことはよく覚えていない。

　気づいたときには朱明宮の寝しん台だいの上で丸くなっていた。

「後宮の者がすまない」

「夏涼のせいじゃないよ。あの反応が普ふ通つうなんだ。慣れているし」

　全然辛つらくない。そう、言うつもりだった。なのに、うまく言葉にできない。

（全部自分が悪い。自分の気持ちを隠かくそうとした罰ばつだ）

　自分で自分の首を絞しめただけなのに、夏涼のほうが苦しそうに顔を歪ゆがめる。彼は人の苦しみのわかる優しい人だ。

　ずっと、夏涼の側そばにいたい。

　わがままは言わない。ただ、毎年一いつ緒しよに杏あんずの木から実をもぎ取って、二人で食べたい。

　素直になれたならば、それが許されるような気がしたのだ。

「あのね、夏涼。私の封ふう印いんのことなんだけど」

　夏涼の瞳ひとみが揺ゆらぐ。

　口を開こうとした瞬しゆん間かん、扉とびらの奥から声をかけられた。

「殿でん下か、衛士府から妖よう獣じゆうが出たと知らせが……。いかがなさいますか？」

「こんなときに？　外で待て。小しやお鈴りんの話の続きを聞くのが先だ」

　小鈴はかぶりを振ふった。運命は「言うな」と言っている。もう遅いのだと。

「ううん、行ってきて。私は大丈夫だから。夏涼にはやることがあるでしょ？」

「ありがとう。帰ってきたら、さっきの続きを聞くから。今はゆっくり休め」

　大きな手が小鈴の頭を乱暴に撫なでる。髪かみが乱れた。

「いってらっしゃい」

　夏涼の後ろ姿をじっと見つめた。一緒に行きたいとは言えなかった。彩さい絵かい術じゆつを使えない小鈴は役立たずだ。

　きっと、これが最後の別れの言葉だったに違いない。

　恐きよう怖ふは人を強くする。皇子の妃だとしても、化け物を後宮に置いておくわけがない。

（もし私なら、夏涼がいない隙すきをついて追い出すかな）

　第二皇子に口出しできるのは、皇帝と皇太后くらいだろう。そこまで話を通すには時間がかかりすぎる。なら、今しかない。

　吞のん気きに床ゆかに転がる碁石を拾う。そして、寝台の上に乗せた。

「碁石はさ、ここにいなよ。ここなら食いっぱぐれることはないし、夏涼なら碁石を見捨てたりしない。私は一人のほうが気楽でいいから」

　ぐりぐりと頭を撫でる。小鈴の言葉の意味など、碁石にはわからないのだろう。楽しそうに転がる姿はいつもどおりだ。

　思い出は全部手放したほうが後あと腐くされがなくていい。

　碁石はもともと夏涼が拾った熊くまで、あとから来た小鈴が奪った。ここにいるのが正解だ。

（私は渡わたり鳥だ。終ついの棲すみ家かは必要ない。そうでしょ？）

　少し胸が苦しい。きっと、長居をしすぎてしまったせいだろう。




　暗くら闇やみの中、そっと朱明宮を抜けだした。

　来たときは三人、出て行くときは一人だ。

（あーあ。杏、食べ損そこねちゃったな）

　一番身軽な襦じゆ裙くんを身につけ、小鈴は塀へいのあいだを駆けた。荷物は彩絵術の道具だけ。大切な祖父の形見だ。

　もしも、もう一度好きなところに連れて行ってもらえるとしたら、どこを選ぶだろうか。

（どこに行っても、結局私は鬼おになんだ。なら、どこに行っても一緒かな）

　後ろを振り返ることなく、外に向かって駆ける。

　親しい人は作らず、ふらふらとあちらこちらを渡り歩く。それが一番合っているのかもしれない。目が封印できれば、普通になれると思っていた。しかし、普通とは見た目だけの話だ。鬼であることを隠しているだけであることを忘れてはいけなかったのだ。

　小鈴は途と中ちゆう違い和わ感かんに気づき、走る速度を緩ゆるめた。辺りを見回す。

　ふだん門の前にいる衛え士じの姿がない。夜になれば、どの宮きゆう殿でんの扉も固く閉じられる。しかし、衛士はその扉の前を守るために離はなれないものだ。

（なんだろう？　胸むな騒さわぎがする）

　静か過ぎる。闇やみ夜よを飛ぶ鴉からすさえも声をひそめているようだ。小鈴の身長を遥かに超こえる壁かべは夜の色に塗ぬられ、小鈴を誘いざなおうとすらしている。

（黄準殿下が妖獣を放ったって噂うわさ。誰だれが流したんだろう？）

　夏涼が流すとは思えない。それで得た地位は夏涼にとってなんの意味もないことを知っている。彼は、自身の実力が認められた証あかしとして皇太子の椅い子すを求めているのだ。

（私の噂も黄準殿下の仕し業わざだとは思えない）

　あれは下手をすれば黄準自身も共とも倒だおれするような噂だ。小鈴を悪女に仕立て上げるならば、他ほかの男でもいいはずだ。

（黄準殿下も私もいなくなって得をする人なんて……。まさか、ね）

　ピタリと足を止めた。張り詰つめた空気。静かな空気が僅わずかに揺れる。

　喉のど元もとに突つきつけられた剣けんが、小鈴の首の皮を傷つけた。

　ゆっくりと視線を巡らせる。

　暗闇の中から現れたのは、鎧よろいをまとい、剣を手にした衛士たちだった。

「……なにかご用？」

「第二皇子妃ひ、申し訳ございませんが、ご同行いただけますか？」

　恐怖で震ふるえそうになる足を叩たたく。怖こわがってはいけない。それでは相手の思うつぼだ。

　山で獣に出会ったら、目を逸そらしてはいけないと教えられた。それは人相手でも同じだろうか。

「悪いけど、ついていくつもりはないわ」

「そうは参りません。これは、皇こう帝てい陛下のご命令です。あなたには第一皇子暗殺の容疑がかかっております」

「暗殺……？　どういうこと？」

　瞳の件ではないらしい。衛士は答えない。詳くわしいことを知らないのか、表情一つ変えず小鈴の前に立ち続けた。大勢の衛士たちが小鈴に剣を向ける。

　小鈴が捕つかまる原因は、たった一つだと思っていた。化け物の証である、黄金の瞳。しかし、今回は違ちがうらしい。

（相手のほうが一枚も二枚も上手だ。全部、あの人の手のひらの上だったんだ）

　おそらく、街で暴れている妖獣すら、彼女の計画のうちである可能性がある。おそらく、夏涼が城外へと出ているあいだに、小鈴も黄準も始末してしまおうというのだ。

「冗じよう談だん……ではなさそうね。私はどこに連れて行かれるの？」

「子細が判明するまでは、地ち下か牢ろうへ入れるようにとの仰おおせです」

　小鈴が捕まったあと、朱明宮の者たちはどんな扱あつかいを受けるだろうか。夏涼は城の外。彼女たちを守る者はいない。城を出るまで小鈴は第二皇子の正せい妃ひ。彼が不在のときは、朱明宮を預かる身だ。たくさん世話になったのに、恩を仇あだで返すわけにはいかない。

（下手に庇かばえば、共犯だと思われるよね）

「わかった。連れて行きなさい。……あーあ、せっかくうまくいっていたのに失敗しちゃったな。ようやく女官たちも手て懐なずけられたのに」

　衛士の剣を持つ手に力が入った。切っ先が小鈴の喉元に食い込む。声を飲み込んだ。

「捕とらえよ！」

（私はこれくらい大だい丈じよう夫ぶ。化け物扱いは誰よりも慣れているからさ）
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　薄うす暗ぐらい地下牢は、冷たい石に囲まれた小さな部屋だった。木でできた格こう子しは小鈴の行く手を阻はばみ、藁わらの布ふ団とんが誘う。

（寝ね床どこがあるだけましかな）

　小鈴は遠えん慮りよなく藁の布団に寝転んだ。深窓の令れい嬢じようならば卒そつ倒とうしただろう。這はう虫にも、漂ただよう悪あく臭しゆうにも。後宮という輝かがやかしい世界の反対側に来たような気分だ。

　湿しめった空気が肌はだを這う。

（まあ、なんとかなるかな）

　ゆっくり一人で考える時間がなかったので、ありがたいくらいだ。

　しかし、言葉とは裏腹に、手は震えていた。

　結局、瞳ひとみを黒にしたくらいでは、普ふ通つうにはなれないのだろうか。目を黒くすれば、道に転がる小石のような存在になれると思っていた。けれど、小鈴は普通とは縁えん遠どおい場所に入れられている。

　思わず出たため息と、カツカツという沓くつ音おとが混ざる。静かなせいか、よく響ひびいた。

「まあ……。汚けがらわしいこと」

　格子の向こう側には、地下牢に似つかわしくない姿の女性が立っている。寝転ぶ小鈴を見下ろす目は淀よどんでいた。

「皇太后……。やっぱりあなたが全部、計画していたんですね」

　口の端はしが上がった。地下牢に浮うかんだ真っ赤な三日月は、小鈴を見下ろし笑う。

「仕方ないのよ、おまえは夏涼にふさわしくない」

「夏涼はもう十分大人ですよ。ふさわしいかどうかくらい自分で決められます」

「いいえ。あの子はまだ子どもだから、わからないのよ。おまえの脅きよう威いも、自分の使命も」

「私の脅威？」

「ええ、おまえはあの子にとって脅威だ。あの子には天てん賦ぷがない。唯ゆい一いつの欠点であり弱点。あの子は知の才も、武の才もある。天賦さえあれば完かん璧ぺきだった」

　彼女の憂うれいに満ちた顔を見て、夏涼が天賦に拘こだわり続けた意味がわかったような気がする。皇族にとって天賦がないということは、他を覆くつがえしてしまうほどの欠点となってしまう。

　この人は、その二つの才が血の滲にじむような努力の上に成り立っていることを知らない。まるで、全すべてが天から与あたえられた物のように言う。天に与えられた才はたった一欠片かけらで、それを大きく美しく育てたのは夏涼の努力だ。

「それでも、私ならあの子に皇位を与えてあげられる」

　皇太后はうっとりとした笑えみを浮かべた。

　どこか遠くにでも行ってしまいそうなほどの顔だ。

「この五年、私が夏涼の地じ盤ばんを固めてきた。彩家から来た小こ娘むすめに邪じや魔まはさせない」

　彼女の形のいい眉まゆがつり上がる。格子があって良かったと思う。この隔へだたりがあることで、小鈴の命は守られていると感じた。

「夏涼と黄準の年の差は五つ。夏涼が公務を手伝うころには、既すでに黄準は自分の力を発揮していた。衛士府をまとめ、民たみの信しん頼らいを勝ち得ていた。だから、あの子には官かん吏りを掌しよう握あくできるように内務の仕事を与えるよう皇帝に進言した」

　前に夏涼が話していたことがある。内務ばかりであまり外には出してもらえないと。

「今や、官吏も衛え士じも民も夏涼のことを信頼している。あとはあの子に見合う妃だけ。だが……それはおまえではない」

「だから、私を追い出そうとした……。歓かん迎げいの宴うたげ、あのときからですか？」

「あのときは、ただおまえが邪魔だった。好きな女の一人や二人、妃に迎むかえることに反対はしない。だが、正妃はしっかりとした後ろ盾だてのある者でなくてはだめだ」

　宴の際、毒を盛ることも容易たやすかっただろう。それをただ声が掠かすれるだけに止とどめたのは、殺意まではなかったということだ。

「なら、なぜ？　今になって私を殺そうとしているのですか？」

「おまえは危険だ。その不思議な術。あれで夏涼を惑まどわせたのだろう？」

「私は夏涼を助けただけです。命を狙ねらわれる覚えはありません」

「今は、ね。人間は権力を持てば変わる。一つ持てば、また一つ。おまえの術で夏涼を皇位につかせれば、おまえはその皇位すらほしくなるかもしれない。五つの国の歴史を紐ひも解とけば、権力をほしがるばかりに夫を殺し、息子むすこを皇帝にした女などいくらでも出てくる」

　ありとあらゆる脅威から、私が守らなければならない。そう、皇太后は呟つぶやいた。彼女の中にいる夏涼はいまだ餌えさを待つひな鳥のようだ。

「黄準殿下との噂も、妖よう獣じゆうも全部、あなたの仕業なんですか？」

「そうだ。本来なら、妖獣でおまえは死ぬ予定だった。だが、生き残ってしまった」

「あんなもの、どうやって？」

　小鈴を襲おそった妖獣は、熊くまの二倍はある生き物だった。あれを怪かい物ぶつと言わずしてなんと言うのだろうか。幻倭国ではあんな奇き怪かいな生き物は見たことがない。

「彩家の者なら知っておろう？　ああ、記き憶おくがないのだったか。季華国は薬や毒の研究も大いに進んでおる。しかし、もっと真しん剣けんに取り組んでいるものがある。それが、妖獣だ」

「妖獣の研究……？」

「あれは、仙せんの時代の産物。仙人は妖獣を手懐け、従えていたそうだ。かの国はいまだ仙の時代に囚とらわれておる。ゆえに、妖獣を手懐けることは私たちの信念でもあった」

　きゅっとお腹なかの辺りが痛くなる。書物で読む限り、仙人とは絵を介かいさなくても自然に干かん渉しようする力を持つ者たちだ。人間とは違う。幻倭国のどんな天才も、絵を描かかなければ一いつ滴てきの水すら呼び出せないのだ。そんな仙人と同じことをなそうなんて。

「食事を絶ち、毎日おまえの匂においを嗅かがせてから、出してやったというのに……あれは調教が足りなかったようだ」

（そういえば、よく着ていた服がなくなったなんて話していたような気がする……）

　勝手に身体からだが震える。真っ直すぐに向かってきた妖獣は小鈴を狙っていた。あのとき、夏涼が来るのが少しでも遅おくれていたら──……。想像することすら恐おそろしい。

（私より、この人のほうがよっぽど化け物だ）

　身の毛がよだつ感覚。這い上がる恐きよう怖ふ。小鈴はゆっくりと息を吐はき出した。

「でも、ここは《境界》の中でしょう？　黄準殿でん下かはあんな大きな妖獣が現れれば、すぐにわかると言っていました。なのにどうやって？」

「それは、ここ八年の話だ。黄準が《境界》を敷しく前からあの妖獣は私のもとにいた。よくできた天賦だが、完璧ではない。すでに内にいる脅威には気づけないのだ。だから、黄準は毒にも気づかず、死の淵ふちに追いやられている」

　毒。ぴしゃりと地ち下か牢ろうの天てん井じようから水滴が落ちた。小鈴の肩かたに当たって跳はねる。肩を通り抜ぬけ、心臓を食い破りそうなほど冷たかった。

「黄準殿下だって、あなたの孫でしょう？」

　小鈴の言葉に皇太后はカラカラと笑った。

「夏涼は特別だ。あの子は、季華国の先せん帝ていの血をひいている」

「先帝……？　夏涼のお祖父じいさまのことですか？」

「そう、あの方は特別だ。誠まことの皇帝よ」

　何かに取り憑つかれたように、皇太后の視線は宙を彷徨さまよった。羽があったのならば、どこかへと飛んでいってしまいそうだ。

「私はね、本当はこんな南の国ではなく、あの方の後宮に入りたかった」

　皇太后は乙おと女めのように頬ほおを染め、天井を見上げる。思う先は季華国だろうか。

　それとも、もう星になった先帝のもとだろうか。

「私が出会ったころ、あの方はまだ皇太子だった。彼にはすでに四人の妃きさきがいた」

　四人の妃。正妃が一人に側室が三人。それが皇子に許される妃の数だと、後宮に入ったころに教えてもらったことがある。

「私にできることは、彼が皇帝となったあと、妃として後宮に入ること。けれど、待っているあいだに、父は私を嵐南国の後宮へと入れることを決めた」

　とても冷ややかな声だ。

（そうか。この人の中で特別なのは夏涼じゃない……）

「夏涼はあの方によく似ている。優やさしい口元も、穏おだやかな目め尻じりも。まとう空気も」

　夏涼はおそらく、祖母の見る目が孫へのそれではないと知っていたのだろう。

「私はね。あの方が皇帝になる姿を見ることなく、この南の地へと追いやられた。だから、あの子は私の最後の望みだ。あの子が冕べん冠かんを被かぶる姿をただ見たいだけ。龍りゆうの衣ころもをまとい、高みから見下ろす姿はさぞ美しいだろう」

　うっとりとした笑みに、身の毛がよだつ。

「あなたにとって、夏涼は先帝の代わりですか？　そのために、孫の……命を奪うばおうとした？　黄準殿下の命を奪えば、都を守る天賦もなくなります。それがどういう意味だかわからないわけじゃないでしょう？」

　黄準の持つ《境界》は都をぐるりと一周する見えない壁かべ。その壁が突とつ然ぜんなくなれば、どうなるだろうか。冷や汗あせが背中を流れる。民をまとめるべき皇族が、皇太后がそれを是ぜとしていいわけがない。

「正義のためには、少しくらいの犠ぎ牲せいはつきもの。まだ若いおまえにはわかるまい。天賦は便利だけれど、あれも放ほうっておけば夏涼の邪魔になる」

　あれ。彼女にとって、黄準はその程度でしかない。孫でもなく、夏涼の立太子に邪魔な存在。ただ、それだけ。胸が締しめつけられる。

　黄準もそれを感じ取れないほど愚おろかではなかったのだろう。

　絡からんだ糸はこんなにも大きい歪ゆがみを作っていたなんて。

「本当に人間なの!?　いくら夏涼を皇太子にしたいからって、あんまりだ！」

　鬼おには人を喰くらう。だから、黄金の瞳ひとみを持つ小鈴は怖こわがられた。だが、人間はどうだろうか。人間だって同じ、人の命をあっさり奪う。

　それでも瞳が黒いというだけで、小鈴を指さして震ふるえるのだ。

「夏涼はそんなこと望んでいません！　お願い、黄準殿下を助けて！」

　自分のために祖母が兄を手にかけたと知ったら、夏涼は悲しむに違ちがいない。

　彼は優しい人だ。祖母にそうさせてしまった己おのれを責めるかもしれないのだ。

「あれに飲ませたのは、抜ばつ魂こんと呼ばれるものだ。季華国に伝わる古いにしえの毒。銀には反応せず、飲んだ者の命を必ず奪う強力な毒。残念ながら解げ毒どく薬やくはない。不思議なことに、あの毒は静かに魂たましいだけを抜く。どこの臓ぞう腑ふも腐くさらず、嘔おう吐ともしない。少しずつ力を失っていく」

「そんな……」

「彩家の娘むすめ。楽しみにしておきなさい。まだ、あれの命は尽つきていない。だが、時間の問題であろう。抜魂を飲んで三日生き延びた者はいない。皇族殺しはさらし首だ。あれが死んだと同時にそなたの処しよ刑けいが決まるであろう」

「その前に、夏涼が私の無実を証明してくれるはずです」

「信じて待っていても無む駄だだ。抜魂はまず天てん賦ぷを奪う。今ごろ《境界》のなくなった街中は、大おお騒さわぎになっている。あの子はすぐに戻もどってはこられまい」

　皇太后は今にも壊こわれそうなほど笑っているけれど、小鈴には何が楽しいのかわからなかった。揺ゆれる肩に合わせて、地下牢に浮うかび上がる大きな影かげも揺れる。

　今にも小鈴にかぶりつきそうなほど大きい影だ。

　皇太后は、満足したのかゆらゆらと身体を揺らしながら、小鈴の前から去って行った。訪おとずれた静せい寂じやくに息を吐き出す。

　肌はだにまとわりつくような空気は小鈴を包み込むようだ。

　小鈴は藁わらの布ふ団とんの上で、膝ひざを抱かかえた。

（どうにかしないと。このままだと夏涼は……）

　夏涼の笑え顔がおが脳のう裏りを過よぎる。近ごろの彼は、出会ったころよりもよく笑うようになった。誰だれにも内側には入れまいとする冷たい笑みではなく、少年のような優しい笑顔だ。

　皇太后は邪じや魔まな黄準を毒で殺し、小鈴に責を押しつける予定なのだろう。彼女にとって邪魔者が二人消える。そうすれば、夏涼の立太子も近いかもしれない。

（でも、そんなことしたら夏涼は……）

　夏涼にとって、黄準は殺してもいいほど疎うとましい相手だろうか。皇位を競きそう相手ではあったけれど、彼らは互たがいの能力を磨みがくことで競っていたように思う。

　小鈴が見たのは短いあいだだったが、恨うらみ言は言い合うけれど、殺意を向け合うほどではなかった。

　夏涼はずっと一人だった。親族ばかりのこの後宮で、彼は孤こ独どくだったのだ。第二皇子という大きな皮で全身を覆おおい、自分自身を守り続けてきた。

　それはどれほど心細いことだろうか。

　小鈴には祖父がいた。祖父だけはそのままの小鈴を受け入れ、手を握にぎってくれていたのだ。あの手がなければ、小鈴の心はとうに朽くちていただろう。

（夏涼は私を孤独から救ってくれた）

　祖父の手が消えたとき感じた冷ややかな寂さびしさ。世界が色を失った。けれど、夏涼は小鈴の黄金を受け入れてくれた。再び世界を色で染めてくれたのだ。

（馬ば鹿かだ。ずっと夏涼は私のことを受け入れてくれていた。なのに私が……）

　ぎゅっと目を閉じる。瞼まぶたの裏で、祖父がため息を吐つく。

　逃げてばかりの人生だった。手放すことが当たり前だと思っていたのだ。

　鬼だから仕方ないと思っていた。両親から捨てられたことも、訪れる孤独も、甘受しなければならないと。

　もう側そばにいないはずの祖父が、そろそろ向き合えと叱しかる。額の花をなぞった。

（でもさ、手を握っても振ふり払はらわれるかもしれないと思うと怖いんだよ）

　どんなに優しい人も、小鈴の瞳を見れば笑顔を凍こおりつかせる。差し出した手を振り払い石を投げた。いつからだろう。人の名前も顔も覚えなくなったのは。

（それでも、私は夏涼の側にいたい。もう逃げないから、だから……）

　勇気がほしい。掴つかんだ手を離はなさない強さだ。小鈴はぎゅっと手を握りしめた。

（夏涼の隣となりに立つには、まずは黄準殿下を助けて、自分の無実を証明しないと）

　ここで待っていても、小鈴は罪人となってしまう。

　抜けだす方法と、解毒薬のない毒への処置。抗あらがうだけ無駄なような気持ちになる。

（臓腑を傷つけず少しずつ力が失われていく……知りうる限り、似た症しよう状じようは一つだけ）

　抜魂の毒はまず天賦を奪う、と言っていた。

　最初は身体からだが重く感じて、大地に吸い寄せられる。自分では身体を動かせなくなっていく。なりたての彩さい絵かい術じゆつ師しが多くかかりやすい病。自分の隠気の量を理解せずに使い過ぎるせいだ。

　隠気の枯こ渇かつ。

　隠気で天賦を操あやつっていると仮定するなら、まずは天賦が奪われるという話も頷うなずける。

　小鈴は彩絵術を覚え始めたころに隠気を枯渇させたことがある。早く上達したくて、図ず柄がらを描かいては隠気を流し続けた。最後の記き憶おくはおぼろげだ。目が覚めたときには三日過ぎていて、祖父の怒ど鳴なり声が響ひびいたのだ。

（黄準殿でん下かはまだ生きている。隠気の枯渇なら助けられる可能性がある）

　小鈴は立ち上がった。ここを出なければならない。

　立ち塞ふさがる格こう子し。木でできてはいるが、びくともしない。人が通れるような隙すき間まはなく、格子を傷つけられるような道具もない。

（困ったな。彩絵術が使えたら、こんなところすぐに抜ぬけ出せるのに）

　誰かの隠気を使う？　しかし、それで牢ろうを出られても、捕つかまってしまえば意味がない。彩絵術を使って人を傷つける選せん択たく肢しはなかった。

　この術は、あくまで人のために使うものだ。鬼にはならない。

　こんなとき、小鈴は無力だ。

「夏涼……」

　夏涼は何度も助けてくれた。碁石が見つかったときも、妖よう獣じゆうに襲おそわれたときも。

　小鈴は諦あきらめることなく、抜けだす方法を模も索さくした。しかし、格子は頑かたくなに小鈴の行く手を阻はばんだ。体力ばかりが削そがれていく。

　休きゆう憩けいとばかりに固い石に腰こしを下ろしため息を漏もらしたとき、遠くから足音が聞こえた。

　一人ではない。二人か三人か。

　悪い予感がする。

（こういうときの勘かんってよく当たるんだよね）

　乱れのない足音が牢の中に響く。金属のぶつかり合う音。

　顔をあげた。

（ほらね、当たった）

　鎧よろいをまとった衛え士じたちが小鈴を冷たく見下ろす。一人、二人、三人。予想どおりだ。

「第二皇子妃ひ、あなたの処刑が決まりました」

「黄準殿下はもう？」

「いいえ。ですが、時間の問題でしょう」

「反論もさせてくれないの？」

「必要ありません。これが、後宮というところです」

　妃きさきの命一つなど誰も惜おしまない。

「なるほどね。私に本当のことを言われたら困るってことか」

　びくともしなかった格子の扉とびらが開かれる。剣けんの切っ先が小鈴の喉のど元もとに突つきつけられた。

　死ぬのは怖こわくない。ずっとそう思っていた。なのに、今は凄すごく怖い。

　死ぬということは、もう会えないということだ。

　もう会えないということは、伝えられないということだ。

（助けてよ……！　夏涼！）

　小鈴は目を固く閉じた。震ふるえる手を握りしめる。

「勝手に私の妃を連れて行かれては困るんだが」

　地下牢には似合わない、穏おん和わな声が響いた。その声に含ふくまれた苛いら立だちが空気に伝わり、冷えた地下牢をさらに凍り付かせる。

「で、殿でん下か……！」

　首元に突きつけられていた剣が僅わずかに震える。衛士の小さな声とともに、滑すべり落ち、高い音を立てた。

　首から離れたというのに、いまだ鉄の冷たい感かん触しよくが首にまとわりついて離れない。

「夏涼、なんで？」

「都から《境界》が消え、可愛かわいい伴はん侶りよの姿が見えない。普ふ通つうは捜さがすだろう？　それに、この事態がお祖母ばあ様の計画なら、君に危険が及およぶと思った」

　第二皇子として人の前に立っているときの、よく見る笑顔だ。こんなときでも寵妃ごっこは続くのだろうか。

　夏涼が小鈴を抱だき寄せると、衛士たちの動きが止まった。今まで躊躇ためらいなく小鈴に向けていた剣を下ろす。

「君たちは皇太后の命令で動いているのだろう？　お祖母様は言ったはずだ。『夏涼だけは傷つけてはいけない』と」

　彼らは何も答えなかった。

（そっか。皇太后は夏涼が戻もどって来る前に私を殺したかったんだ）

「君たちが小しやお鈴りんの命を奪うばえば、君たちの剣で自分の胸を貫つらぬこう。その剣をしまってくれるのならば、お祖母様の手から君たちを守ることもできる」

　どうする？　と聞く夏涼に、衛士たちの瞳ひとみが揺ゆれた。天てん秤びんに己おのれの命を乗せて、傾かたむかないわけがない。彼らは足あし下もとに静かに剣を置いた。

「遅おそくなってすまん」

「いい。来てくれただけでいい」

　夏涼の大きな手が、ゆっくりと頭を撫なでる。いつものような乱暴な手つきではなかった。

　伸のばした手を掴んでくれる人がいる。それはなんて幸福なことだろう。

[image: ]







[image: 六章　夜明け色]




　石いし畳だたみを二つの足音が駆かけ抜ける。随ずい分ぶんと奥の房ぼうに追いやられていたらしい。

　牢を抜ける扉を開けると、まぶしさに目を細めた。

（もう朝か……）

　まだ太陽は低い位置にある。地下にいたせいで、時間の感覚がおかしくなったようだ。

「今から君を外に逃がす。馬車を用意したから、そのまま季華国まで逃げろ。彩家に助けてもらえるように一筆も用意した」

　夏涼は乱暴に小鈴の腰布に札を押し入れる。第二皇子の名が記された札だ。黄金きんの瞳の件に加えて、黄準暗殺の嫌けん疑ぎまで掛かけられた小鈴は夏涼にとって足手まといなのだろう。

　しかし、今はまだ出て行くわけにはいかなかった。

「これは必要ない！　それよりも、今すぐ黄準殿下のもとに連れて行って。時間がないの」

「連れて行くことはできない。兄上と最後の別れをしたい気持ちはわかるが、君を守るほうが先決だ。わかってくれ」

「最後の別れ……？　意味わからないよ」

　夏涼はくしゃりと顔を歪ゆがめた。なんだか話がかみ合わない。

「小しやお鈴りんが兄上のことを慕したっているのは知っ──……」

「えっ!?　私が黄準殿下を？　なんで!?」

　つい、声を上げてしまった。木に止まっていた鳥が驚おどろき、一いつ斉せいに飛び立つ。

　小鈴の何を見たら黄準への恋れん慕ぼに繋つながるのかわからず、目を瞬またたかせる。

「仲ちゆう呂ろの宴うたげの日、瞳が黄金に変化しただろう？　小しやお鈴りんが兄上を愛している証しよう拠こだ」

「やめてよ。奥さんが三人もいる人を好きになったりしないよ！　何から説明したらいいのかな……。『封ふう印いんの鍵かぎが心しん拍ぱく数すうの上じよう昇しよう』っていう仮定が、そもそも間ま違ちがいだったの。あの日封印が解けたのは、彼にドキドキしたからでもなんでもなくて……」

　封印の鍵を教えるということは、心を覗のぞかれるのと同意だ。

　黄金の瞳に見えるものが、隠いん気きではなく人の心であったのならば、こんなに不安にならなくて済んだだろう。夏涼がいくら助けてくれても、手を掴つかんでくれても不安になるのだ。

　期待して、いつも失敗してきた過去の小鈴が、「どうせ鬼おには愛されない」と囁ささやく。

（でも、今回は信じたい）

　ゆっくりと息を吸い込んだ。

「う、嘘うそを吐ついたときに、封印が解けるみたいなんだ……」

　少し、声が震えた。尻しりすぼみになった言葉は、風に溶とけていく。

「嘘？　それはないだろう。それなら、毎日のように変化しているはずだ」

「でも、『夏涼のことはこれっぽっちも愛していない』って言ったら、封印が解け──……」

　じわりと瞳に熱が集まる。口に出した嘘を示すかのように、目の前には夏涼の隠気が広がった。夏涼の手が頬ほおを撫でる。黄金を確かめるように頬骨をなぞった。

「今のが小しやお鈴りんがいう嘘か？　天てん賦ぷを持つ兄上ならまだしも、俺のことを？」

「そんなの関係ないよっ！　天賦があってもなくても、私は夏涼のことが好きなの」

　はたと気づいた。なんて恥はずかしいことを口走っているのだろうか。

　カッと頬に熱が集まる。思わず両手で顔を覆おおった。

　なんでもいいから何か言ってほしかった。この際、揶揄からかいの言葉でも構わない。無言に耐たえられるほど、小鈴の心臓は強くできていないのだ。

「わかった。小しやお鈴りんの封印が解ける鍵は確かに嘘だ。でも、ただの嘘じゃないな」

「ただの嘘じゃないって……じゃあ、なんの嘘なの？」

　嘘に無料も有料もないと思うのだが。

　首を傾かしげる小鈴に対して、夏涼は楽しそうに口角を上げる。

「いつも封印が解けるのは、恋こい心ごころに嘘をついたときじゃないのか？」

「こいご……えっ!?　そんなわけ……！」

　再び頬に熱が上る。手の甲こうを頬に当てて冷やしても、熱を持った頬はなかなか冷えてはくれない。夏涼の唇くちびるが弧こを描えがいた。

「ほら、俺のこと好きなんだろう？」

「す……好き、じゃない」

　もう頬の熱なのか、封印が解けるときに感じる熱なのかわからない。

　しかし、目の前に広がる隠気が夏涼の言葉を証明している。

「俺も小しやお鈴りんが好きだ。愛している。仮ではなく、俺の本物の妃きさきになってほしい」

「黄金の瞳だよ？　怖くないの？　これのせいで夏涼にまた迷めい惑わくをかけるかもしれない」

　本物の妃。それは、夏涼の隣となりにいていいということだろうか。けれど、それがどれほど危あやういことかを知っている。

「怖くない。それどころか、嘘がつけないなんて、愛らしいくらいだ」

　せっかく引いた熱が集まる。小鈴の瞳は嘘をつけない。二つの満月が浮うかぶたびに、夏涼に心のうちを吐と露ろしなければならないということだ。

「もう小しやお鈴りん以外の女が隣にいるのは考えられない。だから、この件が片付くまで安全な場所で隠かくれていてほしいんだ。全部片付けて、迎むかえに行く」

　夏涼の目は真しん剣けんだった。本気で小鈴を隠して一人で戦う気でいるのだ。ここは人間の皮を被かぶった魑ち魅み魍もう魎りようの住まう場所。

　夏涼に全すべてを任せて隠れる？　そんな鬼のようなこと、できるわけがない。

　小鈴は首を横に振ふった。夏涼の眉まゆ根ねが寄る。

「それはだめ。全部任せて逃にげるなんてできない。夏涼が大切だから、夏涼のお兄さんを助けたい。だから、隠れていろなんて言わないで」

　助けられる命を見捨てることはできない。それに、夏涼が悲しむ顔は見たくなかった。

「本気で助けられると？　抜ばつ魂こんの毒は解げ毒どく不可能の未知のものだ。いくら小しやお鈴りんだって……」

「できると思う。私だけじゃ無理だけど。私と夏涼がいれば」

「俺……？」

「うん、まだ診みてないから憶おく測そくだけどね。私を黄準殿でん下かのもとへ連れて行ってほしい」

　彼は悩なやみ考えるとき、こめかみに手を当てる癖くせがある。小鈴を大切に思う気持ちと黄準を助けたい思いがせめぎ合っているのだ。

「夏涼が一人で戦うより、黄準殿下を助けて私の無罪を主張するほうが効率的だと思うよ」

「……わかった。行こう。でも、無む茶ちやはしないでほしい」

「はいはい。大だい丈じよう夫ぶだって」

　二人は頷うなずき合う。そして黄準の住まう宮殿へと向かった。

　一人じゃないことが、これほどまでに心強いとは知らなかった。




　凰華園の東門をくぐり、朱明宮を通り過ぎた先に、景秀宮はある。

　夏涼が門を守る衛え士じに笑え顔がおで押し通し、中に入ることができた。常々うさんくさい笑顔だと思っていたが、味方だと思うと心強く感じる。

　寝しん台だいの上で眠ねむる黄準は、まるで人形のようだ。側そばに医師がついているが、彼の顔を見ても治ち療りようらしい治療などできていないのだろう。

　皇こう帝ていは側の椅い子すに座りながら眉み間けんを押さえ、皇太后は落ち着かない様子で寝室を歩く。

　皇太后は夏涼と小鈴の存在に気づくと眉を寄せた。

「化け物が黄準の息の根を止めに来たのか？」

　息が止まるのを今か今かと待っているのは、皇太后ではないか。心優やさしい祖母の皮で全身を覆った化け物に見える。

「違ちがいます。私は彼を助けに来ました」

「助けに？　おまえが黄準に毒を盛ったのであろう。季華国でしか手に入らない抜魂の毒がなによりの証拠。なかなか死なぬから夏涼を唆そそのかして様子を見に来たのであろう？」

　皇太后の合図で衛士たちが小鈴と夏涼を取り囲んだ。

　今日はとことん剣けんを突つきつけられる日のようだ。つい、笑いが漏もれる。

　怖こわくないわけではない。しかし、地ち下か牢ろうにいるときと比べて恐きよう怖ふ心がないのは、隣に夏涼がいるからに違いない。夏涼が小鈴の肩かたを抱だく。守るという意志の表れのようで、緊きん迫ぱくした状じよう況きようなのに頬が緩ゆるんだ。

「陛下。いいえ、父上。小しやお鈴りんは無罪です。どうか、釈しやく明めいの機会をいただけませんか？」

「よかろう。話しなさい」

　皇帝の命によって、衛士や医師は部屋の外へと出された。

「一つ、私は父上に謝らなければなりません。私は父上を騙だましました」

　夏涼の静かな声が部屋に響ひびく。焦あせりのない穏おだやかな声だ。

　しかし、いつもよりもピンと張り詰つめたような緊きん迫ぱく感かんがある。

「私には生まれながら天賦がありません。宴で披ひ露ろうした術は、彼女が施ほどこしたものです。初めて会ったとき、彼女を利用すれば天賦がない事実を隠し通すことができるのではないかと思い、父上に小しやお鈴りんの出自を偽いつわり妃としたのです」

　まるで、懺ざん悔げのようだと思った。表情を変えずに聞く皇帝の心は見えない。

　ゆっくりと瞼まぶたを落とし、息子むすこの言葉に耳を傾かたむけていた。

「小しやお鈴りんはこの大陸の人間ではありません。抜魂の毒は季華国でしか手に入らない。しかし、彼女は季華国になど行ったこともないのですから、手に入れようもありません」

　皇帝は静かに頷いた。夏涼の説明に納なつ得とくしたのだろうか。しかし、皇帝が口を開く前に、皇太后が立ち上がった。

「陛下、信じてはなりません。夏涼はこの娘むすめに騙されておる。術を使える娘が目の前に現れるなどと都合のいい話があるわけがない。この国を手中に収めようとしているのでしょう。証しよう拠こに、書物の閲えつ覧らんを求めておったではないか。嵐南国の情報を多く手に入れるためであろう？」

　夏涼が無罪を訴うつたえれば、皇太后が否定する。双そう方ほう証拠はなく時間だけが過ぎていった。

　このままでは埒らちがあかない。

　そのあいだにも、黄準の息はどんどん浅くなる。このままでは、小鈴の無実が証明される前に、黄準の隠気が尽つきてしまうだろう。彼を助けられるのは小鈴だけなのだ。

（仕方ない。やるしかないか）

　諦あきらめるためではない。戦うためだ。小鈴は手を握りしめる。

（おじいちゃん、力を貸して）

「陛下、無礼を承知で発言することをお許しください。今のところ、私の疑いが晴れなくても構いません。どうか、先に黄準殿下の治療をさせてもらえませんか？」

　皇太后と夏涼の応おう酬しゆうを遮さえぎるように、小鈴は大声ではっきりと言った。部屋に静せい寂じやくが訪おとずれる。皇太后は眉をひそめ、夏涼と皇帝は間ま抜ぬけなほど大きな口を開けた。

「小しやお鈴りん、何を言っているんだ!?」

「だって、私は幻倭国から来て季華国にはいなかったなんて、証明できない。私の無実を訴えることはあとからでもできるけど、治療は今じゃないと間に合わなくなってしまう。私は皇太后の望みどおり、黄準殿下を死なせたくないの」

　小鈴はビシッと皇太后を指さした。彼女を挑ちよう発はつしたつもりだったが、彼女は眉の一つも動かさない。さすが、魑魅魍魎の住まう後宮をまとめ上げてきた人だ。

「陛下、聞いてはなりません。この娘は黄準を救うと見せかけて殺す気なのでしょう」

　皇太后の落ち着いた声が皇帝に助言する。

「陛下、私に黄準殿下の命を賭かけてくださいませんか？　私は私の命を賭けましょう。助けられなかったら、全ての罪を背負い殺されても構いません。このまま何もしなければ、黄準殿下は助からない。悪い話ではないと思います」

　夏涼のように口がうまくはない。小鈴に差し出せるものは、自分の命以外になかった。それだって、殿てん上じよう人びとの彼らにはちっぽけで、その辺りに転がる石と変わらないのだろう。

　皇帝の視線が突き刺ささる。優しそうな顔をしているが、今まで会った人の中で一番鋭するどい目をしている。小鈴の奥の奥を探さぐろうとしているようだ。

「なぜ、黄準を救いたい？　そなたには関係のない男だろう？」

「関係あります。夏涼の家族でしょう？　家族を失うのはとても辛つらいから……」

　天てん寿じゆを全まつとうした祖父を送るのですら辛かったのだ。毒で家族を失うのはそれ以上に苦しいだろう。

「夏涼のため……か。よかろう、黄準の治療を任せる。毒を盛った犯人の件は黄準が助かったのち、ゆっくりと話すことにしよう」

「英明な陛下のご判断に感謝いたします」

　膝ひざをつき頭を下げた。少しは挨あい拶さつも様になってきただろうか。

（よし、やるか）

　小鈴は息をゆっくりと吸い込む。

「私、夏涼のことなんて大っ嫌きらい！　面めん倒どうなことには巻き込まれるし、変な言いがかりつけられるし、化け物扱あつかいまでされて最悪だよ。さっさと黄準殿下を治して、こんな男とは縁えんを切ってやるんだからっ！」

　叫さけんだ。部屋に充じゆう満まんした小鈴の声に、みんなが目を丸くする。

　嘘うそは得意だ。人の命のためなら、いくらでも吐つこう。隣となりで夏涼が肩を揺ゆらす。

　瞳ひとみは嘘に反応する。ゆっくりと目に熱が集まっていくのを感じた。

「黄金……」

　誰だれかが呟つぶやいた。わかっている。化け物だと言いたいのだろう。だが、今はどうでもいい。

　寝台に横たわる黄準の隠気がゆっくりと浮うかび上がってくる。

　細い川がどうにか流れている状態だ。よく今まで生きていられたなという感想が一番に浮かぶほどにひどい。仙せん人にんの血を引く皇族ゆえに頑がん丈じようにできているのだろうか。

　腹の辺りに黒く大きな靄もやが渦うず巻まいている。

（これが黄準殿下の隠気を吸っているんだ。抜魂の毒に隠気を満たせば、助かるはず）

　黒い渦は、まだ足りないと隠気を引き込む。わかっていて作ったのだとしたら、趣しゆ味みが悪い。小鈴は黄準の横に立つと、彼の襟えりを引き胸をはだけさせた。

「おいっ!?」

　夏涼が叫び声を上げる。大きな声に驚おどろき振ふり返ると、彼は慌あわてて小鈴の腕うでを掴つかむ。

「えっ？　なに!?」

「異性の服を脱ぬがすときは少しくらいは恥はじらいを持ってくれ……」

「だって、ここに寝ねているのはただの患かん者じやだよ？　あ、夏涼。背中のほうが描かきやすいから、裏返してくれないかな？」

　これだけ大きな男では、小鈴の力では腕を動かすことしかできない。夏涼は大きなため息を吐いたあと、諦めたように黄準を裏返す。

（おじいちゃん、やっぱり私、何も捨てられなかった。ごめん）

　龍りゆうの髭ひげでできているという筆を握る。今ごろ、天国から見下ろして苦く笑しようしているだろうか。「だから言っただろう」という祖父の声が聞こえるようだ。

「準備はできた。俺は何をすればいい？」

「夏涼には、黄準殿でん下かに隠気を分けてもらいたいの」

「杏あんずの木にやったようなことをするっていうことか？」

「うん、あれよりもっと複雑だけどね。抜ばつ魂こんの毒は身体からだに流れる隠気を奪うばっている。黄準殿下の身体の隠気はほとんど吸収されてなくなっている状態なの。このまま放置すれば少なくとも一刻以内に命を落とすと思う」

「それを、俺の隠気で補えばいいわけだな？」

「そう。理由はわからないけど、夏涼の隠気は人の十倍ある。人に分けても問題ないくらい。だから、助けられるのは夏涼だけなんだ。手伝ってほしい」

　この部屋にいる人全すべての隠気を確かく認にんしたけれど、人間が持つ平均的な隠気の量だった。夏涼を除いて。皇こう帝ていも、平均よりは少し多くはあるけれど、驚くような量ではない。

　皇族だから特別なわけではないようだ。

「頼たのむのはこっちのほうだ。俺の隠気で兄上を助けてくれ」

「うん、絶対に助けよう」

　小鈴は真っ直すぐ黄準の背中を見た。

　人間の身体は植物よりも繊せん細さいだ。小鈴は数度の深呼吸のあと、筆に青を絡からめた。

　焦りは禁物だ。ゆっくりと描いていく。青を入れ、朱を絡め、心臓から外へと広がるように。

　黄準は繊細な隠気をしていた。もっと荒あら々あらしいかと思っていたのだ。人は見た目によらないと言うが、隠気も同じだ。途と中ちゆうまで描いて、小鈴は息を吐き出す。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫じゃないよ。夏涼なんて大っ嫌い！　これが終わったら、絶対に縁を切ってやる」

　声をかけてきた夏涼に悪態をつけば、封ふう印いんが解ける。彼が嘘だと理解していても、胸が痛む。今日ほど封印を後こう悔かいしたことはない。常に隠気が見えないことがこれほど負担だとは思わなかった。

　平常心なんて保てない。夏涼の緩ゆるんだ顔が見なくてもわかるのだ。

（こんなことなら手で感じとる方法も教えてもらうんだった。もしかして、日ひ頃ごろ横着していた腹いせなんじゃ……）

　祖父は隠気の流れを手で感じとる。脈を見るのと変わらないと言っていたが、理解できなかった。目で診みることができるものをわざわざ感かん触しよくだけで診ようなどと誰が思うだろうか。後悔しても遅おそい。今は自分に与あたえられた能力を使うのみだ。

（絶対、助けるから）

　弱々しい隠気は、それでも生きたいと全身へと巡めぐっている。

　音が消え、何も頭に入らなくなった。小鈴の目には患者である黄準しか見えない。夏涼の隠気は強くて大きい。少しずつ抜ぬき取るようにしなければ、黄準の身体が驚いてしまうだろう。

　何度か手を止め、封印を解く。そして、彩さい絵かい術じゆつを施ほどこしていった。そのたびに、夏涼の嬉うれしそうな顔を見なくてはいけなくて、いつもよりも神経がすり減るのを感じる。

　なぜ「嫌い」と言われて喜ぶのか。嘘だとわかっても嫌いやなものではないのだろうか。しかし、訂てい正せいする余よ裕ゆうはない。夏涼が悲しまないなら、好きなだけ嫌いと言っておこう。

「よし、完成」

　息をゆっくりと吐き出す。背中に広がった極ごく彩さい色しきは心臓を中心に肩かたや腰こしに羽のように広がる。夏涼の隠気がゆっくりと黄準の中に浸しん透とうしていくように描いたつもりだ。

　袖そでで額の汗あせを拭ぬぐう。手についた朱しゆが頬ほおを汚よごした。

「夏涼、お願い。ゆっくり手を近づけて、背中に両手を重ねて。そしたら、私と夏涼の関係も終わりだから。ようやく縁が切れてせいせいする」

　小鈴の言葉を受けて、夏涼は口角を上げた。黄準の背にまたがり、慎しん重ちように手をかざす。

　黄金に変化した瞳は、移っていく隠気を映し出した。夏涼の手を通して、少しずつ黄準の中へと入っていくのが見える。

（よし、うまくいった！　あとは、毒がどれだけの隠気を吸収したら満まん杯ぱいになるか）

　黄準の身体に移った隠気は、すぐに抜魂の毒に吸い込まれていく。静けさが部屋に充満した。黒い靄は渦巻き、どんどん夏涼の隠気を吸っていく。

　夏涼の額には汗が浮うかび頬を滑すべる。

　人に隠気を分け与える行こう為いは、彩絵術を使うときとは違ちがう。急激に隠気を奪われ、夏涼の身体が驚いているのだ。

　黄準の顔色はいまだよくならない。

　当然だ。夏涼の隠気は毒が吸うばかりで、黄準の身体には巡っていないから。

「……夏涼、辛つらい？」

「いや、大丈夫。まだ、なんだろう？」

　小鈴は小さく頷うなずいた。人の十倍ある夏涼の隠気を、毒は半分ほど吸い込んだ。

　次し第だいに夏涼の顔が色を失っていく。

（だめだ。これ以上は夏涼に危険が……）

　止めようと手を伸のばした。しかし、夏涼が頭を横に振る。

「まだ……大丈夫だから。安心しろ。俺が兄上も小しやお鈴りんも救う」

　夏涼は眉まゆ根ねを寄せ、歯を食いしばった。隠気は命そのものと言ってもいい。急激に減れば、意識を保っておくことも難しくなる。

（あともう少し……。お願い）

　ふらつく夏涼の身体を支えることしかできない歯がゆさ。彼が小さくうめき声を上げたとき、抜魂の毒が隠気で満たされた。あとは、黄準が生きていられるだけの隠気を分けるだけだ。

　施した彩絵術が、夏涼の隠気を取り込み、黄準の中に消えて行く。

（あと少し！）
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　黄準の背中にはえた羽が消えた。青白い肌はだに色が戻もどる。もう大丈夫だと、安あん堵どのため息を漏もらしたと同時に、夏涼の身体が傾かたむく。

「夏涼っ!?」

「安心しろ。少し目眩めまいがしただけだ。一晩中酒を呷あおった日よりは調子がいい。……兄上は？」

「大丈夫。夏涼のおかげで助かったよ。毒の性質がわからないから、当分は経過を見る必要はあるけど、二、三日したら意識も戻ると思う」

　夏涼も同じく休息が必要だ。それくらい黄準に隠気を与えている。

　彼は安堵の息を吐はき出した。

「父上、兄上は助かるそうです」

「そうか、そうか。黄準は無事か……」

　皇帝の目が僅かに潤うるむ。国をまとめる皇帝ではあるが、その前に一人の父親だ。息子むすこの生せい還かんが嬉しくないわけがない。

「小しやお鈴りんとやら。そなたには感謝してもしきれない。なんと礼を言ったらよいだろうか」

「私は何も。救ったのは夏涼です。私一人では、黄準殿でん下かの命を救うことはできませんでした。夏涼には天てん賦ぷはないかもしれない。けれど、兄を救うために自身の危険を顧かえりみず、多量の隠気を分けられるような優やさしい人です。礼を言うのであれば、私ではなく夏涼に」

　嵐南国の住人には隠気がどれほど大切かはわからないだろう。夏涼の大きな器うつわには、一割も隠気は残っていない。起きているのがおかしいくらいだ。

　小鈴がどんなに言葉を並べても、彼の優しさも、強さも伝わらないかもしれない。彼の持つ美しい器は、天賦のように目には見えないから。

　立つこともままならない夏涼のもとに、皇帝が歩み寄る。夏涼が小鈴を支えに、どうにか礼をしようとしたところで制された。

「挨あい拶さつなどよい。夏涼、おまえのおかげで黄準は死なずに済んだのだな。ありがとう」

「君主たるもの礼などしてはならないと仰おつしやったのは、父上ではありませんか。礼など必要ありません。兄上は国になければならない人。私の命に替かえても救わなければなりません」

「何を言う。おまえも私にとって大切な息子の一人。天てん秤びんにかけることなどできまい。天賦がなくともおまえには知の才も、武の才もあることを今まで証明してきたではないか。黄準の天賦は都の警備になくてはならないが、おまえの妙みよう策さくがあったからこそ、此こ度たびは妖よう獣じゆうから都を救えたのだ。少しは自信を持ちなさい」

　皇帝の手が夏涼の頭を優しく撫なでた。夏涼は気き恥はずかしそうに目を細める。目の前にいるのは皇帝と皇子ではない。ただの父と子だ。

　認めてもらいたい。いつだったか、夏涼は言っていた。皇帝は最初から、夏涼の才を十分に理解していたのだ。

　自分のことのように嬉しくて、頬が緩む。すると、皇帝と目があった。

「小しやお鈴りんよ。幻倭国から来たと言ったな。そなたの術はその国ではよく使われているものか？」

「宴うたげのときにご覧に入れた水すい龍りゆうは、幻倭国ではごくありふれたものです。今回の術は幻倭国でも使える人はごく僅わずかだと聞いておりますが」

「そのような才を持つそなたが、なぜ国を出た？」

　もっともな質問に小鈴は肩を竦すくめる。夏涼が助け船を出そうとしたが、首を横に振ふった。

「私の瞳ひとみが生まれたころから黄金だったからです。幻倭国では、黄金の瞳は鬼おにの証あかし。人を喰くらうとされてきました。この瞳のおかげで人を救う術を得ましたが、救っても救っても、鬼を受け入れてくれる世界はあの国になかった。私は逃にげて来たんです」

「そうか。それは辛かったであろう」

「……はい、とても。でも、感謝していることもあります。この目がなければ、私は夏涼に出会うことができませんでしたから」

　もしも小鈴が普ふ通つうの少女であったならば。両親のもとで育ち、村の男と結けつ婚こんをしただろう。子を産み育て、安らかに眠ねむる。ごく普通の生しよう涯がいが約束されていたはずだ。

　その道には、祖父の存在も、夏涼との出会いもなかった。

「ずっと普通に憧あこがれて生きてきました。でも、今は普通ではなくてもいいかなと思っています。平へい凡ぼんな少女では、夏涼の隣となりに立てませんから」

「我が息子は、よき伴はん侶りよに巡り合えたようだな」

　皇こう帝ていは目を細めて笑った。

「少しばかり、昔話をしよう。仙せんの時代、仙人であった国の始祖は、五人の息子に国を託たくした。それが嵐南国を含ふくむ五国の成り立ちだ。大陸の歴史は長く、戦乱の世の記録は少ない。しかし、大陸の外と繋つながりがあったことはわかっている」

「大陸の外……。それって、幻倭国と大陸に繋がりが？」

　静かに聞いていた夏涼が、驚おどろき目を丸くする。

「伝承程度の記録だ。おまえは勉強熱心だったが、それゆえ作り話には興味を示さなかった。だから知らないだろう。その昔、愛する者を追い、海を越こえた者がいたそうだ」

「その話……。読んだことあるかも」

　天賦の記録だと思って読んでみると恋こい物もの語がたりで、気恥ずかしくなって読むのをやめたことがある。海を渡わたって愛する女性を追いかけた男の物語だ。

「そなたは恐おそらく、我らと同じ。始祖の血を引く者に違いない」

「ですが、伝承程度の話なのでしょう？　本当のところはわかりません。鬼ではないかもしれない。でも、鬼かもしれません」

「残念ながら、確証を持てるだけの史料はこの国にはない。だが、大陸に黄金の瞳を持つ者が鬼だという逸いつ話わがないことも事実。皇子を毒から救った黄金の少女よ。我が国はそなたを歓かん迎げいしよう」

　第二皇子とよく似た優やさしい笑みだった。

（夏涼はお父さんの真似まねをしていたのかも）

　春の暖かさのような笑みを見て育ったのだろう。

　小鈴も祖父の背中を見て、こんな人になりたいとずっと思っていた。

　祖父の言葉が脳のう裏りを過よぎる。

『おまえの黄金は特別だ』

　祖父はずっと小鈴に言い続けていた。誇ほこるべきものだ、と。

　しかし、何度言われてもこの瞳の価値がわからなかったのだ。

　諦あきらめていた。この瞳は忌き避ひすべきもので、祖父の言うような特別ではないのだと。

　祖父の言葉をもっと早く信じていたら、違ちがった道を辿たどっていただろうか。

「私はこの満月のような瞳が大だい嫌きらいでした。鬼だから誰だれにも愛されない。みんなに『鬼だ』と言われるたびに、心の中で、私は鬼じゃない！　って叫さけんでいました。でも、本当は疑っていたんです。明日あしたになったら、鬼になるかもしれないって……」

　視界が歪ゆがむ。

「私、鬼じゃないって、信じてもいいのでしょうか……？」

「ああ、鬼じゃない。小しやお鈴りんの黄金は天に選ばれた証だ」

　夏涼の優しい手が、小鈴の肩かたを抱だく。目に集まる熱は、封ふう印いんが解けるしるし。しかし、今、目の前に隠気は現れない。集まった熱は、涙なみだとなって溢あふれた。

　赤子のようになりふり構わず泣いたのは、初めてだ。
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　泣きじゃくる小しやお鈴りんを抱きしめる。いつも耐たえ忍しのび、笑い続けていた少女の涙は、なによりも美しかった。胸を貸すことの名めい誉よを得た夏涼はただ、背中をさすり続ける。

「父上、小しやお鈴りんは兄上を殺そうとするような鬼ではありません」

「ああ、そのようだ」

「あの毒は特別な物です。季華国の……しかも中ちゆう枢すうに関かかわる者しか入手することはできません。それができるのは、お祖母ばあ様と私だけでしょう」

「夏涼、何を言っておるっ!?」

　皇太后が声を荒あらげた。彼女が証しよう拠こを残しておくような真似をするとは思えない。自ら犯人だと言ってもらわなければ、延々と不毛な争いが続くのだろう。

　だから、夏涼は小しやお鈴りんのように賭かけることにした。

　自分の命を。

「私の動機は十分でしょう？　優すぐれた天てん賦ぷの能力を持ち、都を平和にし、民たみを味方につけた兄上を邪じや魔まだと思ってもおかしくはない。しかも、私は母の伝手つてで彩家との繋がりもあります。毒を求めれば、彩家は喜んで差し出すとは思いませんか？」

「夏涼っ！　おやめなさいっ！　そんなことをすればあなたは……！」

　皇位への道も、皇子としての将来も全すべて失うだろう。

　皇太后は駆かけ寄り、夏涼を抱きしめる。

「お祖母様を助けるには、この方法しかありません」

　夏涼は皇太后にしか聞こえない声で囁ささやいた。

　皇太后に愛されていることを知っている。その気持ちを盾たてにとった。

　彼女の顔が歪む。苦く悩のうの色が浮うかび上がる。

「……違う。夏涼ではない。黄準に毒を盛ったのは私だ。全て私が行ったこと。おまえは私を庇かばってはならん」

　いつも撫でる優やさしい手が、夏涼の頬ほおをなぞる。なぜ、そのような顔で見るのか。

　恋こいしい男を見るような目だ。孫に向けるものではない。

「父上、どうか恩情を。お祖母様は罪を犯おかしましたが、兄上は死んでおりません」

「わかっている。皇太后が孫を殺そうとしたなどという醜しゆう聞ぶんを外に出すわけにはいかない。しかし母上、あなたのしたことは、皇族として誇れることではありません。皇子を手にかけ、民を危機に晒さらした」

　皇帝の淡たん々たんとした声が部屋に響ひびく。

「皇太后は今後、蓮華宮から出ることを許さない。また、皇族との面会も禁ずる。以上を勅ちよく命めいとする。……母上には、死ぬことよりも、生涯孫の姿を見ることができないことが一番の罰ばつとなりましょう。誰か、皇太后を蓮華宮へ連れて行け」

　皇帝は瞼まぶたを落とした。ほとんど表情は変わらないが、苦しいはずだ。実の母親が、自分の子を手にかけようとしたのだから。

　衛え士じたちに取り押さえられた皇太后は、夏涼に向かって必死に手を伸のばす。

「殿でん下かっ……！　私はあなたの──……」

　皇太后が夏涼を見なくなったのは、いつからだろうか。彼女はいつも夏涼の後ろにいる誰かに語りかけていた。『おまえは皇位を継つぐ器うつわだ』と。

　おまえとは、いったい誰のことだったのか。

　静せい寂じやくを取り戻もどした部屋の中、小しやお鈴りんが夏涼の頬を撫なでた。

「俺はこれくらいでは泣かない」

「なんだ。夏涼が泣いたら、当分その話題で揶揄からかおうと思ったのに」

　夏涼が頭を乱暴に撫でれば、頬を膨ふくらませる。いつもの、小しやお鈴りんだ。

「二人とも。今回はよくやってくれた。黄準を救い、真実に導けたのは二人の功績だ。二人には褒ほう美びをやらねばならん」

「私は何もしていません。ただ彩さい絵かい術じゆつを施ほどこしただけ。黄準殿下を救ったのは夏涼ですから。どうか、夏涼に褒美を与あたえてください。それに、私はもう欲しいものを手に入れたので」

　目を腫はらした小しやお鈴りんは照れくさそうに笑った。

「だ、そうだが、何が欲しい？　おまえは命を賭けて兄と妃きさきを救った。何でもやろう」

「でしたら、お願いがあります。都の守護のあり方を変えてくださいませんか。兄上の天賦に頼たより切れば、また同じことが起こるでしょう。先の世にも繋がる、天賦だけを頼りにしない守護に変えていただきたいのです」

「よかろう。今まで黄準に与えていた兵権だが、半分を夏涼に。これからは黄準とともに、天賦に頼らない守護のあり方を模も索さくするがいい」

「ありがとうございます」

「だが、それは褒美ではなく、民のための奏上に過ぎん。夏涼自身は何が欲しい？　そなたは謙けん虚きよで、いつも何もいらないと言う。こういう日くらい、甘えてはどうだ？」

　皇帝が見せたのは、優しい父親の顔だ。

　今、夏涼には喉のどから手が出るほど欲しいものがあった。

　夏涼は柔やわらかに笑う。

「父上、私が欲しいものは──……」







[image: 終章]




　小鈴は必死に手を伸ばす。欲しい物を掴つかんだら、もう離はなさないと決めたからだ。

　これだけは譲ゆずれない。

「おい、危ないだろ」

「いやっ！　あれが一番大きくて美味おいしそうなの！」

　あともう少し。必死に腕うでを伸ばせば、指先が丸々とした大きな実に触ふれる。しかし、夏涼が横からかすめとってしまった。

「あっ！　もう少しだったのに……」

「ほら、取ってやっただけだろう。そんなに怒おこるな」

　夏涼は大きな杏あんずの実を小鈴の手に載のせた。

　朱明宮の庭園にある大きな木は、夏涼の回復を待って実をつけた。最近では、夏涼と小鈴、そして碁石の三人で亭あずまやから杏をもぎ取るのが日課となっている。

　小鈴は艶つや々つやの杏をうっとりと見つめた。木になった中で一番大きい。

　綺き麗れいな夏涼の隠いん気きをいっぱい吸った実だ。一等美味しいに決まっている。

「これから兄上の診しん察さつに行くんだろう？　こけて怪け我がしたらどうする？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。転ぶ前に夏涼が助けてくれるでしょ？」

　二人は亭にある椅い子すに並んで座った。大きな杏の木が見える特等席だ。碁石は杏が気に入ったのか、二人を待たずにすでにかぶりついている。最近のよくある光景の一つだ。

　あれから小鈴は、嵐南国の初めての彩さい絵かい医い術じゆつ師しとして宮きゆう廷ていに籍せきをおくようになった。今はまだ回復に至っていない黄準の治ち療りようが主なので、朱明宮とすぐ近くの景秀宮の往復で終わってしまうのだが。

「でもさ、良かったの？」

「何が？」

「皇太子だよ。あのとき陛下にお願いしていたら、今ごろなりたかった皇太子になれていたと思うんだけど」

「いいか？　皇位というのは、褒美でもらうものじゃない。相応ふさわしい人間になれば、俺が嫌いやだと言っても、皇位のほうから即ついてくれと泣きついてくる」

「そっか。夏涼なら、褒美なんかでもらわなくてもなれるよ。大陸で初めての天賦のない皇こう帝ていがそのうち生まれるかもね。でもさ、天賦がないことまで公表しちゃうとは思わなかった。宮廷中どころか、国中が大おお騒さわぎだよ？」

　ひっくり返りそうになっている女官や宦かん官がんの姿を思い出しながら、杏にかぶりつく。

　杏の香かおりがふわりと香る。酸味と甘さが口いっぱいに広がった。

「あ、当たりだ！　今まで食べた中で一番美味しい！」

　諦あきらめないで手を伸ばしたのは正解だった。夏涼がじっと小鈴の手にある杏を見つめる。

「なに？　食べたいの？　一口なら分けてあげてもいいよ」

　半分すら惜おしい瑞みず々みずしさなのだ。

　ずいっと夏涼に差し出した。彼は杏と小鈴を交こう互ごに見て、歯を見せて笑う。

　夏涼は差し出した手を横切り、ずいっと小鈴に近づく。

　夏涼の使う香こうの甘い花の薫かおりと、杏の芳ほう醇じゆんな匂においが混ざり合う。

　長いまつげが数えられそうなほど近い。小鈴は瞬またたきをすることも忘れ、眺ながめるばかり。

　柔らかな感かん触しよくが唇くちびるにあたった。そして、すぐに離れていく。

「ああ、確かに一番うまいな」

　彼は何事もなかったかのようにペロリと舌を出し、自分の唇を舐なめる。

　熱が頬に集まっていく感覚。

「……なっ！　なにするの!?」

「一口もらっただけだろ？　くれるって言ったのは小しやお鈴りんじゃないか」

「そうだけどっ」

　そういう意味ではない。しかも、ここは庭園で離れているとはいえ、女官も見ている。

「なんだ、嫌だったか？」

「嫌に決まっているでしょっ!?　こんな人前で……！」

　小鈴が力ちから一いつ杯ぱい叫さけぶと、夏涼の口角が上がった。じわりじわりと熱を持つ瞳ひとみ。目の前に広がる夏涼の隠気。──目の封ふう印いんが解けたのだ。

「相変わらず、素す直なおじゃないな」

「……おじいちゃんのせいだ。こんな失敗するから……」

　気き恥はずかしさを隠かくすために、唇を尖とがらせた。夏涼はそんな小鈴を見て目を細めて笑う。

「その封印、おそらくだが、故意だと思う。お祖父じい様はかの国では有名なほどの腕うで前まえだったんだろう？　そんな人が失敗するとは思えない。小しやお鈴りんの師なんだろう？　お祖父様は最後、何か言っていなかったのか？」

「何かって言われても……」

　あの日は綺麗な三日月だった。

『おまえの全すべてを受け入れてくれる人が見つかるはずじゃ』

　突とつ然ぜん、祖父の声が聞こえたような気がした。

（おじいちゃんは意地悪だ。もっとわかりやすく言っておいてよ……）

「ん？　どうだ？　何か思い出せたか？」

「全然っ。やっぱり失敗だったんだよ。これのせいで、黄準殿でん下かにも毎回苦く笑しようされているんだからね？　恥ずかしい……！」

[image: ]

　恋こい心ごころに嘘うそをつくというのは意図的にやるのは難しい。

　毎回、「夏涼なんか大だい嫌きらい」と叫さけぶ小鈴を見て、みんな楽しそうに笑うのだ。

「ねえ、夏涼。あんな褒美で本当によかったの？　もっと欲しいもの、あったんじゃない？」

「あれ以上に欲しいものなんてない。それに、小しやお鈴りんが言ったんだぞ？『死ぬときまで誰だれも娶めとらなかったら信じます』って。まさか、忘れたわけじゃないだろうな？」

「あれは！　夏涼が冗じよう談だんを言うから……！」

　まだ仮かり初そめの妃きさきとして後宮に入ったときのことだ。まさか、あのときのことを夏涼が覚えているとは思わなかった。

「さて、そろそろ仕事をするかな。小しやお鈴りんも、早く食べて準備しろよ」

　乱暴に頭を撫なでる手は変わらない。しかし、乱れた髪かみを気にする余よ裕ゆうはなかった。

　小鈴は顔を真っ赤に染めながら夏涼の背中を見る。

　あの日のことをありありと思い出す。一生忘れることはないだろう。

　夏涼はひざまずいて皇帝に願った。

『父上、私が欲しいものはただ一つです。小しやお鈴りんだけを生しよう涯がいの妃としたい。この先、どんなことがあろうとも、他ほかに妃を持ちたくありません』








あとがき









　こんにちは、たちばな立りつ花かです。

　このたびは、本作品を手に取っていただき誠まことにありがとうございます。

　今作は中ちゆう華か風ふうの後宮を舞ぶ台たいにした、他ほかの人とは少し違ちがう二人の想おもいが交差するラブファンタジーとなりました。




　二つの顔を持つ男っていいですよね。一粒で二度おいしい。そんな夏か涼りように振ふり回される小こ鈴すずを書いているときが、一番楽しかったです。

　楽しいといえば、碁ご石いしとのあれやこれやを書いているときも、筆が乗りました。最近の双ふた子ごパンダの誕生のニュースも相まって、気づけばパンダ好きに。身の回りにパンダグッズが増えております。

　あとがきは読書の前派の私としましては、あとがきで何を書いたらネタバレにならないか、いつも頭を悩なやませます。書けること……パンダがとても可愛かわいくなりました。

　利用し合う関係から協力し合う関係に変わっていく二人の恋れん愛あい模様を楽しんでいただいたり、マスコットキャラクター碁石から癒いやしを得たりしていただければ幸いです。




　さて、本作品を世に出すことができたのも、担当さまが一いつ緒しよに走ってくださったからです。「描かいて治すみたいな物語が書きたい」という話からスタートした本作品。こうして一つの物語としてまとめあげられたのも、担当さまあってこそ。ありがとうございます。

　この場をお借りして、刊行に尽じん力りよくくださった皆みなさまにもお礼申し上げます。

　そして、この世界に色を与あたえてくださった、べっこ先生。可か憐れんで華はなやかなイラストをありがとうございます。ラフが届くたびに心のファンファーレが鳴り響ひびいておりました。素す晴ばらしい表紙と挿さし絵えをありがとうございます。




　最後に、本作品を手に取ってくださったあなたに感謝を。

　また、お会いできる日を願って。





たちばな立花


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「皇子は手厚い看病をご所望です」







　今日の朱しゅ宮めい明きゅうは早朝から慌ただしい。

　女官の叫び声で目覚めた小こ鈴すずは、適当な衣を羽織って部屋を飛び出した。

「何かあったの？　……って、また出かけようとしたの!?」

　宦官たちに抱えられた夏か涼りょうを見て、小鈴はあんぐりと口を開けた。

　黄こう準じゅん暗殺騒動から三日が経った。抜ばつ魂こんの毒から黄準を救うため、自らの隠いん気きを黄準に分け与えた夏涼の身体の中には、僅わずかな隠気しか残っていなかった。夏涼の体調は万全ではない。どちらかといえば、まだまだ療養が必要な状態だ。たった三日で身体を動かすことなど、どだい無理な話だ。だというのに、彼は無理をして仕事をしようとする。

「……しかたないだろう。兄上が倒れている今、衛え士じ府ふを放ってはおけない」

「今は何より身体が大事だって言ってるでしょ？」

「今日は昨日よりも調子がいいから大丈夫だと思ったんだ」

　宦官たちに支えられながら、青白い顔で言い訳を口にする。

「はいはい。無理は禁物。みんな、夏涼を部屋に連れて行ってあげて」

　小鈴の言葉に宦官や女官が動き出した。立っていることもできないほどだというのに、夏涼は不承不承部屋へと戻っていく。

「殿下のお身体は大丈夫なのでしょうか？」

　側に控えていた、色白の女官が眉尻を下げた。

「大丈夫。大きな病気ではないから、少しのあいだ休めば、元に戻るわ。だから、見張りをお願いね」

　隠気を身体に戻す方法など、ただ安静にして回復を待つ他ない。特に夏涼の身体は元々人の十倍の隠気を持つ器だ。器が満ちるのに他の人よりも時間がかかるのが道理というもの。

「よくなるまでおとなしくしていてくれればいいんだけど……」

　責任感のある夏涼のことだ。仕事が気がかりなのだろう。

（昨日もこっそり朱明宮を抜け出して、衛士府に行こうとしたんだよね……）

　凰おう華か園えんで倒れているところを発見されたのだ。慌てた女官の顔を思い出して、小鈴は小さくため息をもらした。

「夏涼がおとなしく休んでくれるようないい方法はないものかな……」

「小しゃお鈴りん様。それでしたら、粥かゆを作って差し上げるのはいかがでしょう？」

　にこりと色白の女官が笑う。

「お粥は御ご膳ぜん房ぼうから毎食届いているでしょう？」

「小しゃお鈴りん様が作ったというのが重要なのです。手作りの粥を差し出しながら、休んでほしいと真しん摯しに訴えれば、きっと殿下も素直にお休みになられますよ」

「そう？　誰が作っても、お粥はお粥だと思うれど？」

「男心とはそういうものです。他にいい案もございませんし、試してみる価値はございますよ。ね？」

「え、ええ……。そうね」

　女官の気迫に満ちた笑みに、小鈴はつい頷いてしまった。




　小鈴は碗を乗せた盆を手に、慎重に夏涼の部屋へと入った。

「やっぱり寝てない」

　眠っているはずの夏涼は、寝台の上で真剣に書類を読んでいる。

　小鈴はため息を漏らした。

「今は調子がいいし、急ぎ確認してほしいと頼まれたんだ」

　夏涼は肩を竦すくめる。

　寝台の側にある卓子つくえに碗を置くと、寝台の端に腰掛ける。

「みんな夏涼のことを心配しているよ。だから、ちゃんと休んでよね」

「みんな、ね。……小しゃお鈴りんは心配してくれないのか？」

　突然、綺麗な顔をぐいっと近づけられて、思わず仰け反った。

「そ、そりゃあ……心配だよ。あんなに隠気を失ったんだもん。早く元気になってもらいたくて、今日はお粥作ったんだから。よかったら食べて」

「小しゃお鈴りんが？　料理を？」

　夏涼の問いに大きく頷く。御膳房の隅で闘うこと五回。最後は女官の手を借りて、どうにかできあがった物だ。卓子の上に置いた碗を手に取って、夏涼の前に差し出す。

　彼は碗の中を覗くと、ゆっくり口角をあげた。

「気遣ってくれるとはありがたい。もちろん、小しゃお鈴りんが食べさせてくれるんだろう？」

「……え？」

「俺は病人だ。しかも、安静が必要なほど重病の。恐らく匙さじを持つこともできん」

「さっきまで、匙より重そうな書類の束を持っていたように見えたけど？」

「少し仕事をしすぎて疲れが出てしまったようだ」

（絶対に嘘だ……！）

　匙の一つくらい持てるだろう。料理などという珍しいことをした小鈴を、揶揄からかって遊んでいるのだ。

「このままでは俺は何も食べられない」

「もう……。わかったよ。特別ね。その代わり、食べたらちゃんと寝てね」

「ああ、約束する。食べさせてもらったらゆっくり休む」

　言うやいなや、夏涼は口を大きく開けた。長い睫まつ毛げの本数が数えられるくらいの距離に胸が跳ね上がる。

（これ、ちょっと恥ずかしい……かも）

　今は夏涼の部屋に二人きり。女官たちには見られていないのだから、恥ずかしがることはない。ないのだが、妙な気恥ずかしさをおぼえた。

　匙でひとすくい。できたての粥は熱そうに湯気が立っている。ふうふうと息を吹きかける行為すら恥ずかしい。

　夏涼が催促するように、顔を近づけてきた。彼の口元に匙を差し出す。食事の光景など見慣れているのに、なんとなく見ていられなくて、目を逸そらした。

「なんだこれ……。複雑な味がする。何が入っているんだ？」

　匙から口を離した夏涼が眉を寄せる。

「そうなの？　身体にいいって薬草たくさん入れたからかな？　龍りゅう眼がんでしょ、それと棗なつめと山ざん査ざ子しと……あとは忘れちゃった」

　色々説明は聞いたが、小鈴はこれまで口にしたことがないものばかりだった。体力がつきそうな物を適当に入れていったのだ。顔をしかめてばかりの夏涼を見て、小鈴は「そんなに？」と首を傾げた。焦げずにできたことに満足して、味見をしていない。少しすくってぱくりと口に入れた。

「うっ……何これ……」

　苦みと甘みが混ざり合う。薬膳といえば聞こえはいいが、食べられたものではない。小鈴が顔をしかめると、夏涼は小さく笑った。

「ほら、残りをよこせ」

「美味しくないし、作り直してもらってくるよ」

「いや、これでいい」

　結局、彼は文句を言いながらも、持ってきた粥を全て平らげる。

「無理して食べなくてよかったのに」

「小しゃお鈴りんが初めて俺のために作った料理を、残せるわけがないだろう？」

　真面目な顔で返され、頬に熱が上がっていく。

　誤魔化すために、布団を夏涼の頭から被せた。

「はいはい。身体が温まっただろうから、さっさと寝てよね。私は部屋に戻るから」

「ああ。粥、また作ってくれ」

　夏涼は布団から顔を出すと笑みを見せた。これ以上ここにいても、小鈴にできることなど何もない。静かなほうが眠りやすいだろう。だから、部屋を出て行くのが正解だ。

　夏涼に背を向け、扉に手をかける。

（でも……）

　どことなく、見せた笑顔がいつもよりも弱々しく感じた。

（初めて隠気の枯こ渇かつで倒れたとき、辛くて不安だったな……）

　幼い日のことだ。あまり多くは覚えていない。ただ、祖父が握っていてくれた手が温かくて、安心したということだけははっきり覚えている。手のひらを凝視した。

　小鈴は開けたばかりの扉を閉めると、踵きびすを返す。

　寝台の横に座ると、夏涼の手を握った。

「……どうした？」

「夏涼が無茶しないように見張ることにしたの」

「そうか」

　夏涼の手が揺れる。小さな笑い声が漏れた。急に恥ずかしくなって顔を背ける。

「杏あんずの実が成るまでには治してよね」

「ああ。一緒に食べると約束したからな」

　自身の頬が緩むのがわかった。当分、夏涼のほうを見られそうにない。
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